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・「CLIP STUDIO PAINT PRO] は 、 株 式 会 社 セ ル シ ス の 商標 また は 登録 商標 で す 。 
最新 の バー ジョ ン は 、「1.5.1」 (2015 年 11 月 現在 ) と な っ て お り ま す 。 


・ 本 書 は 「Windows] を ペー ス に 解説 し て お り ま す が 、「Mac OS X] で も 問題 な く ご 利用 いた だ け ま す 。 
Windows と 大 きく 異な る 操作 の 場合 の み 、「( )」 の 中 に Mac OS X で の 操作 手順 を 明記 し て お り ま す 。 


・ 本 書 に 記載 され た 内 容 は 、 情 報 の 提供 の み を 目的 と し て お り ま す 。 
し た が っ て 、 本 書 を 用 いた 運用 は お 客 様 自 身 の 責任 と 判断 の も と に 行っ て くだ さい 。 


・ 本 書 の 情報 は 2015 年 11 月 の も の を 掲載 し て いま す 。 
ソフ トウ ェ ア の バー ジョ ン ア ッ プ な ど に より 、 機 能 や 画像 の 解説 が 変更 され て いる 場合 が あり ます 。 
また 、 イ ンタ ーネット の 情報 に 関し て は 、 予 告 な く URL 先 の 画面 な ど が 変更 に な る 恐れ が あり ます の で 


・ 本 文中 に 記載 され て いる 製品 の 名 称 は 、 一 般 に 関係 各社 の 商標 また は 登録 商標 で す 。 
な お 、 本 文中 で は ""、 な どの マー ク は 省略 し て いま す 。 


、 ご 了承 くだ さい 。 


は じ め に 


本 書 を 手 に 取っ て いた だ き 、 誠 に あり が と う ご ざ いま す 。 


ファ ンタ ジー 世界 を 舞台 や 題材 に し た 作品 は 、 も は や 不朽 の も の と な っ て いる よう に 思い ます 。 

映画 や 小説 、 ア ニ メ や マン ガ 、 ゲ ー ム な ど で も 、 常 に ファ ンタ ジー を 題材 に し た 作品 が 世 を 賑わせ て いま す 。 
何より 人 々 が 子供 の 頃 に 慣れ 親しむ 童話 や お と ぎ 話 こそ が ファ ンタ ジー の 根本 で す の で 、 一 切 ファ ンタ ジー 世界 と 関 
わら ず 生 き て きた 人 間 な ど ほ ぼ い な い 、 と 言っ て し まっ て も 過言 で は な い の で は な いで し ょ うか 。 


私 も TV ゲー ム の ファ ンタ ジー RPG 全盛 の 頃 に 子供 時 代 を 過ごし まし た 。 
その 頃 か ら イ ラス ト を 趣味 に し て いま し た が 、 題 材 は いつ も ファ ンタ ジー な 剣 と 魔法 の 世界 で し た 。 


本 書 で は 基本 的 な 風景 を 描く た め の 技 術 や 考え 方 か ら 始ま り 、 そ れ を 応用 し て ファ ンタ ジー な 世界 を どう 描く か まで 
を 段階 を 追っ て 解説 し て いま す 。 

一 枚 の イラ スト の 中 で も 手順 を 細か く 分 け て 解説 し 、 次 の イラ スト に 進む ご と に 新しい 技術 を 盛り 込む よう な 構成 と 
な っ て いま す 。 


また 、 本 書 で 力 を 入れ て 解説 し て いる も の の 一 つ に 、「 き ちん と 描か ず に それ っ ぽく ご ま か す 方 法 」 と いう の が あり 
ます 。 

具体 的 に は 、 イ ラス ト を 見 る 人 の 視線 の 誘導 に 気 を 使い 、 目 に 引く 部 分 を 重点 的 に 描き 、 そ れ 以 外 を 大 ま か に 描い て 
濁す と いう よう な 方 法 で す 。 

こう 書く と まる で ズル を し て いる よう に 聞こ える か も し れ ま せん が 、 こ れ は 立派 な テク ニッ ク で あり 、 む し ろ フ ァ ン 
タ ジ ー 風 景 で は 必須 と な る テク ニッ ク で す 。 

ファ ンタ ジー 風景 と は ー つ の 物語 で す 。 

その 中 に 何 が あり 、 何 が で きる か 。 鑑賞 者 が 冒険 者 と な り 、 そ の 中 で 旅 や 冒険 を する 想像 を 膨らませ る こと こそ が ファ 
ンタ ジー 風景 の 醍醐 味 で も あり ます 。 

その た め に は 、「 想 像 の 余 地 ] を イラ スト に 忍ばせ る こと が 肝要 と な り ま す 。 

メイ ン と な る 部 分 や 題材 は きっ ちり と 描く こと で その 世界 の 「 設 定 ] を 説明 し 、 そ れ 以 外 の 部 分 は 鑑賞 者 の 想像 に 託す 。 
この 双方 向 性 が 「 体 験 ] と な り 、 フ ァ ン タ ジ ー 風 景 に 没入 する こと に な る の で す 。 

さら に 、 描 く 側 の 都合 を 言え ば 、 風 景 イ ラス ト と いう の は 余白 が 効か な いも の で あり 、 筆 を 動か す 量 が 人 物 イ ラス ト 
な ど に 比べ て 桁 違い に 増え て し まい ます 。 

趣味 の イラ スト な ら そ れ で も いい で す が 、 い ざ 仕 事 と する 場合 、 す べ て を まん べ ん な く 描 いて いて は と て も 時 間 が 定 
り ま せん 。 

こう いつ た 点 か ら も 、 イ ラス ト の クオ リティ を 落と さ ず に 作業 量 を 抽 え る と いう 考え 方 は 必須 と な り ま す 。 


多く の 人 は 風景 イラ スト を 描く の が 難し いと 考え て いる こと と 思い ます 。 

し か し それ は 、 描 く 手 順 が わか ら な いた め に 、 自 分 の 中 で 過 分 に 敷居 を 高く し て いる せい か も し れ ま せん 。 

で も 実際 は 簡単 な 作業 を 順番 に 積み 重ね る こと で 、 描 く こ と が で きる の で す 。 

と は いえ 、 作 業 を 積み 重ね る た め に は 根気 が 必要 で す 。 先 の 見 えな い 作 業 で は 音 を 上 げ て し まう の も 無理 は あり ませ ん 。 
そん な と き に 本 書 を 手引 き 書 と し 、 先 を 見 通し た 状態 で 作業 を し て みて くだ さい 。 

きっ と いつ の 間 に か ー つ の 「 世 界 」 が 画面 に 現れ て くる こと で し ょ う 。 


2015 年 12 月 ソウ ノ セ 
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本 書 の 使い 方 


本 書 は 、 ベ イン ト ソ フト 「CLIP STUDIO PAINT PRO」 を 使い 、 デ ジタル で 空気 感 の ある 風景 イラ ス 


ト を 描く た め の 技 法 書 で す 。 


1 章 「 ベ イン ト ソ フト の 基本 」 で は 、 ベ イン ト ソ フト と いう デジ タル イラ スト に お ける 画材 の 使い 方 、 
2 章 「 風 景 イ ラス ト の 基本 ] で は 、 風 景 イ ラス ト を 描く に あたっ て の 普遍 的 な 技術 を 伝え ます 。 

3 章 「 フ ァ ン タ ジ ー イ ラス ト に お ける 属性 」 で は 、 本 書 の イラ スト の テー マ に も な っ て いる 「 フ ァ ン タ ジ ー」 
と 「 属 性 ] と は そもそも どう いっ た も の な の か を 解説 し ます 。 

4 章 「 技 法 別 メイ キン グ 」 で は 、4 つの 異な る 技法 に よる 風景 イラ スト の メイ キン グ を 解説 し ます 。 


本 書 の 構成 ーーーーーーーーーーーーーーーー 一 


1 を ベ イン ト ソ フト の 基本 


CLIP STUDIO PAINT PRO の 機能 
本 書 で 使用 する ペイ ント ソフ ト 「CLIP STUDIO PAINT 
PRO」 の 機能 に つい て 解説 し て いき ます 。 


カス タム ブラ シ 
カス タム プラ シ の 作成 方 法 を 解説 し て いき ます 。 ま た 、 本 書 で 使 
用 する カス タム プラ シ を 一 覧 で 掲載 に てい ます 。 


グ 章 风 景 f 己 XNO 基 本 


回 画面 構成 の 基本 、 困 光 ・ ラ イ テ ィ ング 、 加 遠近 法 
風景 イラ スト を 描く に あたっ て 、 覚え て お くべ き 技法 や 考え 方 を 解 
説 し て いき ます 。 


回 風景 イラ スト 定番 アイ テム の 描き 方 
風景 イラ スト で よく 登場 する アイ テム の 描き 方 を 、 簡 単 な 手順 で 
解説 し て いき ます 。 


写真 を 元 に 風景 イラ スト を 描く 
実際 に 撮影 し た 風景 写真 を 元 に し た イラ スト の 描き 方 を 解説 し て 
いき ます 。 


回 風景 イラ スト を ファ ンタ ジー 風 に する 
風景 写真 か ら 描 いた イラ スト を ファ ンタ ジー 風 に アレ ンジ する 方 法 を 
解説 し て いき ます 。 


3 章 ファ ンタ ジー イラ スト に お ける 属性 


可 属性 に よっ て 広がる イラ スト の 表現 
ファ ンタ ジー に お ける 「 属性] の 重要 性 に つい て 解説 し て いき ます 。 
章 末 で は 本 書 メ イキ ング イラ スト に つい て 簡単 に 紹介 し ます 。 


人 闽 技 法 别 xT 丰 > 

加 スピ ビー ド ベ イン ティ ング 
地 属性 を テー マ と し た 風景 イラ スト の メイ キン グ で す 。 短 時 間 で 描 
く た め の ポイ ント を 中 心 に 解説 し て いき ます 。 

加 シル エッ トペ イン ティ ング 
風 属 性 を テー マ と し た 風景 イラ スト の メイ キン グ で す 。 物 の 形 を 、 
線 で は な く シ ル エ ッ ト で 捉え た 描き 方 を 解説 し て いき ます 。 

图 テク スチ ャ ベイ ン テ ィ ン グ 
火 属 性 を テー マ と し た 風景 イラ スト の メイ キン グ で す 。 テ クス チャ を 
活用 し た 描き 方 を 解説 し て いき ます 。 

回 パー スペ イン ティ ング 
水 属性 を テー マ と し た 風景 イラ スト の メイ キン グ で す 。 大 視 図法 に 
よる 描き 方 を 解説 し て いき ます 。 

回 技法 の 集大成 
カバ パー イラ スト の メイ キン グ で す 。 こ こま で の 技術 の 集大成 を ダイ 
ジェ スト で 解説 し て いき ます 。 


ペー ジ の 構成 


作業 工程 アイ コン 
作業 工程 を 文章 と 図 で わか りや すく 解説 し て いま す 。 な お 、 イラ スト の テー マ で ある 属性 を 示す アイ コン で す 。 
文章 の 英字 と 図 の 英字 が 対応 し て いま す 。 


地 属性 風 属性 火 属性 水 属性 
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Column 
少し 高度 な 技法 や 考え 方 を コラ ム で 紹介 し て いま す 。 


本 書 は RGB (アー ル ジ ー ビ ー) カラ ー モ デル を 基準 に 
し て いま す 。 下地 な どの ベー ス と な る 色 は RGB の 数 
値 を 表示 し て いま す 。 こ の 色 を 基準 と し て 、 色 を 塗り 


特典 デー タ の ダウ ン ロ ー ド 


http://hobbyjapan.co.jp/manga_gihou/item/940/ 
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は じ め に 


My ファ ンタ ジー 画廊 
本 書 の 使い 方 


LE 


ペイ ント ソフ ト の 基本 


加 CLIP STUDIO PAINT PRO の 機能 


1 よく 使用 する 機能 の 紹介 
1-1 画面 の 構成 
2 ツー ル の 選び 方 
3 よく 使用 する ツー ル 
4 カラ ー サ ー ク ル パ レ ッ ト で 色 を 選択 する 
-5 レイ ヤー の 合成 モー ド で 雰囲気 を 変え る 
6 レイ ヤー マス ク で 不要 な 部 分 を 隠す 
7 は み 出 さ ず に 塗る 機能 
-8 パー ス 定 規 


阿 カス タム ブラ : 


1 how 股 定 
1-1 カス タム ブラ シ の 作成 方 法 
1-2 ブラ シ の 形状 を 設定 する 
1-3 本 書 で 使用 する カス タム ブラ シ 


2。 


風景 イラ スト の 基本 


回 画面 構成 の 基本 


1 物 の 距離 
1-1 奥行 き を 3 つの 距離 で 考え る 
1-2 近景 
1-3 中 景 
1-4 遠景 


四 光 ・ ラ イ テ ィ ング 

1 光 
1-1 光 と 色 の 関係 と 重要 な 3 種類 の 光 
1-2 大 きく 当たる 光 
1-3 反射 光 
1-4 ハイ ライ ト 

ライ ディ ジグ 
2-1 光 の 色 に よっ て 変わ る イメ ー シ 


の 
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回 遠近 法 
1 アイ レベ ル 
1-1 設定 必須 の アイ レベ ル 
1-2 1 点 透 視 図法 
1-3 2 点 透 視 図法 
1-4 3 点 透視 図法 
1-5 空気 遠近 法 
1-6 色彩 遠近 法 


回 風景 イラ スト 定番 アイ テム の 描き 方 


1 本 


に ニコ 


1-1 雲 用 の ブラ シ で 色 を 何 度 も 重ね て 描く 


2 木 

2-1 広葉 樹 を 描く 

2-2 針葉樹 を 描く 

2-3 森 を 描く 
3 岩 

3-1 ゴツ ゴツ し た 形 を 意識 し て 描く 
4 水面 

4-1 水 の 揺らぎ と 光 の 表現 で 描く 
号 十 * 范 

5-1 土 の 地 面 を 描く 

5-2 芝 を 描く 


6 金属 
6-1 強い 光 の 反射 を 意識 し て 描く 


回 写真 を 元 に 風景 イラ スト を 描く 


1 近 ・ 中 ・ 遠 景色 の ベー ス を 作成 する 
1-1 元 に な る 写真 
1-2 距離 こと に レイ ヤー を 分 け て 塗る 
1-3 空 に グラ デー ショ ン を か ける 


2 光 を 当て て 立体 感 を 出す 
2-1 近 景 に 光 を 当て る 
2-2 中 景 に 光 を 当て る 
2-3 遠景 に 光 を 当て る 
2-4 明る さ を 追 加 す る 
2-5 遠景 を か すま せる 
2-6 反射 光 を 入れ つつ テク スチ ャ 感 を 抑え る 
2-7 ハイ ライ ト を 入れ る 


3 描き 込む 
3-1 影 を 入れ る 
3-2 空気 感 を 出す 
3-3 中 景 を 描き 込む 
3-4 雲 を 描く 

4 仕上 げ 
1-1 遠近 感 を 強調 する 


1 


回 風景 イラ スト を ファ ンタ ジー 風 に する 


空 を ドラ マチ ッ ク に する 
1-1 空 の 色 を 変更 する 

1-2 層 を 重ね て 雲 を 描く 

1-3 細か い 雲 を 描く 

1-4 雲 に 複雑 性 を 出す 


色 を 鮮やか に する 
2-1 全体 的 に 暗く する 
2-2 極端 に 明る い 部 分 を 追加 する 


特徴 的 な 地形 ・ 人 工 物 を 追加 する 
3-1 キャ ン パ ス サ イズ を 広げ る 

3-2 近 景 に 物 を 追加 し て 遠近 感 を 強調 する 
3-3 地形 ( 岩 )・ 人 工 物 の シル エッ ト を 追加 する 
3-4 近 景 の 地形 ( 岩 )・ 人 工 物 を 描き 込む 

3-5 中 景 ・ 遠 景 の 地形 ( 岩 )・ 人 工 物 を 描き 込む 
文様 を 入れ る 

4-1 文様 を 描く 

4-2 文様 を 発光 させ る 

発光 エフ ェクト を 追加 する 

5-1 全体 を まとめ る 


5-2 物 の 周囲 を 発光 させ る 
5-3 光 の 柱 の エフ ェクト を 追加 する 


章 
ンタ ジー 
スト に お ける 属性 


性 に よっ て 広がる イラ スト 表現 


属性 の 持つ イメ ー ジ 

1-1 ファ ンタ ジー に お ける 属性 の 役割 
1-2 モチ ー フ で 表現 する 属性 

1-3 色 が 持つ 属性 の イメ ー ジ 

1-4 言葉 の 活用 


地 属 性 

る 1 モチ ー ツ 

2-2 色 

2-3 言葉 か ら 連 想 す る 


風 属性 

3-1 モチ ー フ 

3-2 色 

3-3 言葉 か ら 連 想 する 
火 属性 

二 HE 于 一 又 

4-2 色 

4-3 言葉 か ら 連 起す る 


5 水 属性 
5-1 モチ ー フ 
5-2 色 
5-3 言葉 か ら 連 想 する 


6-1 各 イ ラス ト の テー マ 
6-2 初心 者 が 目指 すべ き レ ベル 


4 。 
技法 別 メ イキ ング 


加 スピ ー ド ペイ ン テ ィ ン グ 
1 イメ ー ジ を 固め る 
1-1 簡単 な ラフ を 描く に 
1-2 下地 を 塗る 
1-3 空 と 水面 の 色 の イメ ー ジ を 固め る 
1-4 空気 遠近 法 を 表現 する 
1-5 色 の 境目 を な じ ま せ る 


2 質感 を 出す 
2-1 手間 を か けず に 質感 を 表現 する 
2-2 全体 の 明る さ を 調整 する 


3 形 を 整え る 
3-1 骨 の 形 を 整え る 
3-2 骨 の 形 を 目立た せる 
3-3 ハレ ーション を 追加 する 
3-4 骨 以 外 の 光 の 当たっ て いる 部 分 を 描く 
3-5 明る くし て 輪郭 を 整え る 
3-6 暗く し て 輪郭 を 整え る 
3-7 明暗 の コン トラ スト を 調整 する 
3-8 フチ に ハイ ライ ト を 入れ て 細部 を 整え る 


4 描き 込む 
4-1 陰影 を 描く 
4-2 。 空 の 浮遊 石 を 描く 
4-3 雲 を 描く 
4-4 空 に 深み を 与え る 


5 仕上 げ る 
5-1 テン ト に 継ぎ 目 を 入れ る 
5-2 植物 を 描く 
5-3 差し 色 を 入れ る 
5-4 水面 を 描く 
5-5 全体 の 色調 を まとめ る 
5-6 トー ンカ ー ブ で 調整 する 
5-7 空 の エフ ェクト を 描く 


四 シル エッ トペ イン ティ ング 
1 ベース と な る シル エッ ト を 作成 


1-1 物 の 配置 を 決め る 
1-2 シル エッ ト を 作成 する 


“es 
6 本 書 メ イキ ング の イラ スト に つい て 


87 


15 


2 立体 感 を 出す 105 | 固 パー スペ イン ティ ング 136 


2-1 大 ま か な 輪 郭 と 遠近 感 を 作成 する 105 1 パー ス を 作成 し て ラフ を 描く 136 
2-2 地上 を 描く 105 2 
2-3 端 を 明る くし て 立体 感 を 出す 106 Ua UR 96 
2-4 光源 を 意識 し て 光 を 当て る 107 る ee So eo に 
3 細か い 要 素 を 描く 108 1-4 中 景 の バー ス を 作成 する 本 137 
3-1 浮島 に 湖 を 描く 108 1-5 中 景 の ラフ を 描く 138 
3-2 ブラ シ で 質感 を 表現 する 108 1-6 中 景 に パー ス を 追加 し て 橋 を 描く 139 
3-3 雲 を 描く 109 1-7 遠景 の パー ス を 作成 し て 建物 を 描く 139 
3-4 金属 の 質感 を 強調 する 109 2 線画 を 作成 する 140 
4 描き 込む 110 2-1 ラフ の 線 を 整え る 140 
4-1 視線 を 集め る 場所 を 明る くす る 110 2-2 自然 物 を 細部 まで 描く 140 
4-2 地上 を 描き 込む 111 2-3 距離 ご と に レイ ヤー を 分 ける 141 
Se 9 | 3 の ペー ス を 作成 する ta 
E 3-1 陰 色 を 決め る 142 
4-5 建物 に 文様 を 描く 113 の 6 
6 且 の 同 り を た だ よう 枝 を 指 く | 3-2 名 パ ー ツ の 固有 色 と な る 色 を 塗る 142 
5 住宅 ば 115 4 立体 感 を 出す 143 
5-1 ドラ ゴン を 描く 115 2 人 W 
5-2 島 、 人 間 の シル エッ ト を 加え る 115 し re td 1 人 
回 テク スチ ャ ベイ ン テ ィ ン グ 19 0 20 AH 145 
1 詳細 な ラフ を 描く 118 4-6 画面 端 や 中 遠景 の コン トラ スト を 調整 する 146 
1-1 アイ レベ ル を 決め る 118 4-7 空気 感 を 出し つつ な じ ま せ る 147 
1-2 微妙 に 異な る パー ス を 組み 合わ せ て 描く 119 5 描き 込む 「 
2 色 の ベー ス を 作成 する 120 5-1 質感 を 追加 し て 目立た せる 148 
2-1 細か く 塗り 分 ける 120 5-2 加 在 描 < 149 
2-2 線 を な じ ま せる 121 5-3 滝 を 描く 149 
2-3 文様 を 入れ る KS 121 5-4 水面 を 描く 151 
5 5-5 クリ スタ ル を 描く 152 
3 立体 感 を 出す 2 5-6 空 を 描く 153 
3-1 人 122 5-7 ハイ ライ ト を 描き 加え る 153 
3-2 溶岩 に 光 を 加え る 123 
3-3 質感 を 出す 123 6 仕上 げ 154 
6-1 旗 を 描く 154 
4-1 明る い 部 分 に テク スチ ャ を 貼る 124 
4-2 暗い 部 分 に テク スチ ャ を 貼る 124 回 技法 の 集大成 156 
5 描き 込む 128 1 イメ ー ジ スケ ッ チ ー 距 離 ご と の 下塗り 156 
5-1 光源 を 意識 し て 明る くす る 128 1-1 イメ ー ジ スケ ッ チ を 元 に 線画 を 描く 156 
5-2 鳥居 を 描き 込む 128 1-2 距離 ご と に 下塗り を する 156 
5-3 ピン ポイ ント で 明る くす る 129 an ニー 
0 る lg 2 立体 感 を 出す 一 反射 光 ・ ハ イラ イト 157 
5-5 暗い (温度 が 低い ) 部 分 を 描く 130 2-1 立体 感 を 出す 157 
5-6 明る い (温度 が 高い ) 部 分 を 描く 130 2-2 大 きく 当たる 光 を 入れ る 157 
5-7 溶岩 の 質感 を 強調 する 131 2-3 反射 光 ・ ハ イラ イト を 入れ る 157 
5-8 すべ て の 溶岩 を 描き 込む 131 、 
158 
5-9 溶岩 の 照り 返し を 描く 132 3 ed 158 
5-10 細部 を 描き 込む 132 0 ーー me 
5-11 溶岩 を より 強く 発光 させ る 133 5 3 
5.12 加 近 感 を 調整 する 133 3-3 空気 感 を 加え て 仕上 げ る 158 
了 人 作 上 条 134 
6-1 火の粉 を 描く 134 


6-2 フィ ルター を か け て 完成 134 あと が き 159 


る @@@@ 1. 
ペイ ント ソフ トゥ 基本 
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1 章 ペイ ント ソフ ト の 基本 


CLIP STUDIO PAINT PRO の 機能 


アナ ログ で イラ スト を 描く に は 鉛筆 や 筆 、 絵 の 具 な どの 画材 が 必要 と な り ま す が 、 パ ソコ ン で イラ スト を 描く 際 
の 画材 と な る の が ペイ ント ソフ ト で す 。 数 ある ペイ ント ソノ フト の うち 、 本 書 で は 「CLIP STUDIO PAINT PRO] を 使 
用 し ます 。 CLIP STUDIO PAINT PRO は 、 こ れ 一 本 で イラ スト 、 マ ン ガ 、 ア ニメーション の 制作 が で きる 高 機能 の 
ペイ ント ソフト で す 。 ま ず は 、 風 景 イ ラス ト を 制作 する 際 に よく 使用 する 機能 を 簡単 に 紹介 じ て い きま す 。 


よく 使用 する 機能 の 紹介 
(| 画面 o 袜 成 ) 


下図 は 、CLIP STUDIO PAINT PRO の 画面 で す 。 ツ ー ル や 機能 を 選択 し て 、 キ ャ ン バ ス 上 に イラ スト を 描い て いき ます 。 


ーー あら か じ め 用 意 さ れ て いる 機能 を 選択 で きま す 。 
@ ツ ー ル パレ ッ ト wnsesersevenevesemes ツー ル を 選択 で きま す 。 

@ サ ブツ ー ル パレ ッ ト ………… 細か い 用 途 に 応じ た ツー ル を 選択 で きま す 。 

@ ツ ー ル プロ パテ ィ バ パレ ッ ト …… ツ ー ル の 設定 が で きま す 。 

⑥ ブ ラ シ サ イズ パレ ッ ト ………… ブラ シ サ イズ を 直感 的 に 選択 で きま す 。 無料 体験 版 の ダウ ン ロ ー ド 


⑬ カ ラー サーク ル パ レ ッ ト ……… 色 を 設定 で きま す 。 CLIP STUDIO PAINT PRO は 有料 の ソフ ト で す 
@ キ ャ ン バ ス ee ここ に イラ スト を 描き ます 。 が 、 公 式 サ イト か ら 30 日 間 の 無料 体験 版 を ダウ ン 
© レイ ヤー パレ ッ ト レイ ヤー を 管理 で きま す 。 ロー ド で きま す 


1 CLIP STUDIO PAINT PRO の 機能 


|] の ツー ル の 選び 方 ) 


時 

CLIP STUDIO PAINT PRO に は 、 用 途 に 応じ た さま ざま な ツー ル が 用 意 さ れ て いま す 。 3 | 
ツー ル は 、 ツー ル に 関す る パレ ッ ト か ら 選 択 す る こと で 使用 で きま す 。 パレ ッ ト に は 、「 ツ ー 
ル パ レ ッ ト 」「 サ ブツ ー ル パレ ッ ト 」「 ツ ー ル ブ プロパティ パレ ッ ト 」「 サ ブツ ー ル 詳細 パレ ッ ト 」 . 
「 ブ ラ シ サ イズ パレ ッ ト 」 が あり ます 。 上 
ツー ル 選 択 の 基本 的 な 手順 は 下記 の と お り で す 。 シ 
ト 

回 「 ツ ー ル パレ ッ ト 」 で ツー ル を 選択 する 。 の 
基 

本 


回 「 サ ブツ ー ル パレ ッ ト 」 で 細か い 用 途 に 応じ た ツー ル を 選択 する 。 な お 、「 ツ ー ル パレ ッ ト 」 で 選択 し た ツー ル に よっ て は 、 グ ルー プ で カ 
テ ゴ リ 分 けさ れ て いる も の も ある 。 


回 je ッ ー ル フロ ティ G ベ ン ] ーー 


「 ツ ー ル プロ パテ ィ パ レッ ト 」 や 「 サ ブツ ー ル 
詳細 パレ ッ ト 」 で ツー ル の 設定 を 調整 する 。 な 
お 、 ブ ラ シ サ イズ を 設定 する 場合 は 、「 ブ ラ シ 
サイ ズ パ レッ ト 」 で 直感 的 に サイ ズ を 選択 し て 
も よい 。 


0⑰|11i5|2 | 
| eo e 


プラ シ サ イズ 
不明 度 の 


ーー マ 
ムチ エイ 1) @@ @ 開 華 ・ 
手 ブル 補正 * DB 


ee 
XXXTY 


し 上 JA kI 


( 1-3 よく 使用 する ツー ル 
ここ で は 、 風 景 イ ラス ト を 描く 際 に よく 使用 する ツー ル を 紹介 し ます 。 


スポ イト ツー ル 的 )| eaty ル 


キャ ン バ ス 上 を クリ ッ ク し て 、 色 を 取得 する ツー ル で す 。 周囲 の 色 色 を 混ぜ た り 、 ぼ か し た りす る た め の ツ ー ル で す 。 
か ら 逸 脱し な いよ うに 塗る 際 に 使用 し ます 。 な お 、 キ ャ ン バ ス 上 の 色 が は つっ きり し すぎ て いる 部 分 な ど を 周囲 な じ ま せ る 際 に 使用 し 


色 を その まま 取得 する こと も 、 選 択 ます 。 
用 0 サブ ウー ル [ ス ポイ ト ] 
し て いる レイ ヤー の 色 の み を 取得 す ア 人 
る こと も で きま す 。 
Ri 到 | ks ツー ルプ ロバ ティ [ 指 画 色 か ら 財 
レイ ヤー 色香 | グラ デー ショ ン ツ ー ル 


自然 な 色合い の グラ デー ショ ン を 作 
成す る た め の ツ ー ル で す 。 こ の ツー 


人 NA 人 | 第 | 此 |zzz5yy- ル で ドラ ッ グ する と 、 位 置 や 長 さ 、 」 
いわ ゆる ブラ シ で す 。 基本 的 に は これ ら の ツー ル を メイ ン に 使用 し 設定 に 合わ せ て グラ デー ショ ン が 作 大 
て 、 線 を 描い た り 、 色 を 塗っ て いき ます 。 成 で きま す 。 | aa 


Ti 及 。 im< 
合成 モー ド 


ー 直線 や 曲線 、 長 方 形 や 醒 円 な どの さま ざま な 図形 を 描く た め の ツー 


ル で す 。 


ーー ーー デー な お 、 [定規 作成 ] グル ー プ に は 「 パ ー ス 定規 (P.22 「1-8」 参照)」 


が 用 意 さ れ て いま す 。 
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1 章 ペイ ント ソフ ト の 基本 


1-4 カラ ー サ ー ク ル バ パレット で 色 を 選択 する 
カラ ー サ ー ク ル を クリ ッ ク ま た は ドラ ッ グ する こと で 、 直感 的 に 色 を 選択 で きま す 。 
左下 の カラ ー ア イコ ン に は 、 現在 選 択 さ れ て いる 描画 色 と 、 す ぐに 使用 可能 な 描画 色 を 
表示 し て いま す 。「 メ イン カラ ー」 「 サ ブ カ ラ ー」「 透 明 色 」 の 各 表 示 部 分 を クリ ッ ク す 
る と 描画 色 を 切り 替え られ ます 。 
グラ デー ショ ン ツ ー ル 使用 時 は 、 メ イン カラ ー が 描画 色 、 サ ブ カ ラ ー が 背景 色 と し て 扱 
われ ます 。 
透明 色 を 選択 する こと で 、 ブ ラ シ を 消し ゴム と し て 使用 する こと も で きま す 。 


( 1-5 レイ ヤー の 合成 モー ド で 雰囲気 を 変え る 

合成 モー ド が 設定 され た レイ ヤー と 、 そ の 下 に ある レイ ヤー と の 色 の 重なり 方 を 設定 する 機能 で す 。 設 
定 し た 合成 モー ド の 種類 に 応じ た 方 法 で 色 が か け 合 わ さ れ ます 。 

合成 モー ド を 設定 する だ け で 、 イ ラス ト の 雰囲気 を ガラ っ と 変え る こと が で きま す 。 自然 な 色合い で 陰 
影 を つけ た り 、 特 定 の 部 分 を 発光 させ た り 、 最 終 的 な 色 の 調整 を 行う 際 な ど に も 効果 的 で す 。 

さま ざま な 場面 で 活躍 する デジ タル イラ スト を 描く 上 で 欠か すこ と の で き な い 機能 に な り ま す 。 


どの 部 分 に どの 合成 モー ド を 使用 する か は ケー スバ イケ ー ス な の で 、 さ ま ざ ま な パタ ー ン を 試し て み ま |e 
し ょ う 。 比較 
ス が リーン 
覆い 焼き カラ ー 
合成 モー ド の 変更 は 、 レ イヤ ー バ パレ ッ ト で 行い ます 。 さまざま な 種類 の 合成 モー ド が あり ます が 、 こ こ 。 | 語 yaseey 
で は と くに 使用 頻度 の 高い も の を 紹介 し ます 。 es 


オー バー レイ 


乗算 加算 加算 (発光 ) 

自然 な 色合い で 暗く な る 明る く 光 り 輝 く よ う に 色 を か け 合 わせ ま 
よう に 色 を か け 合 わせ ま す 。 お も に ハイ ライ ト を 入れ た り 、 発 光 
す 。 お も に 陰影 を つけ た させ た い 部 分 に 使用 し ます 。 な お 、「 加 
い 部 分 に 使用 し ます 。 線 算 (発光 )] は 半 透 明 の 部 分 に 対し て 「 加 


を 塗り と な じ ま せる 際 に 算 ]」 より も 強い 効果 が 出 ます 。 
も 効果 的 で す 。 ac 
スク リー ン オー バー レイ 


自然 な 色合い で 明る く な る よう に 色 を か け 合 わせ ます 。「 加 算 」 ほ 下 の レ イヤ ー の 明る い 部 分 は 「 ス クリ ー ン 」、 暗 い 部 分 は 「 乗 算 」 
ど 極 端 に 明る く は な り ま せん 。 色 と 色 の 境目 を な じ ま せ た り 、 遠 く で 色 を か け 合 わせ ます 。 最終 的 な 色調 整 な ど で 使用 し ます 。 

の も の が 薄く か すん で 見 える 様子 を 表現 し た い 場 合 な ど に 使用 し ま 

す 。 


色 と 色 の 境目 を な じ ま せる | 


1 CLIP STUDIO PAINT PRO の 機能 


] - 0 レイ ヤー マス ク で 不要 な 部 分 を 隠す 


レイ ヤー に 描か れ て いる イラ スト の 一 部 を 非 表 示 に し て 隠す 機能 で す 。 イ ラス ト 自 体 
を 消す わけ で は な く 、 マ スク し て いる (隠す ) だ け な の で 、 す ぐに 元 に 戻す こと が で 
きま す 。 


ーー、ーーー ーー 
E72 
通常 マ | a 100 < 


本 00 x 通常 
医 划 TY-) 


加 レイ ヤー マス ク の 作成 は 、 レ イヤ ー パ レッ ト で レイ ヤー マス ク を 作成 し た い レ イ 
ヤー を 選択 し 、「 レ イヤ ー マ ス ク を 作成 [回] を クリ ッ ク す る こと で 行う 。 


回 作成 され た レイ ヤー マス ク の 
サム ネイ ル を 選択 し た 状態 、 同 寺 マ ra 
で 、 消 し ゴム や 透明 色 の ブラ A 
シ で 消す と 、 そ の 部 分 を 隠す 
こと が で きる 。 マ スク し た 範 
囲 を 描画 する か 、 レ イヤ ー マ 


除 す れ ば 、 元 に ンー J ws 二 ダー 
の 人 ムネ イル を 選択 する 消し た 部 分 が 隠れ て 見 えな く な る 
戻す こと が で きる 。 本 


] 7 は み 出 さ ず に 塗る 機能 


下 の レ イヤ ー で クリ ッ ピ ング 
「 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング 」 が 設定 され た レイ ヤー の 線 や 塗り 


通常 マ | aan| 100 2 
と いっ た 描画 内 容 は 、 下 の レイ ヤー に 描画 され て いる 範囲 で の み 表 し <[ き | 9 由季 に に) 区 
示さ れ ま す 。 下 の レイ ヤー の 範囲 以外 の 部 分 は 非 表 示 と な る た め 、 | 图 | 
は み 出 さ ず に 塗る 際 に 便利 な 機能 で す 。 出 


[AIE7FC2IE 


レイ ヤー パレ ッ ト で 「 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング | s|」 を ク 


国 計 Lt- eg Si 
リッ ク す る 。 i 


通常 マッ | Ca 


回 下 の レ イヤ ー の 描画 範囲 の み が 表 示さ れ 、 は み 出 し て いた 部 分 
が 非 表 示 に な る 。 


100% 通常 
ルイ ヤー1 


は み 出 し て いた 部 分 が 非 表 示 に な る 


透明 ビク セル を ロッ ク 

「 透 明 ピ クセ ル を ロッ ク 」 が 設定 され た レイ ヤー は 、 も うそ れ 以 上 
透明 部 分 に 描画 で き な く な り ま す 。 レ イヤ ー を 分 け な い で 塗り 重ね 
る 際 に 便利 な 機能 で す 。 


回 レイ ヤー パレ ッ ト で 「 透 明 ピ クセ ル を ロッ ク ||」 を クリ ッ ク 
する 。 


回 透明 部 分 に 描画 で き な く な る た め 、 は み 出 さ ず に 描け る 。 


ーー 


電 


着 隊 ナベ ナス 


22 


1 章 ペイ ント ソフ ト の 基本 


] 8 バー ス 走 規 


パー ス (透視 図法 ) と は 遠近 感 を 表現 する た め の 技法 の 一 つ で す 。 風景 イラ スト と 聞く と 、 真 っ 
先 に パー ス と いう 言葉 を 思い 浮か べ る 人 も 多い の で は な いで し ょ うか 。 こ の パー ス (透視 図法 ) 
に 関し て は 、P.33 の 2 章 3 節 「 速 近 法 ] で 解説 し て いま す の で 、 そ ちら も 併せ て 参照 くだ さい 。 
CLIP STUDIO PAINT PRO で は 、「 パ ー ス 定規 」 を 使用 する こと で 、 パ ー ス に 沿っ た 直線 を フ 
リー ハン ド で 描け ます 。 
パー スズ 定規 の 作成 は 、[ レ イヤ ー] メニ ュー [定規 ・ コ マ 枠 ] 一 [パー スズ 定規 の 作成 ] を 選 
択 する 方 法 と 、 図 形 ツ ー ル の [定規 作成 ] グル ー プ に ある 「 パ ー ス 定規 」 を 使用 する 方 法 が あ 
り ま す 。 
ここ で は 、 図 形 ツー ル の 「 パ ー ス 定規 ] を 使用 し て 、2 点 透 視 図 を 作成 する 方 法 を 紹介 し て い 
きま す 。 


パー ズ 定 規 で 2 点 透 視 図 を 作成 する 


「 パ ー ス 定規 」 を 使用 し て 、 交 差す る 2 本 の 
線 を 描く 。 

キャ ン バ パス で ドラ ッ グ する と 、 そ の ライ ン に 
合わ せ た 線 が 表示 され る 。 ド ラッ グ を 離す と 
線 の 角度 が 確定 する の で 、 ち ょ うど いい 角度 
に 調整 し て 離す 。 

2 本 目 の 線 も 同じ よう に 作成 し 、1 本 目 の 線 
と 交差 させ る 。 


1 本 目 の 線 と 2 本 目 の 線 が 交差 し た 部 分 が 消 
失点 と な る 1 点 透視 図 (P.34) の ガイ ド が 
作成 され る 。 さら に 、 引 いた 線 以 外 に も 垂直 
と 水平 の ガイ ド が 表示 され る 。 こ の 水平 の ガ 
イド が アイ レベ ル (P.33) と な る 。 


さら に 同様 手順 で も う 1 つの 消失 点 を 作成 
する 。 な お 、 加 で 作成 され た アイ レベ ル ( 水 
平 の ガイ ド ) と ここ で 作成 し た 1 本 目 の 線 
の 交点 に 2 本 目 の 線 は スナ ッ プ する よう に 
な っ て いる の で 、 位 置 が ずれ る よう な こと は 
な い 。 


2 つの 消失 点 を 持っ た 2 点 透視 図 の ガイ ド が 
完成 。 こ れ で 、 パ ー ス に 沿っ た 線 が フリ ー ハ 
ンド で 描け る よう に な る 。 な お 、 パ ー ス に 沿っ 
た 線 以外 を 描き た い 場 合 は 、 パ ー ス 定規 を 作 
成 し た レイ ヤー 横 の 定規 アイ コン を 「〔Shift 
十 左 クリ ッ ク 」 し 、 パ ー フ 定規 を 無効 に し て 
お く と よい 。 


(Shit) + 左 ク リッ ク で 、 パ ー ス 定規 を 無効 に で きる 


【 る 
F | 
| 
て ゅ 
反 


2 カス タム ブラ シ 


カス タム ブフ ブラシ 


CLIP STUDIO PAINT PRO で は 、 デ フォ ルト で 用 意 さ れ て いる ブラ シ 以 外 に 、 オ リ ジ ナ ル の カス タム ブラ シ を 作成 
で きま す 。 設定 項目 も 豊富 で 幅広 い ブ ラ シ の 設定 が 可能 で す 。 さ ら に 、 画 像 素材 や テク スチ ャ 素材 を 読み 込む 
こと で 、 変わ っ た 形状 の ブラ シ も 作成 で きま す 。 ここ で は 、 基 本 的 な カス タム ブラ シ の 作成 手順 を 解説 し ます 。 「1-3] 
で は 、 本 書 で 使用 に て いる カス タム ブラ シ を 紹介 し じ て い きま す 。 


状 瞳 ナベ ブユ i 


カス タム ブラ シ の 設定 


( 1-1 カス タム ブラ シ の 作成 方 法 

カス タム ブラ シ の 作成 は 、 デ フォ ルト で 用 意 さ れ て いる ブラ シ を 複製 し 、 そ の 
設定 を 変更 し て いく こと が 基本 の 手順 で す 。 

まず は 、 作 成 し た い ブ ラ シ の イメ ー ジ に 近い ブラ シ を 探し まし ょ う 。 そ れ が 見 
つか っ た ら ブ ラ シ を 複製 し 、 ツ ー ル プロ パテ ィ パ レッ ト や サブ ツー ル 詳 細 パ 
レッ ト で 設定 を 変更 し て いき ます 。 


サブ ウー ル [ベン] | 
サブ ツール グ ルー プ の 設定 (G)… 
サブ ッ サール の 複製 (C).… 
サブ ッ ー ル の 設定 (E).…. 
サブ ヴー ル の 削除 (D) 
カス タム サブ ツー ル の 作成 (N).… 
py(U) 
初 甚 設定 に 戻す (R) 
初期 設定 に 登録 (1) 
修 材 キ ー 設 定 (K).… 


カス タム ブラ シ の 作成 は 最初 は 難し いか も し れ ま せん が 、 自 由 な 発想 で さま ざ i 
まな 設定 を 試し 、 理 想 の ブラ シ を 目指 し まし ょ う 。 サブ ツー ル を 素材 と し て 寺 録 (A).… 


表示 方 法 (V) 2 
マ サブ ウール グル ー プ 名 の 表示 (O) 


回 作成 し た い ブ ラ シ の イメ ー ジ に 近い ツー ル を 選択 し 、 コン テキ スト メ 
ニュ ーー [サブ ツー ル の 複製 ] を 選択 する 。 


回 「 サ ブツ ー ル の 複製 ] ダイ アロ グ が 表示 され た ら 、 任意 
の 名 前 を 入力 し て [OK] を 選択 する 。 こ こ で は 、 名 前 
を 「 カ スタ ム ブ ラ シ 」 と し た 。 


日 サブ ツー ル の 擬 製 
名 前 (0 | カム フラ シ 
出力 身 理 直接 拓 本 
入 力 她 理 ペン 
PDD 有 @ ん ェ 


アイ コン の 背景 色 (C) 


カス タム ブラ シ | 


サブ ツー ル パ レ ッ ト に 回 で 作成 し た 「 カ スタ ム ブ ラ シ 」 が 追加 され る 。 
「 カ スタ ム ブ ラ シ 」 を 選択 し 、 ツ ー ル プロ パテ ィ パ レッ ト や サブ ツー ル 詳 細 パ レッ ト で 設定 を 


ブラ シン の 先端 に 関す る 設定 を 行い ます 


調整 する 。 こ れ で 、 オ リ ジ ナ ル の ブラ シ を 作成 で きる 。 i 
調整 が 終わ っ た ら サ ブツ ー ル パレ ッ ト で 「 カ スタ ム ブ ラ シ 」 を 選択 し 、 右 クリ ッ ク ー [初期 設 le 
定 に 登録 ] を 選択 する 。 こ うす る こと で 、 イ ラス ト を 描き 進め て いる うち に 設定 を 変更 し て も 、 es 
いつ で も 元 に 戻す こと が で きる 。 か 9 琶 1 = 
な お 、 サブ ツー ル 詳 細 パ レッ ト の 表示 は 、 ツー ルプ ロ パ ティ パレ ッ ト の [| 滞 | を クリ ッ ク す る か 、 中 。 amm FE + 
[ウィ ンド ウ ] メニ ュー [サブ ツー ル 詳 細 ] を 選択 する こと で 行う 。 pa | 2 设 es 

上 丙 忆 到 和 

時 萌 人 に つ O て 

| 8 に れ た フ ラ 
BE 定 に 登録 


这 全 抽 定 を MY 定 に 戻す 全 設 定 


1 章 ペ イン ト ソ フト の 基本 


( 1-2 ブラシ の 形状 を 設定 する ) 
すでに 用 意 さ れ て いる 設定 を 変更 する 以外 に も 、 画像 素材 を 登録 する こと で 独特 の 形状 や 質感 を 持つ ブラ シ を 作成 で きま す 。 ブ ラ シ の 形状 と 
し て 設定 する 画像 は 、 新 規 キ ャ ン バ ス に 直接 描く 、 撮 影 し た 写真 を 加工 する 、 ア ナ ロ グ で 紙 に 描い て スキ ャ ン す る な ど 、 画 像 で あれ ば 何で も 
設定 で きま す 。 

筆 の か すれ や 絵の具 を 飛 洲 の よう に 飛ば し た アナ ログ 感 、 岩 や 土 な AI 
どの 質感 も ブラ シ の 形状 を 設定 する こと で 簡単 に 表現 で きま す 。 ま 
た 、 葉 や 雲 も 専用 の ブラ シ を 作成 し て お け ば 簡単 に 描け ます 。 

ここ で は シン プル に 、 四 角 い 形状 の ブラ シ の 作成 手順 を 解説 し ます 。 
どの よう な 画像 を 設定 する 場合 で も 、 基 本 的 に は 同様 の 手順 で す 。 


国 アニメ ーション (A) レイ ヤー(L) 居 
取り 消し (U) Ctd+Z 


析 の 色 を 指 画 色 に 変更 (H) 


EC GE 


畠 度 を 透明 度 に 変換 (B) 


回 ブラ シ の 形状 に 設定 し た い 画 像 を 用 意 す る 。 ここ で は シン プル レイ ヤー を テン レー ト 青 材 と し て 登録 () 
に 、 四 角形 を 描い た 。 な お 、 こ の と き 表 現 色 「 グ レー」 の レイ 
ヤー に 描く 必要 が ある 。 素 の ブロ (ティ 司 
Wet 的 FHT OK 
基 大 隊 1 く 5 『 2 ゆー キャ ン セ ル 
回 [編集 ] メニ ュー [画像 を 素材 と し て 登録 ] を 選択 する 。 i 人 
Da OMT 人 
「 素 材 の プロ パテ ィ 」 ダ イア ログ が 表示 され る の で 、 任意 の 素 
材 名 を 入力 し 、 素材 の 保存 先 (ここ で は 、「 画 像 素材 」 一 「 イ 一 


ラス ト 」 一 「 ブ ラ シ 」) を 選択 、[OK] を クリ ッ ク す る 。 な お 、 
「 ブ ラシン 先端 形状 と し て 使用 ] に 必ず チェ ッ ク を 入れ て お く こ 
と 。 


PME 
JE572257EUT 人 了 站 
加 ?>wmeurvremm 


回 サブ ツー ル パ レ ッ ト で 、 形 状 を 変え た い 
ブラ シ を 選択 し 、 サ ブツ ー ル 詳細 パレ ッ 
ト を 表示 する 。「 ブ ラ シ 形 状 」 一 「 ブ ラ 


已 PE TTT に 】 
Q に 3 于 WE < We 


ai = Way ーー 
je MRR FY 
we rn 


の 先端 に 関 る 設定 を 行 (ます 。 = 
シ 先 敵 ] カテ ゴリ の 「 先 敵 形 状 」 で [素人 2 下 計 See || 
材 」 を 選択 する 。「 ブ ラジ 先端 形状 を 追 | upk | ee 
加 し ます 回 」 を クリ ッ ク す る と 、「 ブ ーー | | aa ae 
ラジ 先端 形状 の 選択 」 ダ イア ログ が 表示 mm Cr 
ざれ る の で 、 回 で 保存 し た 素材 を 選択 す 。 | 29 |jms we 用 生 
る 。 こ れ で 、 ブ ラ シ の 形状 が 設定 で きる 。 让 wm ーー aa ao aa 


素材 の タウ ン ロ ー ド 


CLIP STUDIO PAINT PR に イン スト ー ル され る 、「CLIP 

STUDIO で 、 カ スタ / 

ます = ト 式 会 レシ か ら 提供 さ オ \ 
公式 素材 は も ちろ ん 、 gp STUDIO PAINT PRO を 愛用 する ユー ザー が 


提供 し て いる も の が あり ます 。 素 材 の 種類 は カス タム ブラ 
スチ ャ 素材 や 背景 素材 、3D 素材 な ど 実 に さま 


2 カス タム ブラ シ 


( 1-3 本 書 で 使用 する カス タム ブラ シ ) 


①G ペ ン 

CLIP STUDIO PAINT PRO に デフ ォ ル ト で 入っ て いる 「G ペン 」 
で す 。 と くに 設定 を 変更 し て いま せん 。 

形 の は っ つき り と し た シル エッ ト を 描く と き な ど に 使用 し ます 。 塗 り 
に は あま り 使 用 し ませ ん 。 

また 、「 透 明 色 」 を 選択 する こと で 、 消 し ゴム と し て も 使用 し ます 。 


中 | [5 サブ ッ ツール [ベン ] し 


⑫④ メ イン 塗り 

「G ペン 」 の 設定 を 少し 変更 し た ブラ シ で す 。 塗 り は 、 基 本 的 に こ 
の ブラ シ を 使用 し ます 。 

サブ ツー ル 詳 細 パ レッ ト の 「 ブ ラシン 先端 ) カテ ゴリ に ある 「 厚 さ 」 
の 設定 を 下げ 、 ブ ラ シ の 形 を 少し ゆ が ま せる こと で デジ タル っ ぽ さ 
を 抑え て いま す 。 


③ 粗 め 塗 り 

「 メ イン 塗り ]」 より も アナ ログ 感 が 欲し い 描き 込み に 使用 し ます 。 
サブ ツー ル 詳 細 パ レッ ト の 「 ブ ラシン 先端 ] カテ ゴリ に ある 「 先 端 形 
状 」 に 自作 の テク スチ ャ 素材 を 読み 込ん で いま す 。 


先端 形状 坦 円 形 站 项 | 
本 1 
④ 輪 郭 柔 ら か 


デフ ォ ル ト の エア ブラ シ ツ ー ル 「 柔 ら か 」 の 設定 を 変更 し た ブラ シ 
で す 。 ブ ラ シ 濃 度 を 下げ て いま す 。 
ぼや っ と させ た い 部 分 に 使用 し ます 。 


ブラ シッ 濃度 
[| 


ssl 


⑤ テ クス チャ 粗 め 

アナ ログ 感 、 テ クス チャ 感 が 欲し い 塗り に も 使用 し ます が 、 ど ちら 
か と いう と 、「 透 明 色 ] を 選択 し 、 す で に 塗っ て ある 部 分 を な ぞ る 
よう に 消す こと で テク スチ ャ 感 を 出し て いく 、 と いう よう な 用 途 が 
多い で す 。 

これ も 「 先 端 形 状 ] に 自作 の テク スチ ャ 素材 を 読み 込ん で いま す 。 


先端 形状 人 円形 全称 村 | 
eg H 
4 る) 
⑮ テ クス チャ 1 


テク スチ ャ の 描き 込み に 使用 する ブラ シ で す 。「 先 端 形 状 」 に 複数 
の テク スチ ャ 素材 を 読み 込む こと で 複雑 性 を 出し て いま す 。 

どこ に どの ブラ シ を 使用 する の か は 決ま っ て いな い の で 、 画 面 上 で 
試し つつ ケー スバ イケ ー ス で 使い 分 け て いき ます 。 


⑦ 岩 壁 凹 、 岩 壁 呈 

こち ら も テク スチ ャ の 描き 込み に 使用 し ます 。「 先 端 形 状 」 と し て 
設定 し て いる 素材 を 岩 壁 の 写真 か ら 作 成 し た の で 、 こ の よう な ブラ 
シ 名 に な っ て いま す が 、 岩 壁 以 外 に も 使用 し ます 。 


一 
典 


状 叶 ナベ ナス 


25 
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1 章 ペイ ント ソフ ト の 基本 


⑧ ほ か し 

デフ ォ ル ト の 色 混 ぜ ツ ー ル 「 ぼ か し 」 の 設定 を 変更 し た ブラ シ で す 。 
ぼかし の 強弱 で 2 種類 作成 し て いま す 。 

これ も 、 ケ ー ス バイ ケー スズ で 使い 分 け て いき ます 。 


| 0.W ツー ルプ ロバ ティ [ぼかし] | | | 二 | 0@ ッ ー ル フロ バテ ィ [ ほ か し 2] | 
SM 
ブラ ッ サ イズ 内 内 内 中 
em 1509 を る も 。 1500S き 
に しね お 強 さ 曲 過 に ・ fail 
CE  ， 100<[m 20 <m 
プッ し 45 仿 ーー コ 55 る 
RE ) 


⑨ に じみ ほぼ か し 

形状 が 変則 的 な ぼかし で す 。「 先 端 形状 」 に 複数 の テク スチ ャ 素材 
を 読み 込む こと で 複雑 性 を 出し て いま す 。 

に じみ と いう より は ラン ダム に 撤 き 散ら す 感じ で ぼかし ます 。 
空気 中 の も や 、 雲 の か すん で いる 部 分 に 使用 し ます 。 


⑩ 葉 
葉 を 描く 際 に 使用 する ブラ シ で す 。 葉 の 一 枚 一 枚 を 描く と 大 変 で す 
が 、 こ の ブラ シ を 使用 すれ ば 簡単 に 描け ます 。 


⑪ 烏 
鳥 の シル エッ ト の よう な 形状 の ブラ シ で す 。 空気 感 の 演出 に 一 役 買 
いま す 。 


wー ーー 
-An 
デー 
が 


⑱ 雲 柔 
雲 を 描く 際 に 使用 する ブラ シ で す 。 ほ と ん どこ れ 1 本 で 描き ます 。 


~~ 


雲 の 輪 郭 の は っ きり し た 部 分 に 使用 し ます 。 
「 先 端 形状 」 に モザ イク が か っ た よう な テク スチ ャ 素材 を 読み 込ん 
で いま す 。 


⑭ 滝 
名 前 の と お り 、 滝 を 描く 際 に 使用 する ブラ シ で す 。 水 し ぶ き や 土 煙 
的 な 飛 涼 系 の エフ ェクト に 使用 する こと も あり ます 。 


⑮ 地 面 


地面 や 水面 な ど 、 広 い 水 平面 に 使用 する こと が 多い ブラ シ で す 。 


ーー テー 


先端 形状 人 円 形 に た 本 


※ 本 書 特典 と し て 、 こ こ で 紹介 し て いる カス タム ブラ シ を ダウ ン ロ ー ド で 
きま す 。 
ダウ ン ロ ー ド の 方 法 は 、P.12「 本 書 の 使い 方 」 を 参照 くだ さい 。 


風景 イラ スト ゥ 基本 
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2 章 風景 イラ スト の 基本 


画面 構成 の 基本 


この 章 で は 、 風 景 イ ラス ト を 描く た め の 普 遍 的 な 考え 方 や 技術 を 解説 し て いき ます 。 こ の 先 の メイ キン グ は 、 こ 
の 章 の 内 容 を 基本 と し て いき ます の で 、 し っ か り と 覚え て お きま し ょ う 。 つ まず いた ら 、 何 度 で も この 章 に 立ち 返っ 
て みて くだ さい 。 まず は 、 画 面 を 構成 する に あたっ て の 距離 の 考え 方 を 解説 し て いき ます 。 


物 の 距離 


( 1-1 奥行 き を 3 つの 距離 で 考え る ) 


風景 イラ スト は 、 個 々 の 物 の 描き 込み より も 、 全 体 の 調和 が 重要 に 
な っ て きま す 。 そ の た め 、 い き な り 描き 始め る よう な こと は せ ず に 、 
まず は きち ん と 画面 の 構成 を 計画 する 癖 を つけ て お きま し ょ う 。 
画面 構成 の や り 方 は 人 に よっ て さま ざま で す が 、 私 の 場合 、 奥 行き 
を 「 近 景 」「 中 景 」「 遠 景 」 の 3 つの 距離 に 分 け て 考え る よう に し 
て いま す 。 

右 の 風景 イラ スト を 例 に 見 て いく と 、 黄色 の 範囲 が 近 景 、 緑 色 の 範 
囲 が 中 景 、 青 色 の 範囲 が 遠景 と な り ま す 。 

この よう に 分 ける こと で 、 ど の 部 分 に どう いっ た 物 を 配置 する の か 、 
どこ を より 描き 込む 必要 が ある の か 、 逆 に 描き 込ま な い の か を 全体 
の バラ ンス で 考え る こと が で きま す 。 そ の た め 、 特 定 部 分 だ け を 描 
き 込 ん で し まっ た り 、 イ ラス ト 全 体 の バラ ンス を 崩す 物 を 配置 し て 
し まう と いっ た こと を 軽減 で きま す 。 

また 、 イ ラス ト と いう も の は 描き 進め て いく うち 
に 新しい アイ デア を 取り 入れ て 少し ずつ 変わ っ て 
いく も の で す が 、 あ ら か じ め 全体 の 計画 を 立て て 
お く こ と に よっ て 画面 構成 が た 大 きく ブレ る こと な 
く 描 き 切 る こと が で きる よう に な り ま す 。 
全体 の パラ ンス を 考え て 描く こと は 、 初 めのう ち 
は 難し いか も 知れ ませ ん が 、 少 し ずつ で も 構わ な 
い の で 意識 し て 実践 し て みて くだ さい 。 

な お 、 こ の 3 つの 距離 で 分 ける 際 に 、 空 気 遠近 
法 に よる 物 の 見 え 方 が 非常 に 重要 に な っ て きま 
す 。 空 気 速 近 法 に つい て は 、P.36「1-5」 を 参照 
くだ さい 。 

それ で は 、 次 項 か ら そ れ ぞ れ の 距離 の 特徴 と ポイ 
ント を 見 て いき まし ょ う 。 


C1-2 过 ) 
画面 の 手前 、 手 を 伸ばせ ば 触れ られ る くら い の 距 離 で す 。 

最も 近い 部 分 に な る た め 、 葉 っ ぱ の 葉脈 や 壁 の 傷 、 芝 生 の 草 の 形 な 
どの 細か い 質 感 や ディ テー ル ま で も が よく 見 えま す 。 そ の た め 、 細 
部 まで 描き 込み ます 。 

また 、 空 気 遠 近 法 を 意識 し て 、 中 景 、 遠 景 よ り も 濃い 色 を 使用 する 
と よい で し ょ う 。 

色 幅 も 大 きく な り ま す 。 


( 1 罰 


画面 の 中 央 あたり に 位置 する 距離 で す 。 

基本 的 に メイ ン の 部 分 と な る た め 、 イ ラス ト で 重要 な 要素 を この 範 
囲 に 入れ る と 、 画 面 の 収まり が よく な り ま す 。 

また 、 近 景 に は 大 きめ の 構造 物 (建物 や 巨木 な ど ) が 画面 に 入り 切 
ら な いた め 、 全 体 像 を 描き 入れ た い 場 合 は この 範囲 に 配置 する と よ 
いで し ょ う 。 

ポイ ント と し て は 、 近 景 よ り も 遠く な る た め 細 か い 部 分 まで は 描き 
込み ませ ん が 、 大 ま か な 質 感 、 固 有色 、 立 体感 な ど は きち ん と 表現 
し て いき ます 。 

さら に 、 空 気 遠 近 法 を 意識 し て 、 近 景 よ り も 薄い 色 を 使用 する こと 
で 遠近 感 が 出 ます 。 


C1-4 県 
画面 の 奥 、 最 も 遠く の 距離 で す 。 

ここ まで 遠く に な る と 細か い 部 分 は 人 間 の 目 で は 判別 で き な く な る 
の で 、 シル エッ ト だ け で 描い た り 、 大 ま か な 明 暗 だ け で 表現 し ます 。 
山 や 大 き な 森 、 建造 物 郡 な ど 、 物 の 一 つ ひ と つ を 描く と いう より は 、 
ひと 塊 の 大 き な ブ ロッ ク で 捉え て 描き まし よう 。 

ここ で も 空気 遠近 法 を 意識 し て 、 中 景 よ り も 薄い 色 を 使用 し 、 大 気 
に 溶け 込ん だ よう に し ます 。 

また 、 近 景 に 比べ て 色 幅 が 狭く な り ま す 。 


面 構成 の 基本 
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2 章 風景 イラ スト の 基本 


ーー ーー 1 へ 
@ 
光 フイ フ ィング 
光 と 色 に は 密接 な 関係 が あり ます 。 人 間 は 、 物 に 反射 し た 光 の 色 を 、 そ の 物 の 色 と し て 認識 じ て い ます 。 つ まり 、 


色 を 塗る と いう こと は 、 物 に 光 を 当て て いく 作業 と も 考え る こと が で きま す 。 こ こ で は 、 色 を 塗る に あたっ て 、 押 
さえ て お くべ き 光 の 考え 方 や 特徴 を 解説 し て いき ます 。 


十 区 


( 1-1 光 と 色 の 関係 と 重要 な 3 種類 の 光 ) 


光 は 物 に 当たっ た と き に 反射 ・ 吸 収 され 、 反 射 し た 光 の 色 が 、 そ の 
物 の 色 と し て 認識 され ます 。 物 に よっ て 反射 し や すい 色 は 異な っ て 
お り 、 た と えば 、 リ ン ゴ や イチ ゴ な ど は 赤色 の 光 を 反射 し や すく 、 
それ 以外 の 色 を 吸収 し て いる こと か ら 、 赤 く 見 えて いる と いう こと 
に な り ま す 。 な お 、 こ うい つた 赤 系 の 色 を 反射 し や すい 物 に 、 青 色 EE 
が 極端 に 強い 光 を 当て る と 、 光 を 吸収 し て し まう た め 黒 く 見 えま す 。 だ 


この 光 と 色 の 関係 を 理解 する と 、「 色 を 塗る = 光 を 当て る 」 と 考え 
る こと が で きま す 。 

この 考え 方 は 、 ど うい っ た 色 を 塗っ た らい い の か 、 ど こ を 塗っ た ら 
いい の か が 理解 し や すく な り 、 色 を 塗る 際 の 迷い を 少な くし て くれ 
ます 。 

イラ スト を 描く 際 に は 大 きく 下記 の 3 種類 の 光 を 意識 し て お きま 
し ょ う 。 


・ 大 きく 当たる 光 
・ 反 射 光 
・ ハ イラ イト 


ここ で は 例 と し て 、 右 上 か ら の 光源 を 想定 し 、 立 方 体 に この 3 種 
類 の 光 を 当て て いき ます 。 
次 項 か ら そ れ ぞ れ の 光 の 特徴 を 見 て いき まし ょ う 。 


mM 陰 色 の ベー ス mil 光 の 基準 は 太陽 光 


| と いう 考え 方 で 色 を 塗る 場合 、 ま ず 初 め に の 色 は 緑色 と いっ た 人 間 の 色 の 


て いき ます 。 塗り た い 範 囲 を 陰 色 認識 は 会 < す 。 これが 、 常 光 
光 を 当て て いく 感じ で 色 を 塗っ 灯 や 白熱 条 の 下 に な る < 見 える 色 は 変わ っ て きま 


1 2 大 き < 当 た る 光  ) 


自然 光 と も いう べき 物 の 面 に 大 きく 当たる 光 で す 。 こ の と き 塗 っ た 色 が 物 の 固有 
色 (極端 に 明る くも な く 、 暗く も な っ て いな いそ の も の の 色 ) と な り 、 現実 で は 、 
この 色 の 光 を 反射 し て いる と いう こと に な り ま す 。 

光源 か ら の 光 が ど の 部 分 に 当たっ て いる か を 考え て 色 を 塗っ て いき ます 。 こ こ で 
は 、 光源 を 右上 に 設定 し て いる の で 、 上 の 方 が より 強く 光 に 当たり ます 。 な の で 、 
正面 より も 上 面 が 明る く な る よう に し ます 。 

逆 に 、 左 面 は 光 が 当 た ら な い 部 分 な の で 、 色 を 塗ら ず に その まま で す 。 


CO3X 。 ) 


物 に 当たっ た 照り 返し の 光 で す 。 光 源 と は 別に 、 反 射 光 の 当たる 部 分 も 明る く な 
り ま す 。 

反射 光 は 本 来 は どこ に で も 入る も の で す が 、 基 本 的 に 「1-2」 で 入れ た 光 よ り も 
弱い 光 に な る の で 、 陰 や 光 の 届か な い 部 分 を メイ ン に 入れ ます 。 こ こ で は 、 光 の 
当たら な か っ た 左 面 や 前 面 の 下部 に うっ すら と 入れ て いま す 。 

青色 の 光 を 入れ て いま す が 、 周 囲 の 物 や 場面 に 合わ せ た 色 に する と それ っ ぽく な 
り ま す (た と えば 、 近 くに 赤い 色 の 物 が あれ ば 赤 め の 光 を 入れ る な ど )。 た だ し 、 
細か く 描 き 込ん で 目立た せる 部 分 な らい い の で す が 、 画面 全体 で それ を や っ て し 
まう と 色 味 が バラ バラ に な っ て し まう の で 、 全 体 の バ パラ ンス を 見 つつ 、 や りす ぎ 
な いよ うに 注意 し ます 。 


(4 イラ イト 。  ) 


最も 明る く な る 部 分 の 光 で す 。「1-2] の 大 きく 当たる 光 よ り も 明る く な り ま す 。 
と くに 光源 に 近い 部 分 に 入れ ます 。 ま た 、 物 の フチ な どの エッ ジ の 効い て いる 場 
所 に 入れ る こと で 、 目 立た せ た い 部 分 や 輸 郭 を 強調 で きま す 。 

な お 、 全 体 的 に ハイ ライ ト を 入れ て し まう と 画面 が うる さく な る の で 、 反 射 光 と 
同じ よう に バラ ンス を 見 な が ら 厳 選 し て 入れ て いき ます 。 


2 光 ・ ラ イ テ ィ ング 
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2 章 風景 イラ スト の 基本 


ライ ティ ング 


2-1 光 の 色 に よっ て 変わ る イメ ー ジ 


同じ 物 で も 、 当 て る 光 の 色 が 変わ れ ば 、 色 も 変わ っ て 見 えて きま す 。 色 を 塗る と きも 、 ど ん な 色 の 光 が 当 た っ て いる の か を 想定 し て 塗る こと 
で 、 物 に さま ざま な イメ ー ジ を 持た せる こと が で きま す 。 ま た 、 場 所 、 時 間 、 季 節 と いっ た ロケ ーション の 説明 に も 効果 的 で す 。 
ここ で は 、「1-1」 一 「1-4] で の 解説 に 使用 し た 立方 体 に 当たる 光 の 色 を 変え て 、 そ れ ぞ れ ど の よう な イメ ー ジ を 持た せる こと が で きる の か 


を 見 て いき まし ょ う 。 


夕方 

夕方 の 太陽 光 は 赤 ・ オ レン ジ 色 が 
強く な り ま す 。 オ レン ジ 色 の 光 が 
当たっ つて いる こと を 想定 し 、 オ レ 
ンジ 色 に 塗る こと で 、 夕 方 の イ 
メー ジ を 持た せる こと が で きま 
す 。 

また 、 上 面 より 前 面 の 明る さ を 強 
くす る こと で 、 夕 日 特有 の 光源 の 
低 さ を 表現 で きま す 。 


熱い 

赤色 の 光 を 当て る こと で 、 炎 の よ 
うな 熱源 が 近く に ある こと を 表現 
し て いま す 。 

「 赤 = 熱い 」 と いう 図式 は 安直 で 
は あり ます が 、 そ の 安直 さ は イラ 
スト に お いて は と て も 効果 的 な も 
の に な り ま す 。 


神聖 

彩 度 の 低い 光 を 全 方 向 か ら 当て ら 
れ て いる 状態 で す 。 彩 度 の 低い 光 
は 清潔 感 、 ひ いて は 清らか さ を 連 
想 さ せ 、 そ れ に 包ま れ て いる こと 
で 神聖 な イメ ー ジ を 持た せる こと 
が で きま す 。 


夜 

物 の 色 を 青紫 色 で 塗る こと で 、 夜 
間 の イメ ー ジ を 持た せる こと が で 
きま す 。 

また 、 上 面 を 黄色 に 寄せ る こと で 、 
月 明か り を 表現 で きま す 。 


寒い 

青色 の 光 を 当て る こと で 、 寒 さ を 
表現 し て いま す 。 そ も そ も 光 と は 
大 な り 小 な り 熱 を 持つ も の な の 
で 、 寒 い 光 と いう の は あり 得 な い 
の で す が 、 あ くま で も 「 青 色 = 寒 
い 」 と いっ た イメ ー ジ を 持た せる 
の が 狙い で す 。 ま た 、 水 色 の 反射 
光 を 強め に 入れ る と 、 氷 に よる 反 
射 を 連想 させ る こと も で きま す 。 


ホラ ー 

紫色 は ダー ク な イメ ー ジ を 連想 さ 
せ や すぐ く 、 緑 色 の 逆光 を 入れ る こ 
と で その イメ ー ジ を 強調 し て いま 
す 。 


遠近 法 


風景 イラ スト と 聞い て 、 多 く の 人 が まず 初め に 思い 浮か べ 、 な ん と な く 難 し いと いう 印象 を 持つ て いる の が 遠近 
法 で す 。 確か に 、 遠 近 法 を 突き 詰め て いく と と て も 複雑 な も の に な り ま す 。 し か し 、 イ ラス ト を 描く 際 は そこ まで 
厳密 に 意識 し すぎ る 必要 が な いと いう こと も 覚え て お きま し ょ よう 。 

遠近 法 に は さま ざま な も の が あり ます が 、 こ こ で は と くに 利用 頻度 の 高い も の を 掲載 じ て い きま す 。 


較 アイ レベ ル 
(1-1 設定 必須 の アイ レベ ル ) 


アイ レベ ル と は 、 イ ラス ト を 見 る 人 の 「 目 線 の 高 さ ]」 の こと で す 。 

イラ スト は 、 見 る 人 が どう いっ た 位置 、 高 さか ら 見 て いる か を 想定 し て 描く こと で 
説得 力 が 増し ます 。 

その た め 、 見 る 人 の 目線 の 高 さ を 水平 の ライ ン で 設定 し て お きま す 。 こ れ が 、 ア イ 
レベ ル で す 。 

アイ レベ ル は 、 キ ャ ラク ター 単体 の イラ スト で も も ちろ ん 大 切 で す が 、 風 景 イ ラス 
ト の 場合 、 こ れ を 設定 する の は 必須 事項 と な り ます 。 


アイ レベ ル の 位置 に よっ て 、 物 の 見 え 方 は ガラ リ と 変わ っ て きま す 。 

ここ で 例 と し て 掲載 し て いる 図 の 正方 形 は 、 前 面 の 位置 は 同じ で 、 ア イレ ベル だ け 
を 変え た も の に な り ま す 。 

アイ レベ ル よ り 上 に ある も の は 下 の 面 が よく 見 え 、 ア イレ ベル より 下 に ある も の は 


| | 


た め 、 ア イレ ベル を 高く 設定 
する と フカ ン の 構図 に 、 低 く 


上 の 面 が よく 見 えま す 。 そ の 


設定 する と アオ リ の 構図 と し アイ レベ ル 高 め 
て 強調 され ます 。 | j 人 
狙っ た 構図 に 合う よう な アイ | 


レベ ル の 設定 を 心がけ まし ょ | 
う 。 
な お 、 極端 な 構図 を 避け る 場 


が 無難 で す 。 


合 は 、 中 央 付近 に 設定 する の 


下面 が よく 見 える アオ リ の 構図 に な る 
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2 章 風景 イラ スト の 基本 


1-2 1 点 通 視 図法 


透視 図法 と は 、「 目 に 映る 物 を 正確 に 描く た め の 技 法 」 で す 。 英語 
で は 、「perspective (パー スペ クティ ブ )」 と も いい 、 パ ー ス と い 
う 言 葉 で あれ ば 一 度 は 聞い た こと が ある の で は な いで し ょ うか 。 
パー ス は 遠近 法 全般 を 意味 する 言葉 で す が 、 こ と イラ スト の 世界 に 
お いて は 透視 図法 を 指す こと が 多い で す 。 

よく 使用 する 透視 図法 に は 、「1 点 透視 図法 」「2 点 透視 図法 」「3 
点 透視 図法 ] が あり 、 こ の 順番 で 難し く な っ て いき ます 。 

まず 、1 点 透視 図法 で す が 、 物 を 正面 か ら 見 た 際 に 使用 し ます 。 ア 
イレ ベル 上 に 消失 点 (次 ペー ジ POINT 参照 ) を 1 つ 設 定 し 、 そ こ 
に 向かっ て 奥行 き の 線 が 収束 し て いく よう な パー ス で す 。 


] 3 2 点 通 視 図法 


2 点 透 視 図法 は 、1 点 透 視 図法 か ら 視点 を 左右 に 少し ずら し 、 斜 め 
か ら 見 た 物 を 描く 際 に 使用 し ます 。 風 景 イ ラス ト に お いて も 利用 場 
面 の 多い 透視 図法 で す 。 

名 前 の と お り 、 消 失点 が 2 つ に 増え ます 。 そ の どちら も が 同じ ア 
イレ ベル 上 に 設定 され ます 。 

な お 、 設 定 する 2 点 を 普段 描く よう な サイ ズ の キャ ン バ ス 内 に 収 
め て し まう と 、 か な り 極 端 な パー ス に な っ て し まい ます 。 そ の た め 、 
消失 点 は で きる 限り 画面 外 に 設定 する と よい で し ょ う 。 


[消失 点 ] 


3 遠近 法 


(1-4 3 点 透视 国法 


3 点 透 視 図法 は 、2 点 透視 図法 の 視点 か ら 上 下 に ずら し 、 ア オリ や フカ ン 
で 見 た 物 を 描く 際 に 使用 し ます 。1 点 透視 図法 や 2 点 透 視 図法 より も 複雑 
に な る た め 少 々 難し いか も し れ ま せん が 、 使 いこ な せ ば ダイ ナミ ッ ク な 構 
図 を 描く こと が で きま す 。 

2 点 透視 図法 の 左右 の 消失 点 2 点 に 加え て 、 上 下 ど ちら か の 消失 点 1 点 
を 加え た 計 3 点 の 消失 点 で 考え て いき ます 。 上 下 の ど ちら か に 設定 し た 
消失 点 の 位置 に よっ て 、 ど の 程度 の アオ リ 、 も し く は フカ ン の 構図 に な る 
か が 決ま っ て きま す 。 

な お 、 上 下 の 消 失点 は アイ レベ ル 上 に は 設定 で きま せん 。 ま た 、 ア イレ ベ 
ル に 近い ほど 極端 な を 形 に な つて し まう た め 、 で きる 限り 画面 外 の 遠く に 設 
定 し ます 。 

ここ で は 例 と し て フカ ン の 構図 と な っ て いま す が 、 形 が 極端 に な ら な いよ 
うに か な り 下 の 方 に 消失 点 を 設定 し まし た 。 ア オリ の 構図 の 場合 、 消 失点 
を 上 の 方 に 設定 し ます 。 


ma 本 書 イ ラス ト の 志 視 図法 

本 書 の メイ キン グ で は 、P.136 の 4 章 4 | 二 
節 「 バ ー ス ペイ ン テ ィ ン グ 」 で 透視 図法 k 1 
を 使用 し て いま す 


消失 点 


物 は 近く の も の ほど 大 きく 見 え 、 遠く の も の ほど 小さ く 見 えま す 
実際 は 平行 線 に な っ て いる 物 も 、 奥 行き を 考え た 場合 、 平 行 で は 
な い 線 で 描く 必要 が あり ます 

イラ スト の 手前 か ら 奥 に 向かっ て いく 線 は 最終 的 に 収束 し て 交わ 
る こと に な り ま す が 、 こ の 線 が 交わ る 最終 地点 と し て 設定 する の 
力 失点 で す 

透視 図法 を 使用 し て 正確 な 奥行 き を 表現 し よう と 思っ た と き 、 ま 
ず は 「 ア イレ ベル 」、 そ し て この 「 消 失点 」 を 設定 し 、 そ こ に 向かっ 
て 収束 する よう な 線 を 引く こと で 違和感 の な い 奥行 き を 表現 し て 
いき ます 


uhM パー スプ 定規 を 使用 し て 描く 


CLIP STUDIO PAINT PRO に は 、「 バ パー ス 定 規 」 と いう 透視 図 
法 を 使用 する 際 に 便利 な 機能 が 搭載 され て いま す 。 詳 し く は 、P.22 
「1-8] を 参 こ 
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2 章 風景 イラ スト の 基本 


i レー トー ー ト 】 一 
(1-5 空気 遠近 法 ) 
遠く に いく ほど 大 気 (空気 ) の 影響 に より 、 色 が 薄く 、 か すん で いく こと を 利用 し た 遠近 法 で す 。 
イラ スト で 表現 する 場合 は 、 画 面 の 奥 に いく ほど 色 を 薄く 、 空 や 周り の 色 に 溶け 込ま せる よう に し て いき ます 。 
また 、 近 くに ある 物 ほ ど 輪 郭 や 細部 が は っ きり と 見 え 、 奥 に ある 物 
ほど ぼん や り と 見 える た め 、 距 離 に よっ て 描き 込み の 度合 い を 変え 


POINT ンタ ジー 告 遠近 : 
る こと で も 潤 近 感 を 表現 で きま す 。 ファ ンタ ジー 感 を 強調 し た 空気 融 近 法 

ファ ンタ ジー 感 を 前 面 に 出し た いと き は 、 下 図 の よう に 空 
下図 は 空 抽 近 法 に よっ て 員 近 感 を 表現 し た も の に な り ま す 。 実 際 の 二 二 涼 に た で 全 形 に よる 不 電 な 公 の 天 他 交 人 ああ の 


も 効果 的 で す 。 

と と で は 前 景 の 紫 系 の 色 か ら 遠 景 に いく に つれ て 英 系 の 色 
に 変化 する よう に し て いま す 。 遠 景 に な る ほど 大 気 に 拡散 
し た 光 の 色 が 影響 し て いる イメ ー ジ で す 。 


地 続き の 部 分 は も っ と グラ デー ショ ン を か けた よう に 自然 に 変化 し 
て いき ます が 、 こ こ で は わか りや すさ の た め に 簡略 化し て いま す 。 


| -O 色彩 加 反 法 ) 


色 が 人 に 与え る 心理 的 、 視 覚 的 な 特性 を 利用 し た 遠近 法 で す 。 
赤色 や オレ ンジ 色 な どの 暖色 は 手前 に ある よう に 見 え 、 青 色 や 青 緑 
色 な どの 寒色 は 興 に ある よう に 見 えま す 。 

また 、 彩 度 の 高低 で も 見 え 方 が 変わ っ て きま す 。 彩 度 の 高い 色 は 手 
前 に ある よう に 見 え 、 逆 に 彩 度 の 低い 色 は 、 奥 に ある よう に 見 えま 
す 。 


垂直 線 と 水平 線 


イラ スト を 見 る 人 の 視線 は 、 無 意識 の うち に ブラ シス トロ ー ク や タッ チ の 方 向 に 動き ます 。 そ の た め 、 物 の 面 の 広がり が 
どの 方 向 に 向かっ て いる か を 考え て 、 ブ ラ シ を 動か す 方 向 を 決め る 必要 が あり ます 。 

ここ で は 、 大 きく 「 垂 直線 」 と 「 水 平 線 ] の 2 つ を 解説 し て いき ます 。 次 ペー ジ か ら 描 き 方 を 解説 する 風景 イラ スト で 定 
番 と も いえ る アイ テム は 、 と くに これ ら が 重要 に な っ て きま す 。 線 を 描く 際 、 色 を 塗る 際 に 、 今 自 分 が 何 を 描い て いる の か 、 
どの よう な 意図 が ある の か を きち ん と 意識 し て 、 ブ ラ シ を 動か し まし ょ う 。 


垂直 線 

空間 的 に 上 に 向かっ て いる 物 は 、 垂 直線 で 描き ます 。 た と 
えば 、 木 や 草 、 柱 が それ に あたり ます 。 

垂直 線 で 線 を 描い た り 、 色 を 塗る こと で 、 縦 方 向 、 つ まり 
イラ スト の 空間 の 中 で の 上 方 向 を 意識 させ る こと が で きま 
す 。 こ の 縦 方 知 の ブラ シス トロ ー ク や タッ チ を 見 る こと で 、 
人 間 の 脳 は 物 が 上 に 伸び て いる も の だ と 認識 する の で す 。 
上 に 向かっ て 伸び て いる 物 な の に 、 横 方 向 へ の ブラ シ の 動 
き で 描い て し まう と 、 見 る 人 の 脳 は 混乱 し 、 ち ぐ は ぐ な イ 
ラス ト だ と 認識 し て し まい ます 。 
ES 
水平 線 

横 に 広がっ つて いる 物 は 水平 線 で 描き ます 。 た と えば 、 地 面 
や 水面 な ど が それ に あたり ます 。 

水平 線 で 描く こと に より 、 空 間 的 な 横 方 向 へ の 広がり を 意 
識 さ せる こと が で きま す 。 ス ケー ル 感 を 出し た いと きも 横 
方 向 へ の ブラ シ の 動き は 効果 的 で す 。 

水平 に 広がっ て いる も の を 垂直 線 で 描い て し まう と 、 こ れ 
また ちぐはぐ な イラ スト に 見 えて し まい ます 。 

これ は 、 垂 直線 で 描く こと に より 物 が 立ち 上 が っ て 見 えて 
き て し まう た めで す 。 

また 、 遠 近 感 に 逆らっ て いる た めで も あり ます 。 水平 の ラ 
イン に 配置 され た も の は どれ も 同じ 大 き さ に 見 える た め 遠 
近 感 の 影響 を 受け ませ ん が 、 垂 直 の ライ ン に 配置 され た も 
の は 、 空 間 的 に 奥 に いく に つれ て 遠近 感 の 影響 を 受け 、 小 
さく つぶ れ て 見 えま す 。 

その た め 、 奥 行き の ある 地面 や 水面 を 描く 際 は 、 横 方 向 の 
ブラ シ の 動き は 変え ませ ん が 、 奥 に いく ほど ブラ シ の サイ 
ズ を 小さ くし 、 細 か い タ ッ チ で 描く よう に し ます 。 こ れ に 
より 、 横 方 向 へ の 広がり と 奥行 き の 両 方 を 意識 させ る こと 
が で きま す 。 


の 
了 
ラ 
シ 
の 
動 
き 
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2 章 風景 イラ スト の 基本 


風景 イラ スト 定番 アイ テム の 描き 方 


ここ で は 、 風 景 イ ラス ト で よく 登場 する 定番 アイ テム の 描き 方 を 解説 し て いき ます 。 基 本 的 に 、 ど れ も 大 ま か な 形 
や シル エッ ト を 描い て か ら 、 人 徐々 に 細部 を 整え て いく 描き 方 で す 。 雲 や 木 な ど は 一 見 難し そう で す が 、P26 で 紹 
介し た カス タム ブラ シ を 使用 すれ ば 簡単 に 描け ます 。 


] 


( ] ] 桂 用 の ブラ シ で 何 度 も 重ね て 描く ) 


| 


まず は 風景 イラ スト の 定番 中 の 定番 、 雲 の 描き 方 を 解説 し ます 。 

P.26 で 紹介 し た 「 雲 柔 」「 雲 硬 ] の ブラ シ の み を 使用 し て 描い て いま す 。 

雲 に は 、 積 乱雲 (入道雲 、 モ コモ コ し た 雲 ) や 巻 雲 (すじ 雲 、 細 長い 雲 )、 は た また 
飛行 機 圭 な ど さ ま ざま な 種類 が あり ます が 、 基 本 的 に どれ も ここ で の 描き 方 を 少し 応 
用 する だ け で 、 簡 単に それ らし い 雲 が 描け ます 。 

また 、 雲 だ け で な く 、 邑 な ど を 描く 際 に も 応用 で きま す 。 


回 「 雲 柔 ] の ブラ シ で 、 重 ね る よう に 大 ま か な 形 を 描く 。 本 当 に 大 ま か で よい 。 


回 透明 色 の 「 雲 柔 ] で 、 剛 を 消し た り 、 さ ら に レイ ヤー の 不透明 度 を 下げ て 薄め 


た り し な が ら 形 を 整え る 。 
厚み を 出し て いく 


無 作為 に 薄く な る 部 分 を 作成 し 、 手前 や 中 心 に 近 
い 部 分 な ど 、 雲 が 厚く な っ つて いる 部 分 を 同じ よう 
に 描い て いく 。 濃い 部 分 や 雲 の 輪 郭 が は っ きり す 
る 部 分 な ど は 、「 雲 硬 」 の ブラ シ で 描く こと で リ 
ズム を つけ る 。 


つ : で 季節 や 時 間 さら に は 幻 


4 風景 イラ スト 定番 アイ テム の 描き 方 


2 了 


(2-1 关 芝 机 丰 措 < ) 


木 に も さま ざま な 種類 が あり ます が 、 こ こ で は 広葉 樹 と 針葉樹 、 そ 
し て それ ら を 使用 し た 森 の 描き 方 を 解説 し て いき ます 。 

木 に 限ら ず 物 を 描く 際 は 、P.30 で 解説 し た 「 大 きく 当たる 光 」「 反 
射 光 」 「 ハ イラ イト 」 の 3 種類 の 光 が 重 要 に な っ て きま す 。 ま ず は 、 
シル エッ ト を ベー ス と な る 陰 色 で 描い て 、 そ の 上 に 光 を 当て て いく 
の が 基本 的 な 描き 方 と な り ま す 。 


gs 


加 ラフ を 描く 。 形 が な ん と な くわ か る 程度 の 大 ま か な も の で 構わ 
な い 。 


回 ラフ に 合わ せ て シル エッ ト を 描く 。 こ の と き に 使用 し た 色 が 陰 
色 の ベー ス と な る 。 葉 の 部 分 は 一 枚 一 枚 描い て いて は 大 変 な の 
で 、「 葉 」 ブラ シ (P.26) で 描く 。 
さら に 、 枝 を 描く 。 太 め の 枝 一 細め の 枝 の 順番 で 描く 。 広葉樹 
を 描く 際 は 、 こ の 枝 の 太 さ の 差 を 出す こと が 重要 に な る 。 


だ いた い の 光 源 を 意識 し て 、 葉 、 幹 それ ぞ れ に 大 きく 光 を 当て 
て いく 。 こ こ で は 、 右 上 か ら の 光源 を 想定 し て いる 。 こ の と き 


塗っ つた 色 が も と も と の 木 の 色 に な る 。 
回 反射 光 を 描く 。 薄く 、 彩 度 の 低い 緑 [Er 
色 を 使用 する こと で 、 反 射 光 と と も -总 9 
に 、 空 気 遠 近 法 に よる 奥行 きも 表現 SE 
Re e | | 国光 
<2| 性 
目 最も 明る く な る 部 分 に ハイ ライ ト を 本 = 
二 
入れ る 。 幹 に は 、「 岩 壁 凸 」 の よう 和 
な テク スチ ャ 感 の ある ブラ シ を 使用 加 图 。 
100% 通常 
する こと で 質感 を 出し て いる 。 葉 の lm | 
ハイ ライ ト は 、 合成 モー ド 「 通 常 。 | 関 6 
の レイ ヤー を 使用 し て 塗る より も 、 。| | [ 贺 芝 过 
回 、 目 を 塗っ た レイ ヤー の 上 に 「 加 ee 
算 」 の レイ ヤー を 作成 、「 下 の レイ っ oe 
ヤー で クリ ッ ピ ング ||」 し て グ 財 100% 通常 
レー 色 を 塗っ た ほう が 自然 な 色合い は 1 
で 塗る こと が で きる 。 さ 
省 
@ 10 
用 紙 
人 き ロロ Dp mae 
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2 章 風景 イラ スト の 基本 


( 


グ 2 針葉樹 を 描く ) 


針葉樹 も 基本 的 な 描き 方 は 広葉 樹 と 同様 で す 。 


大 ま か な ラ フ を 描く 。 デ フォ ル メ され た モミ の 木 で よく 見 る よう な 、 三 角 系 を 縦 に 並べ た 形 で よい 。 


広葉 樹 と 同様 に 、 陰 色 の ベー ス と な る 色 で シル エッ ト を 描く 。 三 角形 の フチ を ギザ ギザ に する よう な 
イメ ー ジ で 描く の が ポイ ント 。 大 げ さ に 跳ね た 枝 を 加え て 不 規則 性 も 出し て いく 。 


広葉 樹 と 同じ よう に 、 大 き な 光 、 反 射 光 、 ハ イラ イト の 3 種類 


の 光 を 当て て いく 。 幹 の ハイ ライ ト は 、「 岩 壁 凸 」 の よう な テ 
クス チャ 感 の ある ブラ シ を 使用 し て 、 質 感 も 一 緒 に 出し て いく 。 


miu 実際 の 針葉樹 


4 風景 イラ スト 定番 アイ テム の 描き 方 


( の つづ 森 を 描く ) 


広葉 樹 と 針葉樹 を 組み 合わ せ て 、 森 を 描い て いき ます 。 
シル エッ ト を ベー ス と な る 陰 色 で 描い て 、 そ の 上 に 光 を 当て て いく 基本 的 な 描き 方 は 
同様 で す が 、 近 景 、 中 景 、 遠 景 と 距離 感 を きち ん と 出し て いく こと が ポイ ント に な り 


ます に 3 
上 与 忆 

天 

周 中 景 の シル エッ ト を 描く 。 広 葉 樹 を 横 に 連ね 、 ワ ン ポ イント と し て 針 工 樹 を 混ぜ マヌ 
た よう な シル エッ ト 。 シルエット を 描い た ら 、 こ れ ま で と 同じ よう に 3 種類 の を 

光 を 当て て いく 。 の 
この と き 、 中 景 で 設定 し た 色 を 基準 と し 、 空 気 束 近 法 を 意識 し な が ら 、 近 景 に な 基 

る ほど 濃く 、 彩 度 の 高い 色 、 遠 景 に いく ほど 消 い 色 を 使用 し て いく こと に な る 。 本 


回 近 景 を 描く 。 描 きやすい よう に 、 隊 で 描い た 中 景 の レイ ヤー の 不透明 度 を 下げ て ・Y A 
薄く し て お く 。 近 景 に は 、 地 面 か ら 生え て いる 低木 や 、 そ れ と つなが っ て 一 体 化 i 1 有 二 


し て いる 木 な ど を 描く こと で 変化 を 出し て いく 。 
NM が 
MAN 


> 


Rt fi 


シル エッ ト だ け で 描く 


遠景 の シル エッ ト を 描く 。 遠 景 は 3 種類 の 光 を 当て ず に 、 シ 
ル エ ッ ト だ け で 表現 する 。 


回 最後 に 、 近 景 と 中 景 、 中 景 と 遠景 の 間 に 、 合 成 モー ド 「 加 算 ( 発 
光 )」 (も し く は 、「 加 算 」 「 ス クリ ー ン 」) の レイ ヤー を 作成 し て 、 
境目 を 明る くす る 。 近 景 の シル エッ ト を 強調 し つつ 、 遠 近 感 を y 
出す こと が で きる 。 


ID ExSaCIIE 
通常 >| eeeali00< 
区 W』 

ャ フーン 間 * 


en 


に 、 100 % 加 邊 (発光) | = 
境目 


a 


100 % 加算 (発光 ) 
> 


ea 


きき Do SueES 
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2 章 風景 イラ スト の 基本 


う 回 
石 の 質感 を 強調 する 


る た め に テク スチ ャ な 


( 3-1 コツ ゴツ し た 形 を 意識 し て 描く 
岩 は 、 不 規則 に ゴツ ゴツ と し た 物体 で す 。 
ゴツ ゴツ と し た 形 の 描き 方 の ポイ ント と し て 、 陰 を 描く 際 に 溝 の 部 分 を 描く こと を 意識 し て み ま し よう 。 


加 これ まで と 同じ よう に 、 陰 色 の ベー ス と な る 色 で シル エッ ト を 回 回 の シル エッ ト の 上 に 「 乗 算 」 レイ ヤー を 作成 し 、 回 より も 濃 
描く 。 丸く て な りす ぎ ず 、 か と いっ て 直線 的 に な りす き な い バラ い 陰 を 入れ る 。 溝 の 部 分 を 描く よう な イメ ー ジ 。 こ こ で は 、 や 
ンス の よい ライ ン を 意識 する 。 や 右上 か ら の 光源 を 意識 し て お り 、 光 源 に 近づく ほど 陰 の ライ 

ン が 細く 、 面 積 が 少な く な る よう に し て いる 。 

遠景 で われ ば 、 こ れ で 十分 通用 する 。 


地 溝 を 描く よう な イメ ー ジ 


還 の 上 に 「 加 算 ] レイ ヤー を 作成 し 、 剛 より も 明る い 色 で 光 を 回 「 加 算 ]」 レイ ヤー で 固 よ り も 明る い 色 を 使用 し て 、 上 面 を の み 


入れ る 。 表面 で も コツ ゴツ し た 感じ を 出す た め に 、 上 面 と 前 面 に 光 を 入れ る 。 な お 、 固 と 回 で 入れ た 明る い 部 分 は 、3 種類 の 
を 区 別して いく が 、 ま ず は 、 上 面 と 前 面 を 区 別 せ ず に 大 きく 塗っ 光 の 解説 で いう と ころ の 大 きく 当たる 光 に な る 。 こ こま で 描け 
て いく 。 明 、 中 、 暗 の 3 段階 の 明る さ が で きる 。 ば 中 景 で 通用 する 。 


明 


是 回 の 上 に 「 加 算 ]」 レイ ヤー を 作成 し 、 反 射 光 を 描く 。 面 を 意識 目 の 上 に 「 加 算 ] レイ ヤー を 作成 し 、 最 後に ハイ ライ ト を 入れ 
する の も 大 事 だ が 、 そ れ 以 上 に ゴツ ゴツ と し た 質感 を 意識 し て る 。 近 景 で あれ ば 、 こ こま で 描き 込ん だ 方 が よい 。 
不 規則 に 描く 。 


時 水面 


(4-] 水 の 揺らぎ と 光 の 表現 で 描く ) 


水面 は 簡単 な 描き 込み で 画面 の 情報 量 を 増やせ る 上 に 、 完 成 度 を 一 気 に 高め られ る 要 
素 で す 。 左右 の ブラ シ の タッ チ て で 水面 の 揺らぎ を 表現 し て いき まし ょ う 。 


回 


水面 を 描き た い 範囲 に 暗め の 色 を ベタ 塗り する 。 こ の 色 は 、 近 景 部 分 の ベー ス 色 
と な る 。 


較 の 上 に 合成 モー ド 「 ス クリ ー ン 」 の レイ ヤー を 作成 、「 下 の レイ ヤー で クリ ッ 
ピン グ | s|」 し 、 水 色 一 透明 色 の グラ デー ショ ン で 遠景 に いく に つれ て 明る く な 
る よう に する 。 こ れ は 、 空 気 遠 近 法 と と も に 空 の 反射 を 表現 し て いる 。 

な お 、 遠 景 に 反射 を 阻害 する も の が あっ た りす る 場合 な ど 、 ロ ケー ショ ン に よっ 
て は 近 景 の 方 が 明る く な る 場合 も ある 。 


回 の 上 に 「 加 算 (発光 )」 の レイ ヤー を クリ ッ ピ ング し 、 
光 を 入れ て いく 。 こ れ で 水面 の 揺らぎ を 表現 する の で 、 
イメ ー ジ する 揺らぎ 方 で 粗 さ を 変え る 。 左右 の ブラ シ の 
動き が ポイ ント 。 

100 % 加重 (発光 ) | 
回 で 光 を 描い た レイ ヤー に 、 さら に [加 算 発光) の | 回 ae 
レイ ヤー を クリ ッ ピ ング し 、 光 の 強い 部 分 を 描き 入れ る 。 | |] 
「 輪 郭 柔 ら か 」 ブ ラ シ の サイ ズ を 大 きく し て 、 上 か ら 下 | コッ 
に 向かっ て さっ と 線 を 引く よう な イメ ー ジ 。 


「 乗 算 」 の レイ ヤー を 作成 し 、 明 る い 部 分 の 周囲 に 暗い 
部 分 を 描き 入れ る 。 これ も イメ ー ジ する 水面 の 揺らぎ 方 
で 粗 さ を 変え る 。 

暗い 部 分 を 描い た ら 、「 加 算 (発光 )] の レイ ヤー を 作成 
し 、 ハ イラ イト も 描く 。 


水鏡 
水面 は 、 鏡 の よう に 景色 を 反射 し て 映し 出し ます 。 イ ラス ト で も それ を 意識 し て 描く 
こと で 、 さ ら に リア リティ が 出 ます 。 


と こと で は 、 遠 景 に 森 が ある と 仮定 し ます 。 森 を コピ ビー& ベ ペー スト し 、[ 編 集 ] メニ ュー 
一 [变形 ] 一 [上 下 反転 ] し 、 不 透明 度 を 調整 し な が ら 水 面 に 配置 し ます 。 こ の と き 、 
光 を 描い た レイ ヤー の 下 に 配置 する の が ボイン ト で す 。 


4 風景 イラ スト 定番 アイ テム の 描き 方 
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2 章 風景 イラ スト の 基本 


5 


CD-| の 地面 を 拉 。 。 。 ) 


土 の 地 面 は 水面 と 描き 方 は 似 て いま す が 、 水 面 と は 違い 反射 が な い の で 、 使 用 する 色 
幅 を 狭く する こと を 意識 し て 描き ます 。 
また 、 左 右 の ジグ ザ グ な ブラ シ 運 び で 、 ラ フ さ を 意識 し て 描く こと が 重要 で す 。 


回 水面 と 同じ よう に 、 ま ず は 描き た い 範囲 を ベタ 塗り する 。 


回 薄い 茶色 一 透明 色 の グラ デー ショ ン で 、 遠 景 に いく に つれ て 明る く な る よう に す 
る 。 た だ し 、 水 面 と は 違っ て 空 の 反射 は 考慮 し な い の で 、 グ ラ デ ー シ ョ ン の 色 幅 
は 狭く する 。 


回 の 上 に 合成 モー ド 「 オ ー バ ー レ イ 」 の レイ ヤー を 作成 し 、 ジ グ ザ グ を 意識 し た 
ブラ シ 運 び で 明る いと ころ を 描く 。 丁 寧 に 描く より も ラフ な 方 が ラン ダム 感 が 出 
て よい 。 


回 固 で 描い た 部 分 を 小さ め の ブ ラ シ で 消し て いく 。 ここ で も ジグ ザ グ な ブラ シ 運 び 
を 意識 する 。 少 し 線 を ブレ させ る と 自然 な 感じ に な る 。 


回 の レイ ヤー の 上 に 「 加 算 (発光 )] の レイ ヤー を 作成 、「 下 の レイ ヤー で クリ ッ 
ピン グ | s|」 する 。「 輪 郭 柔 ら か ]」 ブラ シ で 明る くし 、 透 明 色 の 「 岩 壁 凹 」 ブラ 
シ で テク スチ ャ 感 を 出し な が ら 消 し て いく 。 場合 に よっ て は 、「 地 面 ] ブラ シ で 
質感 を 出し て も よい 。 


「 乗 算 ]」 の レイ ヤー を 作成 し 、 溝 を 深く する イメ ー ジ で 暗い 部 
分 を 描く 。 
さら に 、「 加 算 (発光 )」 の レイ ヤー を 作成 し 、 ハ イラ イト を 描 
く 。 地 面 の 砂利 や 小石 に 光 が 当 た っ て いる よう な イメ ー ジ 。 


4 風景 イラ スト 定番 アイ テム の 描き 方 


( り - の を 描く 


「5-1」 で 描い た 土 の 地 面 の 上 に 、 芝 を 描い て いき ます 。 上 下 と 左右 の ブラ シ の タッ 
チ の 使い 分 けが 重要 に な り ま す 。 


回 まず は 受 を 生やす 場所 を ベタ 塗り する 。 


回 左右 の ブラ シ の タッ チ で 明る い 場 所 を 描 
き 入 れる 。 全 体 を まん べ ん な く 描 く の で 
は な く 、 先 に 明る く な る 場所 を 決め て お 
く こ と が 重要 (ここ で は 中 央 付近 )。 


ai 


图 上 下 の ブ ラ シ の タッ チ で 草 を 描き 入れ 
る 。 こ の と き 、 国 と 同じ 色 で 明暗 の 境目 
が な じ お よう に する 。 


回 「 乗 算 」 の レイ ヤー を 作成 し 、 左 右 の ブ 


ラ シ の タッ チ で 暗い 場所 を 描き 入れ る 。 居 一 
POINT = 
さら に 、 描 いた 部 分 を 上 下 の ブ ラ シ の 描く 物 に よっ て プラ 


“ \ 
タッ チ で 草 の よう な 感じ に な る よう に 消 ン の 動か す 方 向 を 変え る 
し て いく 。 He 


「 加 算 (発光 )] の レイ ヤー を 作成 し 、 明 
る い 部 分 を ほや っ と 明る くす る 。 さ ら に 、 
それ に 近い 色 を 使用 し て 、 上 下 の ブ ラ シ 
の タッ チ で 草 を 描き つつ ハイ ライ ト を 入 
れ て いく 。 


回 


回 最後 に 草 と 地面 の 境目 を な じ ま せ る よう 
に 描き 込ん で 完成 。 


2 章 風景 イラ スト の 基本 


0 全 局 


间 aEETOTCOT TS 


ここ まで 自然 物 の 描き 方 見 て きま し た 。 こ こ で は 、 金属 
の 描き 方 を 解説 し ます 。 金属 を 描く 際 の ポイ ント は 下記 の 
と お り で す 。 


Ri89 


* 明暗 の コン トラ スト の 差 を は っ きり と 出す 
* 明暗 の 境界 を と くに 暗く する 
・ ハ イラ イト は ほぼ 真っ 白 で 描く 境目 を 少し ほか す 


ここ で は 、 立 方 体 と 円 柱 で 金属 の 質感 を 表現 し て いき ます 。 
合成 モー ド 「 加 算 (発光 )」 と 「 乗 算 ] の レイ ヤー を 上 手 
に 使用 し て 描い て いき まし ょ よう 。 


回 立方 体 と 円 柱 の シル エッ ト を 描く 。 イ メー ジ す る 金属 
の 色合い より や や 暗い 色 で 描く (ここ で は 、 鉄 を イメ ー 
ジ し て いる )。 


回 「 加 算 (発光 )」 の レイ ヤー を 作成 し 、 上 面 の 光 を 入れ 
る 。 問 の 下地 の 色 と コ ント ラス ト の 差 を 出す 。 
さら に 、 前 面 の 光 も 入れ る 。 下地 の 色 と の コン トラ ス 
ト の 差 は 、 上 面 よ り は 抑え め に し つつ も 、 強 め に 出す 
こと を 意識 する 。 ま た 、 円 柱 の 場合 は 、 境 目 を 少し ぼ 
か すこ と で 丸み を 表現 で きる 。 


回 の 上 に 「 加 算 (発光 )] の レイ ヤー を 作成 し 、 下 か 
ら の 反射 光 を 入れ る 。 や りす ぎ な くら い の 明 る さ で 入 
れる 。 


mml 本 書 イ ラス ト の 金属 


na 


固 の 上 に 「 乗 算 ] の レイ ヤー を 作成 し 、 暗 い 部 分 を 
追加 する 。 明 る い 部 分 と 暗い 部 分 の 境界 を と くに 暗 
くす る よう に 意識 する 。 こ の 、 明 る い 部 分 の 隣 が と 
くに 暗い 、 と いう こと が 人 金属 を 描く 上 で は と て も 重 
要 な ポイ ント に な る 。 


「 加 算 (発光 )」 の レイ ヤー で ハイ ライ ト を 入れ る 。 
ほぼ 真っ白 で 構わ な い 。 

さら に 、 明 る い 部 分 の 隣 が こく に 暗い 、 と いう 法則 
に 則っ つて ハイ ライ ト の 周り を 「 乗 算 ] の レイ ヤー で 
暗く する 。 こ こ で 暗く し すぎ る と 立体 感 が 月 れる の 
で バラ ンス に は 注意 する 。 


明る い 部 分 の 隣 が と くに 暗い 


「 乗 算 」 の レイ ヤー を 作成 し 、 周 囲 の 物体 の 映り 込 
み を 入れ る 。 今 回 は 周り に 何 も な い の で 、 擬 似 的 な 
映り 込み を 入れ た が 、 ほ か に 物 が ある 場合 で も この 
よう な な ん ちゃっ つて 映り 込み を 入れ た 方 が イラ スト 
が 映え る 場合 も ある 。 

映り 込み の 形 や 程度 は ケー スバ イケ ー ス な の で 、 何 
度 も 試行 錯誤 し な が ら 入 れ て いく こと が 重要 。 ま た 、 
光 を 反射 し な いよ うな 金属 の 種類 に よっ て は 、 映 り 
込み を 入れ な い 場 合 も ある 。 


種類 に 分 け : 
に も な 


4 風景 イラ スト 定番 アイ テム の 描き 方 


em 
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2 章 風景 イラ スト の 基本 


写真 を 元 に 風景 イラ スト を 指 く 


ここ で は 、 実際 に 撮影 し た 風景 を 写生 し て いき ます 。 1 章 で 紹介 し た CLIP STUDIO PAINT PRO の 機能 や 本 
章 の 1 節 ~ 3 節 の 風景 イラ スト の 基本 的 な 考え 方 、4 節 の 定番 アイ テム を 活用 し て 、 一 枚 の 風景 イラ スト を 
描い て み ま し ょ う 。 


中 ・ 遠 景 の 色 の ベー ス を 作成 する 
(1-1 元 に な る 写真 。 ) 


右 が これ か ら 描 く 風景 イラ スト の 元 に な る 写真 で す 。 
先 に 完成 形 が 見 えて いる の で 、 見 えた まま を 描く こと 
に な る の で す が 、 た だ 漢 然 と 写生 する の で は な く 、 イ 
ラス ト に し た 際 の 完成 イメ ー ジ を ボン ヤリ と で も よい 
の で 考え な が ら 描 いて いき ます 。 


( ] 2 下 離 ご と に レイ ヤー を 分 け て 塗る ) 
近 景 ・ 中 景 ・ 遠 景 の 距離 ご と に ブロ ッ ク を 分 け て 、 大 ま か な IAI 

形 を 作り な が ら 陰 色 の ベー ス と な る 色 で 色分け を し て いき ま 
す 。 

色 を 塗る 際 は 、 空 気 遠近 法 (P.36) を 意識 し 、 奥 に な る ほ 
ど 薄 く 、 大 気 に 色 を 溶け 込ま せる よう に し ます 。 

さら に 、 色 相 も 少し ずつ ずら し て いき ます 。 こ の イラ スト の 
場合 は 、 近 景 が 濃い 紺色 で 、 中 景 に 向かっ て 青色 に な り 、 遠 
景 に いく ほど 薄い 緑色 へ と 変化 し て いま す 。 


回 近景 (黄色 )・ 中 景 (緑色 )・ 遠 景 (青色 ) の 3 つの 距 
離 で 分 け て 考え る 。 


色 は 彩 度 と 明度 の バラ ンス で 細か い 
差 が 変わ っ て 見 える の で 、 カ ラー パ 
レッ ト で きち ん と 確認 し な が ら 選 択 
する 。 


wm 0mm 4 の 


[レイ ヤー] メニ ュー [新規 ラス ター レイ ヤー] を 選択 し 、 レイヤー を 
新規 作成 する 。 

作成 し た レイ ヤー に 、 陰 色 の ベー ス と な る 色 を 使用 し て 大 ま か な 形 を 描い 
て いく 。 葉 は 、「 葉 」 ブラ シ (P.26) を 使用 する こと で 、 一 枚 一 枚 描く よ 
り は る か に 簡単 に 完成 度 の 高い 形 に な る 。 色 は 、 空 気 速 近 法 に よる 変化 を 
表現 し て いく こと に な る の で 、 近 景 で 使用 する 色 は 、 全 体 で 最も 濃い も の 
に な る 。 

な お 、 近 景 の 中 で も ブロ ッ ク を 分 け て 、 奥 に な る も の は 徐々 に 薄い 色 に な 
る よう に 、 レ イヤ ー を 分 け て 塗っ て いく 。 レ イヤ ー は 、 分 ける こと で 後々 
の 色 の 調整 な ど が 簡単 に な る の で 、 で きる 限り 分 ける よう に する 。 


中 景 も 同じ よう に 塗っ て いく 。 近 景 より も 薄い 色 を 使用 する 。 な お 、 近 景 
で 隠れ て し まう よう な 部 分 は 、 形 を 作る 必要 は な い 。 


遠景 塗っ て いく 。 一 番 奥 は 、 全 体 で 最も 薄い 色 に な る 。 本 来 な ら 如 距離 
で 地 続き と な る 部 分 の 色 は 、 は っ きり と 分 か れ な い が 、 そ こ は 後 々 で 調整 
する の で 、 こ の 時 点 で は 気 に せ ず に 塗っ て いく 。 

山 の 部 分 も 「 葉 ] ブラ シ を 使用 し て 塗っ て いく が 、 近 景 や 中 景 よ はり も ブラ 
シ サ イズ を 小さ くし て 細か く 描 く こ と で 、 遠 く で ある こと を 表現 で きる 。 


レイ ヤー が 増え て きた ら 、[ レ イヤ ー] メニ ュー 一 [新規 レイ ヤー フォ ル 
ダー] を 選択 し て レイ ヤー フォ ル ダ ー を 作成 し 、 ま と め て お く 。 


一 = 可 PE 
LE(O | 送還 (S) 表示 (V) フィルタ -(!) 半 斉 <| ossmmli00^ 
新規 ラス ター レイ ヤー(N) Ctr+Shit+N 一 マ 
新規 レイ ヤー(E) 2 ~~ A 
新規 色調 祖 正 し イヤ ー() » 


te 0 | 


レイ ヤー を 複製 (D) 
レイ ヤー を 削除 (T) | 


5 写真 を 元 に 風景 イラ スト を 描く 


a レイ ヤー フォ ルター に まとめ る 


レイ ヤー フォ ル ダ ー を 作成 し て 関連 性 の ある パー ツ ご と に 
、 レ イヤ ー の 管理 が し や すく な り ま す 


距離 ご と に レイ ヤー フォ ル ダ ー を 分 け て いま す 
て いく こと に な り ま す が 、 関 連 
る レイ ヤー フォ ル ダ ー の 中 に 塗り の レイ ヤー を 作成 
作業 が 進ん で くる と レイ ヤー の 数 も 膨大 に 
レイ ヤー を 探す 、 予 期 せ ぬ レ イヤ ー に 加 
っ た 混乱 を 軽減 で きま す 


和義 
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2 章 風景 イラ スト の 基本 


( 1-3 空 に グラ デー ショ ン を か ける ) 

空 の 下地 を 塗っ て いき ます 。 こ こ で は 、 単 色 で 塗り つり ぶ の 中 | [5 サフ ツー ル [グラ デー ショ ン ] | 局 | hw ツー ルプ ブロ バテ ィ ([ 措 画 色 か ら 授 8 

し 、 軽 く グ ラ デ ー シ ョ ン を か ける 程度 で 十分 で す 。 | 国 2 テー ジョ 拉 画 色 か 退色 

な お 、 空 を 塗る 際 は 、 遠 景 の 一 番 奥 の 部 分 と の 色 の 兼ね 合 ⑥) a 

い に 注 意 し まし ょ う 。 色 相 、 彩 度 が 極端 に 違っ て いる と 、 回 | 提 画 か ら 音 景色 

違和感 が 出 て し まい ます 。 | スト イブ 

また 、 屋 間 を 描く 際 は 、 空 の 方 が 暗く な ら な いよ うに も 注 | 邦 本 Ne @・ 

意 し ます (た だ し 、 実 際 は 雪山 な どの 色 味 が 潤い ロケ ー シ ョ | 白 ーー Wo nl ml ME 

ン や 、 直 射 日 光 で 光 が 強 く 当 た っ て いる 場合 な ど 、 空 より fe 月度 の 刻み 5 

地上 の 方 が 明る く な る 場合 は 多々 ある の で 、 ケ ー ス バイ 中 2 

ケー ス で も あり ます )。 | 反 摘 画 寺 象 編集 対象 の レイ ヤー マ 

四 am ES 100 < 

所 空 を 水色 で 塗り つぶ し 、 グ ラ デ ーション を か け て いく 。 | | 人-FC 通 符 < 

グラ デー ショ ン は 、「 グ ラ デ ーション ツー ル (P.19)」 am ー PE 


を 使用 する こと で 簡単 に 作成 で き 
る 。 ツ ー ル パレ ッ ト で 「 グ ラ デ ー シ ョ 
ン ツ ー ル 」 を 選択 し た ら 、 サ ブツ ー 
ル パ レ ッ ト で 「 描 画 色 か ら 透 明 色 」 
を 選択 する 。 そし て 、 ツ ー ル プロ パ 
ティ パレ ッ ト で 「 明 る い 水 色 一 透明 
色 ] と な る よう な グラ デー ショ ン に 
設定 する 。 


W 


回 上 が 明る く な る よう に 、 空 の 上 部 か | 
ら 下 部 に 向かっ て グラ デー ショ ン を 透明 色 
か ける 。 な お 、 上 部 と 下部 、 ど ちら 
の 色 が 明る く な る か は 、 想 定 する 時 加 
間 や 場所 な ど に よっ て 変わ る の で 
ケー スバ イケ ー ス と な る 。 


イラ スト 全体 の 下地 が 塗り 終わ っ た 
状態 。 こ れ を ベー ス に 、 次 節 か ら 細 
か く 塗 っ て いく 。 


〇 miizs G:163 B:196 


R:228 G:245 B:255 


グラ テー ショ ン を か ける 


5 写真 を 元 に 風景 イラ スト を 描く 


訪 有 ル を 当て て 立体 感 を 出す 


ーー 2 ーー 
(2-1 近県 に 光 を 当て る ) 
大 きく 当たる 光 を 描き 入れ る こと で 、 各 場所 の 固有 色 (極端 に 明る 
くも な く 、 暗 くも な っ て いな いそ の も の の 色 ) を 塗っ て いき ます 。 
まず は 近 景 で す 。 


少し 右上 か ら の 光源 を 想定 する 。 


「1-2」 で 作成 し た 陰 色 に ン 記 ら 
の ベー ス を 塗っ た レイ 过 。 < i0 
ヤー の 上 に レイ ヤー を 作 > 图 六 和 人 
成 し 、 レイヤー パレット 3 tl 
の 「 下 の レイ ヤー で ク ER 
リッ ピン グ |s|」 を ク 国民 有 区 
リッ ク す る 。 こ れ で 、 陰 ® トロ 半 
色 を 塗っ た 範囲 か ら は み | Se 
出さ ず に 塗る こと が で き 局 呈 司 届 0% 通常 
る 。 i 100% 通常 

100% 通常 
木 の 部 分 は 、 陰 色 を 塗っ os 
た と き と 同 様 に 、「 葉 」 一 5 - 
ブラ シ で 塗っ て いく 。 き DB を を 中: 


地面 は 左右 の 長い スト ロー ク を 繰り 返す よう に 描く 。「 粗 め 塗 
り 」 ブ ラ シ で 質感 を 出し つつ 、 黄 緑色 で 塗っ た 後に 茶色 を 重ね 
る 。 


au 光源 を 意識 し すぎ な い 
この よう な 屋外 の 風景 の 場合 、 光 源 を きち 
ん と 意識 し すぎ る と ミニ チュ ア っ ぽく な っ 
て し まい ます 

実際 の 光 は 空気 で 拡散 し た り 、 さ ま ざ ま な 
と ころ か ら 反 射 し た り と 、 必 ず し も 一 方 向 
か ら の も の で は あり ませ ん 。 人 物 や 物 の 単 
体 を 塗る 場合 や 屋内 の よう に 狭い 空間 を 塗 
る 場合 な ら 一 方 向 か ら の 光 で も 問題 あり ま 
せん が 、 屋 外 の よう な 広い 空間 を 描 

の 光源 は 、 な ん と な く 意 識 する 程度 に し 

お きま し ょ う 
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2 章 風景 イラ スト の 基本 


(2-2 中 景 に 光 を 当て る ) 
中 景 は イラ スト の メイ ン と な る 部 分 の た め 、 要 素 が 多く な り ま す 。 色分け で は ベタ 塗り を し た だ け で し た が 、 実際 は 道 や 家 な どの さま ざま な 
要素 が あり ます 。 

この 時 点 で は いき な り 細 部 か ら 描 く よ う な こと は せ ず に 、 ま ず は 写真 を 見 な が らち ら 、 ざ っ くり と アタ リ を つけ る 程度 に し て お きま す 。 

な お 、 こ こ で も 空気 遠近 法 を 意識 し て 、 近 景 よ り も 薄い 色 を 使用 し て いき ます 。 


回 ざっ くり と 道 を 描く 。「 粗 め 塗 り 」 の よう な テク スチ ャ 
感 の ある ブラ シ で 、 大 ま か な 線 を 引く だ け で よい 。 こ の 
道 を 基準 に し て 家 や 地面 を 描き 入れ て いく 。 


回 道 に 治っ て 地面 や 家 を 描く 。 
地面 は 、 近 景 と 同じ よう に 左右 の スト ロー ク を 繰り 返す 

よう に 描い て いく 。 

家 の 窓 や 屋根 の 模様 な どの 細か い デ ィ テ ー ル は 後々 描い 

て いく の で 、 こ こ で は 大 ま か な の 形 を 描く だ け に 留め る 。 


固 中 景 ま で が 塗り 終わ っ た 状態 。 
奥 に いく ほど 、「2-1」 で 近 景 に 使用 し 
た 色 よ り も 薄い 色 で 塗っ て いく 。 


ul ブ ラン を 動か す 方 


地面 や 道 と いっ た 横 に 広がっ て いる 
も の は 縦 方 向 の ブラ シ の 動き で 描い 
て し まう と 、 イ ラス ト が 立ち 上 が っ 
て 見 える た め 、 違 和 感 が 出 て し まい 
ます 。 詳しく は 、P.37 の コラ ム も 


参照 くだ さい 。 


5 写真 を 元 に 風景 イラ スト を 描く 


ek ーー 一 
ET ) 
遠景 を 描い て いき ます 。 
な お 、 塗 り 全般 に いえ る こと で す が 、 各 部 分 の 質感 は 、 テ クス チャ 感 の ある ブラ シ で 塗り 、 そ の 後 、 透 明 色 の ブラ シ で 薄く 消し 、 薄 く な りす 12 
ぎ た と ころ を また 塗る 、 と いっ た 工程 を 重ね る こと で 表現 し て いま す 。 こ う や っ て 色 に 変化 を つけ る こと で 、 イ ラス ト か ら 単 調 さ が 消え て 深 
み が 出 ます 。 


回 森 、 山 の 部 分 も 、「 葉 ] ブラ シ で 塗っ て いく 。 回 
また 、 遠 景 に 向かう に つれ て 、 暗 い 部 分 と 
の 差 を あま り 出さ ず 、 色 幅 を 狭く し て いく 。 
近 景 一 遠景 に いく に つれ て 、 薄 くも や が 
か っ て いく よう な イメ ー ジ だ と わか りや す 
い 。 


讨 膨 号 7>INJI 信 测 末 


団地 続き の 前 後 の つ な が り も ここ で 描く 。 あ 
まり 極端 な 色 の 変化 に な ら な いよ うに 心 が 
ける 。 


mM 距離 に よっ て タッ チ の 細か さ を 変 える 


物 は 、 近 景 の も の ほど 大 き 
く 、 細 部 まで 見 え 、 遠 景 に 
いく に つれ て 小さ く 、 暖 昧 
に 見 えて きま す 。 そ こ で 、 
近 景 の も の ほど 太い 線 を 描 
き 、 遠 景 に いく ほど ブラ シ 
サイ ズ を 小さ くし 、 細 い 線 
で スト ロー ク を 重ね て 描く 
と と で 遠近 感 を 出す こと が 
で きま す 。 
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2 章 風景 イラ スト の 基本 


(2-4 明る さ を 追加 する ) 


明る さ の 段階 を 追加 する こと で 、 イ ラス ト に 深み と リア ル さ を 出し て いき ます 。 


加 「2-1」 ~ 「2-3」 で 塗っ た レイ ヤー の 上 に 
レイ ヤー を 新規 作成 し 、 合 成 モ ー ド を 「 加 
算 ] (も し く は 「 覆 い 焼き ] 「 オ ー バ ー レ イ 」) 


に 設定 する 。 
「 テ クス チャ 1」 や 「 粗 め 


塗り ]」 の よう な テク スチ ャ 人 
ce マレ アプ 近 景 
感 の ある ブラ シ を 使用 し 、 同属 下 要 王 亚 = 
明る い 部 分 を 重ね て いく 。 RR 
a 全 に ss 
傷 を つけ る イメ ー ジ で ざく a 
きく と 準 っ て いく 。 ここ で "| | | に 四谷 
100% 通常 
も た だ 塗る だ け で は な く 、 "上 に 4 な 
MM ® 4 100% 通常 
漆 っ た 部 分 を 透明 色 の 「 テ 下地 
es ®| 10% 通常 
クス チャ 粗 め 」 ブラ シ で 薄 过 最 2 四 
め て な じ ま せ る 。 内 会 レ ィ ャ - [9 
スー ン 下 100 < 
> 四 让) 自 提 
2 5 ECE 
し い 遠景 を か すま せる )] 司 避 匡 林 
空気 遠近 法 を 意識 し て 、 遠 景 か すま せ て いき ます 。 の 
' les 
加 遠景 を 塗っ た レイ ヤー の 上 に 合成 モー ド 「 ス クリ ー ン 」 や 「 乗 算 」 の レイ ヤー を 作成 し 、 空 の 色 。 | | 国学 疫 
に 近い 色 で か すま せ て いく 。 遠景 の 情報 量 を 抑え て 遠近 感 を 強め る と と も に 、 全体 の 色 が ま と ま 和 
り 、 画面 に 統一 感 が 出る 。 同 時 に 、 空 気 の ム ラ を 表現 で きる た め 、 リ アル さも 出る 。 区 3 に 
区 | 大 きく 当たる 光 2 
通常 
区 Es 
回 ご 
疏 ロロ Dp る ues 


5 写真 を 元 に 風景 イラ スト を 描く 


C2-6 反射 光 を 入れ つつ テク スチ ャ 感 を 抑え る ) 


大 きく 当たる 光 が 入 れ 終 わっ た の で 、 続 いて 反射 光 を 入れ て いき ます 。 
また 、 今 の まま だ と ブラ シ の テク スチ ャ 感 が 強 す ぎ て 、 悪 い 
意味 で デジ タル イラ スト っ ぽ さ が 強い の で 、「 輪 郭 柔 ら か ]」 
ブラ シ を 使用 し て 、 反 射 光 を 入れ つつ テク スチ ャ 感 を 抑え て 
いき ます 。 


回 光源 と は 反対 側 に 反射 光 を 入れ る 。 
さら に 、 暗 いと ころ 、 奥 まっ て いる と ころ 、 視 線 を 集め 
た く な いと ころ の テク スチ ャ 感 を 抑え て いく 。 
な お 、「 ス ポイ ト ツ ー ル 」 で 塗る 付近 の 色 を 拾い 、 こ れ 
まで に 作っ た 色 の 複雑 さ を 損 な わな いよ うに する 。 


し の -/ ハイ ライ ト を 入れ る 。 。 。 ) 


ハイ ライ ト を 入れ て いき ます 。 光 の 色 は 太陽 光 を 意識 し て 、 黄 色白 に 近い 色 で 塗り ます 。 
な お 、 ハ イラ イト を 入れ すぎ る と イラ スト 全体 が うる さく な っ て し まう の で 、 バ ラン ス に は 注意 し まし よう 。 


回 各 レ イヤ ー フ ォ ル ダー の 一 番 上 に 「 加 算 ( 発 本 上 回 7- 并 ， 
光 )」 の レイ ヤー フォ ル ダ ー を 作成 し 、 そ の の 上 | ハイ ラ ィ ト | 
中 に 細か い 部 位 ご こと の レイ ヤー を 作成 し な が 
ら ハ イラ イト を 入れ て いく 。 近 景 や 視線 を 集 
め た い 部 分 を 重点 的 に ハイ ライ ト を 入れ て い 
く が 、 た だ 明る くす る だ け で な く 、 葉 な どの 


細か い 形 も 表現 し て いく 。 


家 や 道路 の フチ な どの エッ ジ の 利 い て いる 部 
分 に ハイ ライ ト を 入れ る こと で 、 物 の 輪郭 を 
強調 で きる 。 


回 


EC 
回 「 大 きく 当たる 加算 (発光 ) ャ Eee 100 > 
光 [ 反 射 光 I「 ハ に = 連 』 人 让 3 
イラ イド 』 の 年 : 昌 組 還 
要 な 3 種類 の 光 NE | 
が 全体 に 入っ た ハイ ライ ト 
状態 ” b 口 RN* 通常 
Ea 
の 100 % オー バー レイ 
大 きく 当たる 光 4 
® 100 % オー バー レイ 
大 きく 当たる 光 3 
» 100% 加 算 
大 きく 当たる 光 2 
の 100% 通常 
大 きく 当たる 光 
に 
EECEEIISS] 
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2 章 風景 イラ スト の 基本 


描き 込む 
| づ - | 萌 を 入れ る  ) 


物 の 影響 で で きる 影 を 描き 入れ て いき ます 。 

影 は た だ 黒 で 塗れ ば いい と いう も の で は あり ませ 
ん 。 色 や 質感 形 を きち ん と 意識 し て 描き まし ょ う 。 
な お 、 影 の 方 向 や 長 さ で 、 光 源 の 高 さ や 向き 、 物 と 
の 距離 を 表現 で きま す 。 


AEPZ2 コ Co 
乗算 マ | maa 100 全 
> 图 站 ) 目的 
ET 
| oo 5 館 
100 % 生生 
4 263】 
| 、 100 % 加 得 ( 先 
の ロラ 人 トー 


きき Dm 


回 「 乗 算 」 の レイ ヤー を 作成 し 、 質 感 や 形 を 意識 し な が ら 影 を 描 
いて いく 。 乗算 レイ ヤー を 使用 する こと で 、 色 を 重ね た 部 分 が 
自然 な 影 色 で 暗く な る 。 な お 、 木 の 影 は 、 葉 を 塗っ た と き と 同 
様 に 「 葉 」 ブラ シ を 使用 する 。 


回 家 に 入る 影 は 、 ま ず 「 乗 算 ] レイ ヤー を 使用 し て 窓 の 形 を 描い 
て いく 。 そ の 後 、 壁 に 屋根 瓦 の と 影 を 入れ る 。 こ の と き の 沙 ち 影 
の 長 さ で 、 屋 根 瓦 の フチ と 壁 と の 距離 が わか る 。 


(3 の 補 気 感 を 出す =) 


イラ スト 全体 に 薄く 色 を 塗り 、 空 気 感 を 出し ます 。 

ここ で は 近 景 、 中 景 、 遠 景 の 大 き な 単 位 で は な く 、「1-2] で 色 分 
けし た 細か い 部 位 ご と の 遠近 感 を 意識 し 、 各 部 位 の 境目 の 奥 に な る 
部 分 を 薄く か すま せ て いき ます 。 

この 際 、 極 端 な 遠近 感 を 出し て し まう と 、 イ ラス ト 全 体 で 見 た と き 
の 遠近 感 が 損なわ れ て し まう の で 注意 し まし ょ う 。 


A EC 


回 不透明 度 を 下げ た ブラ シ や 「 ス ク 2 >| a] ms| : 
リー ン 」 レイ ヤー を 併用 し て 、 物 = 寺 き 人 | ! 
と 物 の 境目 に 薄く 色 を 塗り 、 遠 近 a レア 

感 と 空気 感 を 出し て いく 。 遠景 は 購 還 


100% 2 の | ， 

5 K ( 発 
と くに 重点 的 に 処理 する 。 e | ho 
100% 通常 
反射 光 
100 % オー バー 
大 きく 当たる 光 4 
100 % オー バー 


s 
る 
大 きく 当たる 光 3 
® 100% 加重 
大 きく 当たる 光 2 
四 100 % 通常 
大 きく 当 た る 光 
ゃ 
EE 


EE 


いら 中 


PLB 。 SmsS 


5 写真 を 元 に 風景 イラ スト を 描く 


( 3-3 中 景 を 描き 込む ) 


メイ ン と な る 中 景 部 分 に 細か い 要 素 を 描き 入れ て いき ます 。 


回 電柱 や 棚 な どの 建造 物 を 追加 し 、 家 や 道 を 細か く 描 き 込む 。 視 線 を 集め た い 部 分 を と くに 重点 的 に 描き 込む 。 


へ 河中 


着 隊 は 


空 に 雲 を 描い て いき ます が 、 元 の 写真 の 空 が そこ まで 特徴 的 bs 
で は な い の で 、 そ こま で 描き 込む よう な こと は し ませ ん 。 暗 


い 部 分 の 作業 は せ ず 雲 の 明 る い 部 分 だ け で 描き ます 。 
雲 に も さま ざま な 形 が ある の で 、 そ れ を 描き 分 ける こと で イ 
ラス ト に リア ル さ が 出 ます 。 


回 左下 の モコ モコ し た 雲 と 、 薄 く 引 き 伸ばさ れ た 雲 を 描く 。 
雲 の 描 き 方 は 、P.38「1-1」 も 参照 の こと 。 


gl 雲 や も や で 出す 空気 
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2 章 風景 イラ スト の 基本 


仕上 げ 


( 4-1 適 近 感 を 強調 する ) 


仕上 げ て いき ます 。 写生 と いう 意味 で は 「3-4] ぐら いで も 十分 で す が 、 イ ラス ト と し て は まだ 少し 物足りな い の で 細か い 調 整 を し て いき ます 。 


回 近 景 や 視線 を 集め た い 部 分 の 描き 込み を 増やす 。 


回 遠近 感 を 強調 する 。 暗 い 部 分 は さら に 暗く 、 明 
る い 部 分 は さら に 明る くし 、 各 距離 の 境目 の コ 
ント ラス ト 差 を 強め る 。 


世の中 に は 、 思 わ ず 見 入っ つて し まう イラ スト と いう も の が あり ます 。 


5 写真 を 元 に 風景 イラ スト を 描く 


見 入ら せる 、 つ まり 、「 見 る 人 を いか に し て イラ スト の 世界 に 入り 込ま せる か 」 と いう こと は 、 イ ラス ト を 描く 上 で 永遠 の 
課題 で も あり ます 。1 人 で も 2 人 で も 、 イ ラス ト の 世界 に 入り 込ん で くれ る 人 が いた の で あれ ば 、 作 者 と し て これ 以上 の 


喜び は あり ませ ん 。 


P.103 で 解説 する 空気 感 と も 関係 し て きま す が 、 イ ラス ト の 世界 に 入っ て も ら う に は 、 さ ま ざ ま な 工夫 が 必要 に な っ て き 
ます 。 そ の うち の ひと つが 、「 イ ラス ト に スト ー リ ー を 持た せる 」 と いう こと で す 。 こ れ は 、 目 で 見 えて いる 以上 の スケ ー 


ル 感 を イラ スト に 与え て くれ ます 。 


た と えば 、2 章 の 6 節 「 風 景 イ ラス ト を ファ ンタ ジー 風 に 
する 」 の イラ スト で は 、 最 近 景 に 遺跡 の 入口 を 配置 し て い 
ます 。 

これ は 、 メ イン と な る 道筋 以外 を 示唆 させ る た め の も の で 、 
「 も し か し た ら こ の イラ スト に 描か れ て いな いと ころ に も 
さま ざま な 物 が 存在 し て いる の で は ? 」 と いう 「 画 面 外 の 
広がり 」 を 感じ させ る 

た め の 要 素 で す 。 

遠景 に 見 える 橋 も 同様 


4 章 の 2 節 「 シ ル エ ッ ト ペ イン ティ ング 」 の イラ スト で は 、 画 面 内 に ある 物 と は 関係 の な い 大 き な 影 を 入れ て いま す 。 こ 
れ も 、「 画 面 の 外 に この 影 の 元 に な る 何 か が ある の で は ?」 と 見 る 人 の 妄想 を か きた て る た め の 要 素 で す 。 


ファ ンタ ジー イラ スト で は 、 妄想 を か きた て る ワク ワク 感 
を どの よう に し て 表現 し て いく の か が 、 と くに 重要 に な っ 
て きま す 。 そ の た め 、 描 か れ て いな い 部 分 に まで 何ら か の 
要素 を 示唆 させ る こと で 、 一 層 魅 力 的 な イラ スト に 仕上 
が っ て いき ます 。 

し か し 、 こ うい っ た こち ら の 意図 は 、 見 る 人 すべ て に 伝 わ 
る わけ で は な く 、 と き に は まっ た く 意 図 し て いな い 異 な っ 
た 見 解 を 生ん で し まう こと も ある か も し れ ま せん 。 

それ で も 、 た だ 漢 然 と 描く の で は な く 、 常 に スト ー リ ー を 
持た せる こと を 意識 し て お きま し よう 。 


2 章 


| 


SN | 
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2 章 風景 イラ スト の 基本 


景 イ ラス ト を ファ ンタ ジー 風 に する 
风景 アン プン 和 
前 節 の [写真 を 元 に 風景 イラ スト を 描く 」 で 描い た 風景 イラ スト を 、 フ ァ ン タ ジ ー 風 に し て いき ます 。「 フ ァ ン タ ジ ー」 


と 一 口 に いつ て も さま ざま な 要素 が あり ます が 、 ここ で は 参考 まで に 、 私 の 考え る 「 フ ァ ン タ ジ ー 風 に する に あたっ 
て の 5 つの ポイ ント | を 盛り 込ん で 描い て いき ます 。 


ファ ンタ ジー 風 に する た め の 
5 つの ポイ ント 
空 を ドラ マチ ッ ク に する 
色 味 を 鮮やか に する 
特徴 的 な 地形 ・ 人 工 物 を 追加 する 
文様 を 入れ る 
発光 エフ ェクト を 追加 する 


空 を ドラ マチ ッ ク に する 


空 は 、 風 景 イ ラス ト 全 体 の 雰囲気 を 決定 する 重要 な 部 分 で す 。 
晴天 を 描く こと で 明る い 雰 囲 所 に な り 、 逆 に 、 暗 雲 を 描く こと で 暗 
い 雰 囲 気 に も な り ま す 。 

ここ で は 、 フ ァ ン タ ジ ー な ら で は の 独特 の 雰囲気 を 表現 し て いき ま 
す 。 


空 の 下地 の 色 を 変更 する 。 今 の まま で は 大 分 薄 味 な の で 、 空 の 下地 の レイ ヤー を 選択 し 、[ 編 集 ] 
メニ ュー 一 [ 線 の 色 を 描画 色 に 変更 ] で 、 濃 い 藍 色 に 塗り 替え る 。 


回 上 部 に 「 乗 算 ] レ イヤ ー で 濃い 色 を 、 下 部 に 「 加 算 ] レイ ヤー で 明る い 色 を 追加 する 。 この よう 
な 幅 の 大 きい グラ デー ショ ン を 作成 する こと で 、 文 明世 界 に は な い 空 気 の 湯 ん だ 感じ を 出す 。 


雲 の 層 を 重ね る こと で 、 空 に 深み を 出し て いき ます 。 大 き さ 、 色 の 違う 雲 
の 層 を 重ね る こと で 、 空 に さら な る 奥行 き が 生ま れ 、 雄 大 な 空 に 変化 し て 
いき ます 。 


回 まず は 、 最 も 奥 の 層 の 雲 を 描く 。 ブ ラ シ は 「 雲 柔 ]、 色 は 暗い 青み が 
か っ た グレ ー を 使用 する 。 な お 、 奥 に いく に つれ て ブラ シ サ イズ を 小 
さく する こと で も 遠近 感 を 表現 で きる 。 
また 、 色 混ぜ ツー ル の 「 ほ か し 」 使用 し て 、 と ころ どこ ろ を ほぼ 


FEO 全 加 入 | 区 四 4 


6 風景 イラ スト を ファ ンタ ジー 風 に する 


[の を 名 に 変更 」 で 沙 り 替え る | 


EE- ヨ アム 当 じ っ | 上 に 3 
加算 (発光 ) | === 100 > 


Lr Si Aa 


較 84 % 通常 

ビー 空 り ラ デ ー シ ョ < 上) 
100 % 通常 
mm ES 5 


加 


か し て いく 。 ツ ー ル パレ ッ ト の 「 色 混ぜ ツー ル 」 一 サブ ツー ル 
パレ ッ ト の 「 ぼ か し 」 を 選択 し 、 ツ ー ル プロ パテ ィ パ レッ ト で 
ブラ シ サ イズ や ブラ シ 濃 度 を 設定 する こと で 使用 で きる 。 全 体 
を まん べ ん な く ぼ か す よ り 、 わ ざと ムラ を 作る こと で メリ ハリ 
を 出し て いる 。 


回 右上 に は 微妙 に 太陽 の 光 が 乱 反射 し て いる よう な 暖色 を 加え て 
いる 。 光源 の 位置 を 示唆 する と 同時 に 色 味 を 増やし 、 フ ァ ン タ 
ジー な ら で は の 空気 感 を 表現 し て いる 。 


2 層 目 の 雲 を 描く 。 ブ ラ シ は 「 雲 柔 ]、 色 は 奥 の 層 と の 差 を 出 
す た め に 白 に 近い グレ ー を 使用 する 。 大 ま か に 塗っ た ら 、 端 を 
透明 色 の 同様 の ブラ シ で 削り つつ 形 を 整え る 。 
ここ も 、 と ころ どこ ろ ぼ か し て いく が 、 奥 の 層 よ り も 大 きく 凹 
凸 を つけ る こと が ポイ ント 。 遠近 感 が 強調 され る 。 


ae 
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2 章 風景 イラ スト の 基本 


し 1 細か い 計 を 拉 。 。 


ここ まで は 、 大 き な 雲 を 描い て きた の で 、 細 か い 雲 を 加え て JW 3 
メリ ハリ を つけ て いき ます 。 EC , 


> 
| 
1 
4 
コロ 


「1-2」 で 形 の ぼかし た 雲 を 描い た の で 、「 雲 硬 ] ブ 
を 使用 し て 形 の は っ きり と し た 雲 を 描い て いく 。 ブ 
サイ ズ を 小さ くし 、 細 か く 描 く 。 


シ 
2 


し 1 4 概 に 複 性 を 内 す =  ) 


奥 の 層 の 雲 と 、 手 前 の 層 の 雲 の つ な が っ て いる 様子 を 描き 込 
み 、 空 に 複雑 性 を 出し て いき ます 。 


回 まず 、 奥 の 暗い 青み が か っ た グレ ー に 近い 色 で 、 手 前 の 
層 に 雲 を 伸ばす 。 そ の 上 に 白 に 近い グレ ー を 、 入 れ 違 い 
に な る よう に 重ね て いく 。 レ イヤ ー を 何 枚 も 増やし な が 
ら 雲 を 描い て いく が 、 今 回 は 空 の 面積 が それ ほど 多く な 
い の で 、 バ ラン ス を 見 な が ら 描 き 込 みす ぎ な いよ うに も 
注意 する 。 


回 空 の 一 番 上 に 「 オ ー バ ー レ 
イ 」 の レイ ヤー を 作成 し 、 


「 テ クス チャ 粗 め 」 の よう に 
な テク スチ ャ 感 の ある ブラ | 
シ で 薄く ざら つき を 加え て Soa | 


ーー 100% 通常 | 

Sbss | 

100 % 通常 | 
細か が い 書 3 


ーー 100 % 生生 
細か い 圭 2 
100 % 通常 
細か い 寺 


辕 全 号 
sa i 


79% 通常 
に 3 


いく 。 空 全体 に まん べ ん な 
く か け て し まう と 、 逆 に 
ノッ ペリ と し て し まう た 
め 、 バ ラン ス に は 注意 する 。 


6 風景 イラ スト を ファ ンタ ジー 風 に する 


色 を 鮮やか に する 
(2-1 全体 的 に 暗く する ) 


FE 


\ 
可 
7 


全体 の 色 味 が 鮮やか に な る よう に 変更 し て いき ます 。 た だ 単純 に 赤 や 黄色 と いっ た 色 を 加え る だ け で は な く 、 明 暗 の コン トラ スト を 強め る 方 イ 
法 が 効果 的 で す 。 ジ 
まず は 、 全 体 的 に 暗い 部 分 を 強調 し て いき ます 。 
NE 了 Fi の 
四 各 距 離 の レイ ヤー フォ ル ダ ー の 上 < mm 7< 基 
に [オー バー レイ | や [スク リー eeaeiPo 机 
ン 」 の レイ ヤー を 作成 し 、 全体 的 = 時 
に 暗く し て いく 。 全体 的 に 暗く ぐす a 
る と いっ て も 、 た だ や みく も に 暗 oa 
くす る の で は な く 、 元 の イラ スト 2 ea 


の 遠近 感 を 月 さ な い よう に 気 を つ 
ける 。 も と も と 暗い 部 分 を 重点 的 
に 暗く し て いく よう な 感じ で よ 


い 。 


ER 


2-2 極端 に 明る い 部 分 を 追加 する 


明る い 部 分 を を 追加 し て いき ます 。 

近 景 の 暗い 部 分 を 引き 立た せる よう に 、 中 景 ~ 遠 景 に 明る い 場 所 を 
増やし て いま す 。 こ れ に より コン トラ スト が 強調 され て 色 味 が 鮮 や 
か に な る と と も に 、 遠 近 感 も 強まり ます 。 


| 中 景 や 遠景 に 「 加 算 (発光 )] や 「 オ ー バ ー レ イ 」 の レイ ヤー 
を 追加 し 、 明 る く な る よう に 塗っ て いく 。 近 景 の 暗い 部 分 が 引 
き 立 ち 、 イ ラス ト 全 体 の コン トラ スト 差 が 強調 され る 。 
また 、 近 景 一 遠景 へ の 遠近 感 に よる 色 味 の 変化 も 、 紺 一 薄 緑 だ っ 
た と ころ を 、 紺 一 赤 一 椅 っ ぼく な る よう に する こと で 、 イ ラス 
ト 全 体 が 鮮やか に な る 。 
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2 章 風景 イラ スト の 基本 


特徴 的 な 地形 ・ 人 工 物 を 追加 する 


( 3-1 キャ ン バ ス サイ ズ を 広げ る 


広大 さ が 欲し いと 思い 、 キ ャ ン バ ス サイ ズ を 左右 に 広げ 、 画 面 自 体 を た 大 きく し まし た 。 


回 [編集 ] メニ ューー [キャン バス サイ ズ を 変更 ] を 選択 する 。 
Al 


| 欄 集 (E) | アニ メー ショ ン (A) レイ ヤー(L) 選択 芝 国 (S) 


画像 解 午 度 を 変更 (L).… 
キャ ン バ ス サイ ズ を 変更 (S)-… 
キャ ン バ ス を 回 転 ・ 反 転 (N) 12 


回 表示 され た 左右 の ハン ドル を ドラ ッ グ し 
て 、 キ ャ ン バ ス サイ ズ を 広げ る (も し く 
は 、 表示 され た 「 キ ャ ン バ ス サイ ズ を 変 
更 」 ダイ アロ グ の 「 幅 」 の 数 値 を 変更 す 
る )。 


(3-2 近 景 に 物 を 追加 し て 遠近 感 を 強調 する ) 


キャ ン バ ス サイ ズ を 広げ る と 同時 に 、 近 景 よ り も 手前 に 物 を 追加 し て いき ます 。 こ れ に より 遠近 感 を さら に 強調 し ます 。 
また 、「3-1」 で 広げ た 部 分 の 描き 足し の 際 に 、 電 柱 な どの 世界 観 に そぐわ な い 物 は 消し て いま す 。 


回 近 景 よ り も さら に 手前 に 、 木 や 道 を 追加 する 。 こ の 時 点 で は 、 下 地 と し て シル エッ ト だ け を 描く 。 描 き 方 は 、 前 節 「 写 真 を 元 に 風景 イラ 


スト を 描く 」 の 「1-2 (P.48)」 と 同様 。 
木 は 「 葉 ] ブラ シ を 使用 し て 形 を 描く 。 


[AE = nl 忆 
通常 マ 
< SAA 
大 -。 100% 通常 
最 近景 


100 2 


~_ 


きき DD. eames 


6 風景 イラ スト を ファ ンタ ジー 風 に する 


(3-3 地形 ( 岩 )・ 人 工 物 の シル エッ ト を 追加 する ) 
地面 か ら 隆 起 し た 失っ た 岩 と 、 そ れ に 由来 し そう な 遠景 の 山 
の 突起 や 遺跡 を 加え て いき ます 。 ま た 、 と ころ どこ ろ に 石柱 
も 追加 し まし た 。 遠景 に は 大 き な 峡 谷 を 作り 、 そ こ に 巨大 な 
橋 も か け ま す 。 


回 各 距離 の レイ ヤー フォ ル ダ ー の 間 に レ イヤ ー を 作成 し 、 
追加 し た い 物 の シル エッ ト を 描く 。 前 節 の 「1-2(P.48)」 
と 同様 に 陰 色 で 描い て いく 。 空 気 遠 近 法 に より 、 遠 景 に 
向かっ て 薄い 色 に な っ て いく 。 な お 、 シ ル エ ッ ト の 色 味 
は な る べく ここ で 確定 させ て お く 。 と くに 、 遠 景 部 分 の 
色 味 に は 気 を つけ 、 描 き 込み が 必要 の な いく らい の も の 
に し て お く 。 


ie に ha 
(3-4 近 景 の 地形 ( 岩 )・ 人 工 物 を 描き 込む ) 
追加 し た 物 を 「 重 要 な 3 種類 の 光 (P.30)」 を 意識 し て 塗っ て いき ます 。 1/ 
「 メ イン 塗り 」 ブラ シ で 色 を 塗り 、 そ れ を 「 テ クス チャ 粗 め 」 の よう な テク スチ ャ 感 
の ある 透明 色 の ブラ シ で 消し 、 そ の 上 か ら さ ら に 描き 込む 、 と いっ た こと を 繰り 返し 
ます 。 


加 大 きく 当たる 光 を 描き 、 固 有色 を 表現 する 。 ほ か の 部 分 と 同じ よう に 光源 を ぼん 
や り と 意識 し て お く 。 


回 光源 と は 逆 方 向 か ら 、 暗 い 水 色 で 反射 光 を 入れ る 。 な お 、 反射 光 の 色 は 、 近 くに 
強い 色 の 物 が な い 場 合 は 空 や 遠景 の 色 に 合わ せる と よい 。 
さら に 、「 オ ー バ ー レ イ 」 の レイ ヤー を 作成 し 、「 メ イン 塗り 」 ブラ シ で 塗っ て か 
ら 、 透 明 色 の 「 テ クス チャ 粗 め ]」 ブラ シ で 消し て 、 色 に 遊び を 出す 。 全 体 に 薄く 
黄色 や 紫色 を 加え る こと で 、 質感 と 色 味 、 さ ら に は 明る さ を 増 や す 狙い が ある 。 


图 フチ に ハイ ライ ト を 入れ る 。 ハイ ライ ト は 入れ 
て いる と 気持 ちがい い の で 、 つ いさ ま ざ ま な 場 
所 に 入れ た く な る が 、 そ うす る と 画面 が うる さ 
く な っ て し まう の で 、 フ チ や 角 の み で 我慢 する 。 


回 仕上 げに 全体 の パラ ンス を 見 な が ら 光 と 影 を 追 
加 し て いく 。 な お 、 光 は それ まで に 明る く 描 い 
て ある 場所 以外 に は 極力 入れ な いよ うに 心がけ 
る 。 
陰 ( 光 が 当 た ら ず に 暗く な っ て いる 部 分 ) は も 
う 十 分 な の で 、 影 ( 他 の 物 の シル エッ ト が 落ち 
て 暗く な る 部 分 ) を お も に 入れ て いく 。 


へ 敵国 


着 隊 は 
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の 章 風景 イラ スト の 基本 


(づつ - 中 景 ・ 遠 景 の 地形 ( 岩 )・ 人 工 物 を 描き 込む ) 


中 景 ・ 遠 景 に 追加 し た 物 も 同じ よう に 塗っ て いき ます 。 


回 遠景 の 遺跡 は 、 遠 景 な が ら も 目 を 引く 部 分 に な る の で 、 周 り に 比べ て 措 
き 込 む 。 ま た 、 地 面 か ら 隆起 し た 岩 よ り も 整っ た 形 を 意識 する 。 


回 中 景 は 、 近 景 に 比べ て 描き 込ま ず 、 テ クス チャ 感 も 抽 え る が 、 明 暗 の コ 
ント ラス ト 差 は 出す こと で 形 は きち ん と わか る よう に 描く 。 


固 遠景 は 、 近 景 ・ 中 景 に 比べ て 描き 込ま な い 。 薄 く 、 大 気 に 溶 け 込ん だ よ 
うな 色 で 表現 し 、 か すみ が か っ た よう な イメ ー ジ 。 場合 に よっ て は 、 
「3-3」 で 描い た シル エッ ト か ら 手 を 加え な く て も よい 。 


回 全体 が 描き 終わ っ た 状態 。 光 が 当 た っ て いな い 部 分 は シル エッ ト の 色 を その まま に し て お くく 
らい の メリ ハリ が 重要 と な る 。 


後々 画面 が う 
二 て し まい ます 
DD 7 


6 風景 イラ スト を ファ ンタ ジー 風 に する 


文様 を 入れ る 


| A ET 
( 4-1 文様 を 描く ) 后 全 
し | Et MME Pv 
「3-3」~「3-5」 で 追加 し た 物 に 、 幾 何 学 的 な 文様 を 入れ 四 下 口 是 
ます 。 ee 
es 


回 岩 を 描い た レイ ヤー の 一 番 上 に 「 乗 算 ] レイ ヤー を 作 ra SD 


全 

成 し 、「 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング | s|」 する 。 小 e| | EE が" 

さい ブラ シ で 思い つい た まま の 形 を 描く 。 端 を 薄く 消 e | ho SD 

せ ば 、 簡 単に それ っ ぽい 文様 に な る 。 e | |E 弹 弘 容 

| 一 53% 加 和 (発光) 
ロロ 


RS 


文様 を 発光 させ て いき ます 。 発光 させ る こと で ファ ン 
タ ジ ー な ら で は の 超常 的 な 力 を 表現 し て いき ます 。 


加 「 加 算 」 レ イヤ ー を 作成 し 、 文様 より 少し 細い 線 
で な ぞ る よう に 描く 。 そ の 後 、 端 や と ころ どこ ろ 
を 消し て リズ ム を 作る の が ポイ ント 。 


回 回 の レイ ヤー を 複製 し 、 下 に 配置 する 。[ フ ィ ル 
ター] メニ ュー [ぽか し ] 一 [ガウ ス ぼ ぽか し ] で 
少し ぼかす だ け で 、 簡 単に 発光 し て いる よう に 見 


える 。 上 | ガウ ス ほ か し @ 
場所 に よっ て は 、 色 味 や 不透明 度 を 変更 し た り 、 (かす (GY 900 < ok 
回 の 上 に 「 加 算 (発光 )] の レイ ヤー を 追加 する FE 
な ど し て 発光 具合 を 調整 する 。 


到 | 芸 レ ィ ャ ー| wm 
加 和 発光) マ 100 $ 
上 图 言 aa Pe 
る ba 和 - 
- 100% 通 党 
る | マウ 近 景 岩 
100 % 加重 (発光 ) 
可 EE 鸡 喇 
100 % 加重 (発光 ) 
の | 
100 % 通常 
局 | 発光 ほか し 


e| Ed 。 


倒 は を 多加 に 全 
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2 章 風景 イラ スト の 基本 


発光 エフ ェクト を 追加 する 
CD-] 全体 を まとめ る 。  ) 


ここ か ら 発光 エ フェ クト を 加え て 仕上 げ て いく こと に な り ま す が 、 そ の 前 に 、 描 き 込み が 足り な い 部 分 や 気 に な る 部 分 を 調整 し て 、 イ ラス ト 


全体 を まとめ て いき ます 。 


回 加 追 加 建 造物 に 合わ せ て 、 地 面 を 整地 し 
て いく 。 こ の と き 、 と くに 建造 物 と 地面 
の 接合 部 は 、 色 味 が 周り か ら 逸 脱し な い 
よう に 注意 する 。 「 ス ポイ ト ツ ー ル 」 を 
使用 し て 、 塗 り た い 付近 か ら 近 い 色 を 拾 


う よ う に する こと で 、 な じ ま せ な が ら 描 
ける 。 


「 ス クリ ー ン 」 レイ ヤー を 使用 し 、 遠景 
に 彩 度 の 高い 赤 を 重ね 、 色 味 を 鮮やか に 
し て いく 。 

また 、 遠 景 の 端 や 崖 は 、「 加 算 (発光 )」 
レイ ヤー を 使用 し て 、 薄 い グ ラ デ ー シ ョ 
ン に な る よう に 明る い 部 分 を 軽く 描く 。 
遠景 部 分 は あま り 手 を 加え る と 、 悪 目 立 
ち し て し まう た め 、 少 な い 作業 で 済ま せ 
る よう に する の が ポイ ント 。 


回 き ンマ - [本 守 


| 100 % オー バー 

| 

FT 

テー 100 % 加 区 (将 

a 

| 
色 幸 や か に 2 


Eh 


EE . 


EOE - 
D ロ 5 RS 


Welele elelele]le] 


(O- ズ 物 の 周囲 を 発光 させ る ) 


「3-3」 一 「3-5」 で 追加 し た 物 が 目立つ よう に 、 周 り を 薄く 


発光 させ て いき ます 。 


加 「3-3] で シル エッ ト を 描い た レイ ヤー の サム ネイ ル を 


[A EPC 
通常 


Ee 


~ ea] 1002 


選択 二 囲 を 拡 人 @ 


「(Crl キ クリ ッ ク 」 (Mac の 場合 : 較 オク リッ ク ) する と 、 


シル エッ ト の 範囲 で 選択 範囲 が 作成 され る 。 


[選択 範囲 ] メニ ューー [選択 範囲 を 拡張 ] を 選択 、 表 
示さ れ た ダイ アロ グ に 数 値 を 入力 し 、 選択 範囲 を 3ー5 
ピク セル 拡張 する 。 追加 し た 物 を 描い た レイ ヤー フォ ル 
ダー の 下 に 「 加 算 (発光 )] の レイ ヤー を 作成 し 、 明 る 


め の 色 で 塗り つぶ す 。 


[フィ ルター] メニ ューー[ ほ ぼかし] 一 
塗り つぶ し た レイ ヤー を 少し ぼかす こと で 、 物 の 周囲 が 発光 し た よ 


うに な る 。 


り - 


づ 光 の 柱 の エフ ェクト を 導 自 加 する 


[ガウ ス ぼ ぽか し ] を 使用 し 、 


6 風景 イラ スト を ファ ンタ ジ 


CEC っ I 思 

加代 (発光 ) | ご ==m 100<| 
siAamE 
て 


"a 骂 一 到 一 


a | 


= | 


仕上 げ で す 。 

光 の 柱 の エフ ェクト を 追加 し て イラ スト の ス 
ケー ル 感 を 高め ます 。 光 の 柱 の エフ ェクト の 作 
成 手 順 は 、「5-2」 の 発光 手順 と 基本 は 同じ で す 。 
最後 に 細か い 調 整 を し つつ 、 旅 を する 人 間 の シ 
ル エ ッ ト を 加え て 完成 で す 。 


回 光 の 柱 の エフ ェクト の 元 と な る 形 を 描く 。 


回 加 の レイ ヤー の サム ネイ ル を 「(Ctl+ ク 
リッ ク 」 (Mac の 場合 : 園 + ク リッ ク ) し 
て 選択 範囲 を 作成 、 較 の 下 に レイ ヤー を 新 
規 作成 し て 塗り つぶ し 、「 ガ ウス ぽか し 」 
を か ける 。 


回 で 作成 し た レイ ヤー の 合成 モー ド を 「 加 算 (発光 )」 に する 。 さ ら に 較 の レイ ヤー を [レイ ヤー] 一 [レイ ヤー を 複製 ] で 複製 し 、 ガ 
ウス ぽか し を か け て 、 色 味 を 調整 する 。 
な お 、 遠景 の 光 の 柱 は 、 空 気 遠近 法 を 意識 し て 少し 青み が か っ た 色 に し て いる 。 


CE し っ SI 


に] me 100 % 本 


いっ 


| E> [ 河 量 红 


Eee 
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の 章 風景 イラ スト の 基本 


風景 イラ スト は 、 キ ャ ラク ター イラ スト より も 一 枚 の イラ スト に 含ま れる 情報 量 が 多く な り が ち で す 。 そ の た め 、「 イ ラス 
ト の どこ に 視線 を 集め た い (どこ を 目立た せ た い ) の か 」 「 ど うい っ た 視線 の 流れ で イラ スト を 見 て も らい た い の か 」 と いっ 
た こと を 考え 、 見 る 人 の 視線 を うま ぐ く 誘導 する 必要 が あり ます 。 こ れ を や ら な いと 、 見 る 人 の 視線 が 迷っ て どこ を 見 て い 
い の か わか ら な く な っ て し まい 、 結 果 ま と まり の な い イ ラス ト に な っ て し まい ます 。 

ここ で は 、 次 ペー ジ か ら の メイ キン グイ ラス ト を 例 に 、 視 線 誘導 を 意識 し て 描く 際 の ポイ ント を 3 つづ 紹介 し ます 。 


1. イ ラス ト の 抜け 感 を 意識 する 

近 景 か ら 遠 景 ま で の ライ ン で 、 障 害 物 が な い 抜け た 空間 を 設定 

し ます 。 構図 を 考え る に あたっ て 、 ま すず す 始 め に この ライ ン を 設 

定 す る こと で 、 イ ラス ト を 見 た 人 は 奥行 き を すっ と 認識 で きま 

す 。 

この イラ スト の 場合 、 青 い 矢印 が 遠景 へ と 抜け る ライ ン に な り 

ます 。 こ の ライ ン が 、 イ ラス ト を 見 る 人 の 基本 的 な 視線 の 流れ 

に も な り ま す 。 

遠景 へ と 抜け る ライ ン の 付近 に は 、 視 線 を 集め る た め の ラ ンド 

マー ク と な る 場所 を 描き ます 。 人 の 視線 は 、 開 けた 場所 や 周囲 と は 異な る 物 が ある 場所 、 明 る い 場 所 、 遠 近 感 に 大 き な 差 
が ある 場所 な ど に 集中 し ます 。 そ うい っ た 場所 を 描き 、 と ころ どこ ろ で 視線 を 止ま ら せ て イラ スト に リズ ム を 持た せま す 。 


赤い 丸 で 示し た 近 景 の 木々 や 岩 、 石 柱 な ど が それ に 当たり ます 。 こ うい つた 場所 は 、 周 囲 に 比べ て 描き 込ん だ り 、 明 る く 
する な ど し て 、 ほ か と の メリ ハリ を つけ る の も ポイ ント で す 。 


2. 歩い て いけ そう な 道 と ゴー ル 地 点 を 設定 する 

歩い て いけ そう な 道 を 設定 する の も 視線 誘導 に 効果 的 で す 。 見 る 人 は 無意識 に この 道 を な ぞ っ て 視線 を 動か し ます 。 ど こ 
に 向かっ て いる 道 な の か を は っ きり させ る た め に 、 道 の 先 に は ゴー ル 地 点 を 描く の も よい で し よう 。 

この イラ スト で は 、 奥 の 遺跡 を ゴー ル 地 点 と し 、 そ こ に 向かっ て 道 を 描い て いま す 。 

この よう な 歩い て いけ そう な 道 は 、 実際 に この 世界 を 冒険 し た く な る よう な ワク ワク 感 が あり ます 。 そ の た め 、 視 線 誘導 
の ほか 、 イ ラス ト の 世界 に 入り 込ま せる 効果 も あり ます 。 


3. 視線 を 長く 動か させ る 

この イラ スト の ゴー ル 地 点 ( 奥 の 遺 跡 ) に 向かっ つて いく 道 は 、 
ジグ ザ グ に な る 道筋 を 意識 し て 描い て いま す 。 ジ グ ザ グ に する 
こと に よっ て 、 視 線 の 動き が 増え る た め 、 結 果 的 に イラ スト の 
情報 量 が 増え た よう に 感じ られ ます 。 ま た 、 見 る 時 間 が 長く な 
る た め 、 そ の 分 イラ スト の 世界 に 入り 込む こと に も な り ま す 。 
ジグ ザ グ の 視線 誘導 は 、 道 を 描く こと に こだわ る 必要 は あり ま 
せん 。 そ れ は 、 物 の 配置 場所 を 工夫 する こと で も 可能 で す 。 
また 、 ジ グ ザ グ で は な ぐ く 円 状 の 視線 誘導 を 意識 し て みる の も 効 
果 的 で す 。 


ファ ンダ ジー イラ スト 
に お ける 属性 
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3 章 ファ ンタ ジー イラ スト に お ける 属性 


图 属性 に よっ て 広がる イラ スト の 表現 


本 書 で 扱う 属性 と いう テー マ に つい て 解説 し て いき ます 。 フ ァ ン タ ジ ー に お ける 属性 と いう テー マ は 切っ て も 切れ な い 関 係 で あり 、 
さま ざま な も の が あり ます が 、 こ こ で は 「 地 ( 土 )」「 風 」「 火 ]「 水 」 の いわ ゆる 4 大 元素 を 中 心 に 扱い ます 。 
また 、「6-1]」 で は 、4 章 の メイ キン グ に 入る 前 に 、 本 書 イ ラス ト の 属性 表現 に つい て 、「6-2] で は 、 ま ず は 目指 すべ き イ ラス トレ 


ベル を 掲載 し て いま す 。 


属性 の 持つ イメ ー ジ 


ファ ンタ ジー と は 、「 空 想 」「 幻 想 ] と いっ た 意味 を 持つ 欧米 由来 の 
言葉 で 、 現 実 で は 見 る こと も 体験 する こと も で き な い 幻想 的 な イラ 
スト や 物語 な どの 創作 物 を 指し ます 。 

古く か ら 各 国 に 散ら ば る 神話 や 叙事詩 、 私 た ち が 子 供 の 頃 に 慣れ 親 
し お む 童 話 や お と き 話 を ルー ツ に 、 多 く の 人 々 が ファ ンタ ジー の 世界 
を 広げ て きま し た 。 一品 に ファ ンタ ジー と いっ て も 、「 エ ピッ ク フ ァ 
ンタ ジー」 や 「 ダ ー ク ファ ンタ ジー」「 和 風 フ ァ ン タ ジ ー」 な ど 、 
その 分 類 は 多岐 に 渡り ます 。 ま た 、「 魔 法 少女 」 「 異 能 バ トル 」 と いっ 
た 作品 も ファ ンタ ジー に 分 類 さ れ ま す 。 

ファ ンタ ジー は 、 基 本 的 に 現実 に は 存在 し な い テ ー マ を 扱い ます 。 
よく 知ら れ て いる も の に は 、「 魔 法 」 「 ドラ ゴン] 「 妖 精 」 「 モ ンス ター」 
な ど が あり 、 本 書 で 扱っ て いる 「 属 性 ] も 、 フ ァ ン タ ジ ー に お いて 
メジ ャ ー な テー マ の 一 つ で す 。 

[地 ( 土 )」「 風 」「 火 」「 水 」 の 4 大 元素 、「 光 」「 闇 ] な ど を 各 属 性 
と いう 分 類 に 分 け 、 作 品 に 登場 する 魔法 や 生物 に 割り 当て ます 。 


属性 を イラ スト で 表現 する に は 、 そ れ に ちな ん だ モチ ー フ を 描く の 
が 最も スタ ンダ ー ド で す 。 と くに 「 地 」 「 風 ] 「 火 ] 「 水 」 の 4 属性 は 、 
わか りや すい モチ ー フ が 数 多く 存在 し ます 。 

た と えば 、 火 属性 で あれ ば 炎 や 溶岩 、 水 属性 で あれ ば 雨 や 雪 、 水 、 
地 属 性 で あれ ば 土 や 岩 、 砂 、 風 属性 で あれ ば 竜巻 、 少 し 解釈 を 拡大 
し て 空 を 飛ぶ た め の 翼 な ど を 描い て みて も よい で し ょ う 。 

こう いっ た モチ ー フ は イラ スト に 落と し 込み や すく 、 見 た だ け で そ 
の 属性 を 連想 し て し まう も の で す 。 と くに 、 フ ァ ン タ ジ ー イ ラス ト 
を 好 ん で 見 る 人 に は わか りや すく 伝わり ます 。 


tt ue 
この 属性 と いう テー マ は 、 フ ァ ン タ ジ ー 作 品 で あれ ば ご く ご く 自 然 
に 登場 し ます 。 古今 東西 の あり と あら ゆる 作品 の 中 で 扱わ れる テー 
マ で す が 、 日 本 に お いて メジ ャ ー と な っ た の は 、 や は り 1980 年 
代 に 登場 し た ゲー ム の 影響 が 強い で し よう 。 

多く の 作品 の 影響 の 元 、 フ ァ ンタ ジ ー に お いて 属性 と いう テー マ は 
も は や テン プレ ー ト と な っ て いる の で す 。 

属性 と いう テー マ は 、 す で に ある 種 の 土台 が で き て る 上 で 、 創作 物 
に 活か すこ と が で きま す 。 その た め 、 作 り 手 と し て は 非常 に や りや 
すい テー マ で す 。 

イラ スト に お いて は 、 モ チー フ や 色 な ど が ある 程度 決ま っ て くる た 
め 構 成 が し や すく 、 方 向 性 を 強く 決定 づけ る 指針 に も な り ま す 。 そ 
し て 、 イ ラス ト を 見 る 側 に は わか りや すく テー マ が 伝わり ます 。 
し か し 、 あ る 程度 テン プレ ー ト に な っ て いる と は いえ 、 テ ー マ を 活 
か す の は 作り 手 の セ ンス 次 第 で す 。 個々 の 属性 が 持つ イメ ー ジ を 最 
大 限 利用 する の も よい で すし 、 あ えて 反し て みる の も よい で し ょ う 。 


し か し 、 こ れ ら の モチ ー フ を その まま 描く だ け で は 、 フ ァ ン タ ジ ー 
に は な り ま せん 。 そ れ は 、 炎 に し ろ 氷 に し ろ 岩 に し ろ 普 段 か ら 私 た 
ちの 身近 に ある も の だ か ら で す 。 

そこ で 、 淡 で あれ ば 激しく 燃え 盛る 炎 や 人 物 の 周囲 を 渦巻 く 炎 に し 
て みた り 、 氷 で あれ ば 視界 いっ ぱい の 氷 の 結晶 で 埋め 尽く し て みた 
り 、 岩 で あれ ば 元 の 地形 を 変え て し まう ほど に 地面 を 隆起 させ て み 
た り と 、 身 近 で は あま り 起こ りえ な いよ うな 表現 に し て いき ます 。 
こう いっ つた 現実 に 存在 し て いる も の を 過剰 に 表現 する こと で 、「 フ ァ 
ンタ ジー」 と な っ て いく の で す 。 


1-3 名 が 持つ 属性 の イメ ー ジ 


属性 を わか りや すぐ く 表 現す る 方 法 の 一 つと し て 、 色 の 持つ 特 
性 を 利用 する 方 法 が あり ます 。 モ チー フ と 同様 に 、 色 に も 属 
性 ご と の 固定 化 さ れ た イメ ー ジ が あり ます 。 

た と えば 、 炊 属性 で あれ ば 「 赤 色 」、 水 属性 で あれ ば 「 青 色 」 
と いっ た 具合 で す 。 赤 色 は 炎 の 持つ 色 で ある と と も に 、 熱 さ 
を 連想 させ る 色 、 青 色 は 水 の 持 つ 色 で ある と と も に 、 寒 さ を 
連想 させ る 色 で も あり ます (P.32「2-1」 参照 )。 

これ ら 色 の 持つ 特性 を イラ スト を 見 る 人 に わか りや すく 伝え 
る た め 、 イ ラス ト 全 体 の テー マカ ラー と し て 設定 する の も 効 


果 的 で す 。 テー マカ ラー と し て 設定 し て し まえ ば 、 色 の 構成 赤色 を 基調 と し た 「 火 」 の イメ ー ジ 


が し や すく 、 ま た 、 色 を 選択 する の が 苦手 な 人 の 迷い を 少な 
くし て くれ ます 。 

右 図 は 例 と し て 、 イ ラス ト の 色 味 を 変え た だ け の も の で す 。 
同じ イラ スト で も 色 を 変え る こと に よっ て 人 に 与え る イメ ー 
ジ が 大 きく 変わ っ て きま す 。 

赤色 を 基調 と し た 色 で あれ ば 、 マ グマ が 流れ る 和 熱 の 洞窟 に 、 
青色 を 基調 と し た 色 で あれ ば 、 水 の 流れ る 落ち 着い た 雰囲気 
の 洞窟 に 見 えま す 。 さ ら に 、 地 属性 を イメ ー ジ し た 黄色 を 基 
調 と し た 色 で あれ ば 、 土砂崩れ を 起こ し た 泥水 の 流れ る 洞窟 
に 見 えま すし 、 風 属性 を イメ ー ジ し た 緑色 を 基調 と し た 色 で 
あれ ば 、 風 そよ ぐ 涼 し げ な 洞窟 に 見 えま す 。 

同じ イラ スト で も 色 味 を 変え る だ け で まっ た く 違 っ た 表情 を 


見 せ て くれ る の で す 。 黄色 を 基調 と し た 「 地 ] の イメ ー ジ 


1-4 言葉 の 活用 


属性 を 考え る 上 で 、 言 葉 も 重要 な 役割 果たし ます 。 

まず 、 ア イデ ア の 言語 化 、 描 きた い モ チー フ を 言葉 か ら 連 想 する 方 法 で の 役割 で す 。 
た と えば 、 水 だ っ た ら 、「 気 体 」「 液 体 」「 固 体 ] に な り ま す 。 そ こ か ら 連 想 し 、 気 体 
な ら 駿 や 雲 、 液 体 な ら 川 や 滝 、 個 体 な ら 雪 や 氷 な ど と 、 と り と め の な い 考 え を スケ ッ 
チ し て いき ます 。 

こう や っ て 言葉 か ら ど ん どん 連想 し て 描く も の を 拡大 解釈 し て いく こと で 、 イ ラス ト 
の イメ ー ジ が 固まっ つて いき ます 。 

また 、 イ ラス ト の イメ ー ジ を 見 る 側 に 補足 する 際 に も 、 言 葉 は 効果 的 で す 。 

た と えば 、 右 の イラ スト の 表題 「 涯 心地 の 国 」 で す が 、 こ の 「 漂 ] と いう 字 に は 「 沙 
ち た 水 が 飛 び 散 る 場所 、 滝 ] と いつ た 意味 が あり ます 。 つ まり 、 水 を 意味 する 言葉 で 
す 。 

イラ スト の 全体 的 な 青い 配色 と 流れ 落ち る 滝 か ら 、 な ん と な く 感 じ て いた 水 属性 の イ 
メー ジ に 、 こ の 「 涯 」 と いう 言葉 が は っ きり と し た 水 の 形 を 与え て いま す 。 

また 、「 爆 心地 ] と いう も と も と の 言葉 は 、 火 の 言葉 、 い うな れ ば 水 と 正反対 の 意味 
を 持っ て いま す 。 こ の 「 爆 」 の 字 に 「 涯 ] と いう 字 を 当て る こと で 、 イ ラス ト を より 
印象 の 深い も の に し て いま す 。 


1 属性 に よっ て 広がる イラ スト の 表現 


青色 を 基調 と し た 「 水 ]」 の イメ ー ジ 


「 温 心地 の 国 」 
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3 章 ファ ンタ ジー イラ スト に お ける 属性 


地 属性 


1 属性 に よっ て 広がる イラ スト の 表現 


ここ か ら 本 書 イ ラス ト の メイ キン グ で 取り 上 げ る テー マ で も ある 、「 地 」「 風 ]」「 火 ]「 水 ] 
の 4 属性 に つい て 見 て いき ます 。 

まず は 、 地 属性 で す が 、 こ れ は 、 大 地 の 力 その も の を 具現 化し た 属性 で す 。 大 地 が 潤い 、 
草木 が 生え る こと で 人 に 対す る 恵み や 生命 力 を 、 逆 に 、 大 地 が 乾く 、 割 れる な どす る こと 
で 攻撃 的 な 面 を 表現 で きま す 。 

左 ペ ー ジ の スケ ッ チ で は 、 砂 漠 や 鉱石 、 鐘 乳 洞 な ど で 地 属性 を イメ ー ジ し まし た 。 固 体 と 
し て 形 の 定まっ た モチ ー フ が 多い の も 特徴 で す 。 


また 、 ほ か の 属性 の イメ ー ジ が 強い モチ ー フ と 組み 合わ せる の も 効果 的 で す 。 
大 地 (地球 ) の 力 その も の な の で 、 次 属性 と し て の イメ ー ジ が 強い 噴火 で 大 地 の 力 の イメ ー 
ジ を 強調 させ た り 、 砂 と 竜巻 を 組み 合わ せる こと で 、 砂塵 を 表現 する と いっ た 具合 で す 。 


土 の 色 で ある 「 茶 色 」、 砂 漠 を イメ ー ジ し た 「 黄 色 ] は 、 地 属性 を 連想 させ る 色 で す 。 
また 、 彩 度 が 低め の 色 を 使用 する の も 効果 的 で す 。 

地域 に よ つ て は 赤い 土 、 黒 い 土 や 青 っ ぽい 土 も あり 、 表 現し た いも の に よっ て さま ざま な 
色 を 使用 で きる 属性 で も あり ます が 、 逆 に 、 色 だ け で 表現 する の が 難し いと いう こと で も 
あり ます 。 

色 よ り も 固形 と し て の 形 が ある モチ ー フ で 表現 する ほう が 効果 的 な 属性 で す が 、 ど うし て 
も モチ ー フ を 使用 せ ず に 表現 し な けれ ば な ら な いよ うな と き は 、 黄 色 や 茶色 な どの 色 を 強 
く 出し て み ま し ょ う 。 


IIXX 


何 を 描く か 迷っ た ら 言 葉 か ら 連 想 し て いき まし ょ よう 。 

地 属性 を 始め と し た 4 属性 に は 身近 な も の が 多い の で 、 と り と め の な い 言 葉 か ら ア イデ 
ア を スケ ッ チ し て いき まし ょ う 。 

まず 地 属 性 で す が 、「 岩 」 や 「 土 」「 石 」「 砂 」 と いっ た 言葉 は 直接 的 で わか りや すい 言葉 
で す 。 

「 木 」 「 葉 ]「 草 」 「 花 」 な どの 大 地 に 根 差 す 植物 に 関わ る 言葉 か ら も アイ デア が 膨らみ ます 。 
また 、「 硬 い 」 と いう 言葉 か ら 鉱物 、「 乾 く 」 と いう 言葉 か ら 砂 漠 、「 潤 う ] と いう 言葉 か 
ら 田 畑 、 沼 な どの 連想 が で きま す 。 


ロア ヘー い MY は 


副 の ONT 


地 属 性 


75 


3 章 ファ ンタ ジー イラ スト に お ける 属性 


風 属性 


H i 
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于 二 上 EEE] 
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| 
回 


1 属性 に よっ て 広がる イラ スト の 表現 


風 属性 を 直接 的 に 表現 で きる モチ ー フ は 、 地 属 性 と は 異な り 、 固形 の も の で は あり ませ ん 。 
その た め 、 イ ラス ト に 落と し 込む に は 少々 工夫 が 必要 で す 。 方法 は いく つか 考え られ ます 。 
1 つ 目 は 、 風 の 影響 を 受け た 何ら か の 物 を 利用 する 方 法 が あり ます 。 左 ペ ー ジ の スケ ッ チ 
に ある 旗 や 風車 、 花 び ザ ら な ど が これ に あたり ます 。 こ れ ら の 物 に 動き を 加え る こと で 風 の 
存在 を 感じ させ ます 。 

2 つ 目 は 、 台 風 の よ うに 回 転 す る うねり や 渦 を 利用 する 方 法 で す 。 大 気 の う ね りや 渦 を 描 
いた り 、 物 を 空中 に 巻き 上 げ 、 大 き な 渦 に な る よう に 描く こと で 風 を イメ ー ジ させ ます 。 
3 つ 目 は 、 空 に 関す る モチ ー フ を 描く 方 法 で す 。 鳥 や 飛行 機 な どの 空 を 飛ぶ 物体 や 生き 物 
は 風 属 性 の イメ ー ジ が あり ます 。 ま た 、 翼 その も の が 風 を イメ ー ジ させ る 場合 も あり ます 。 


風 属性 を イメ ー ジ させ る 色 と い うと 、「 緑 色 」 が あげ られ ます 。 

実際 の 風 が 緑色 と いう わけ で は な い の に 、 ど うし て こう いっ た イメ ー ジ が ある の で し ょ う 
か 。 お そら く 、 他 の 属性 ( 地 属 性 = 黄色 、 茶 色 、 火 属性 = 赤 、 オ レン ジ 、 水 属性 = 青色 ) 
が イメ ー ジ を 決め る 上 で わか りや すい 色 で ある た め 、 消 去 法 で 選ば れ た 「 緑 色 」 が 古く か 
ら 多 く の 作 品 で 扱わ れ て きた た めで し ょ う 。 そ の た め 、 私 た ちの 中 で 「 風 属性 = 緑色 」 と 
いう イメ ー ジ が 定着 し て いま す 。 

ほか に も 、 木 々 の 葉 が そよ べく 光景 が 風 を イメ ー ジ させ る こと が あり ます 。「 葉 の 緑 三 風 」 
と いう 考え 方 も で きる の で は な いで し よう か 。 

また 、 緑 色 以 外 で は 、 水 色 や 白 な どの 空 に 近い 色 も 風 の イ メー ジ と し て は 適し て いま す 。 


6666 6464646 
3.3mmsmars 。 


風 属性 に 関わ る 言葉 を 考え た と き に 、「 空 」 に 関わ る 言葉 が 浮か び ま す 。「 雲 」 「 大 気 」「 翼 」 
「 島 」 な ど は 風 属 性 を 連想 させ ます 。 

さら に 、「 春 風 」「 北 風 」「 南 風 」 と いっ た 季節 に ちな ん だ 風 か ら も アイ デア を 膨らませ る 
こと が で きま す 。 


また 、 軽 や か で 優し げ な イメ ー ジ か ら 、「 軽 い ]「 涼 し い 」「 和 爽やか ]、 ス ピー ド や 捉え どこ 
ろ の な さか ら 、「 速 ]「 疾 ] 「 幻 ]」 と いっ た 言葉 も 風 属性 の イラ スト を 描く 際 の ヒン ト に な 
り ま す 。 逆 に 、「 台 風 」「 意 巻 ]「 吹 き 飛ば す ] な ど と いっ た 言葉 は 、 風 の 持つ 力 強 さ 、 攻 
撃 的 な 面 を イメ ー ジ させ ます 。 
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3 章 ファ ンタ ジー イラ スト に お ける 属性 


4 属性 
と コ df 
vs 


La 


1 属性 に よっ て 広がる イラ スト の 表現 


暖 を と っ た り 、 温 か い 食事 を 用 意 し た り 、 と き に は 外敵 か ら 身 を 守っ た り と 、 交 の 使用 な くし 
て 今 の 私 た ち は あ りえ ませ ん で し た 。 炊 属性 は そう いっ た 暖か さ を 表現 で きる 属性 で す 。 
逆 に 、 一 歩 使い 方 を 間違え れ ば 、 私 た ち に 襲い か か る 攻撃 的 な 面 も 備え て いま す 。 そ うい っ た 
荒 々 し さ 、 怖 さ 、 考 え 方 に よ つ て は 力 強 さ を 表現 する こと が で きる 属性 で も あり ます 。 

風 属 性 同様 に 定まっ た 形 の な い モ チー フ が 多い で す が 、 炎 が ある と き は 、 必 ず 燃 えて いる 物 が 
あり 、 爆 炎 や た き 火 、 マ グマ な どの 種類 に よっ つて 、 あ る 程度 の イメ ー ジ が 定着 し て いま す 。 そ 
の た め 、 比 較 的 イラ スト に 落と し 込み や すい で し ょ う 。 左 ペー ジ の スケ ッ チ で は 、 炎 、 黒 煙 、 
爆発 、 マ グマ な どの モチ ー フ を 描い て いま す 。 

定まっ た 形 が ある わけ で は な い の で 、 描 き 方 一 つ で 表情 を 変え る こと が で きま す 。 一口 に 炎 と 
いっ て も 、 類 え 盛 る 炎 と 、 立 ち 上 る 火柱 で は 見 る 人 に 与え る イメ ー ジ が 大 きく 違い ます 。 コ ン 
トロ ー ル 可能 な 火 か ら 予 測 不可 能 な 火 ま で 、 描 き 方 次 第 で さま ざま な 見 せ 方 が で きる こと で 
し ょ う 。 

また 、 熱 や 暑 さ を 表現 する こと で も 次 属性 の イメ ー ジ を 表現 で きま す 。 熱さ に よっ て 立ち 上 る 
湯気 や カン カン 照り の 太陽 の 暑 さ に よる 大 気 の 揺らぎ な ど を イラ スト に 取り 入れ て みる の も よ 
い の で は な いで し ょ うか 。 


次 属性 を イメ ー ジ させ る 色 と し て は 、 赤 色 を お いて ほか に は な いで し ょ う 。 赤 色 は 熱さ を イメ ー 
ジ さ せる 色 で も あり ます (P.32「2-1」 参照 )。 実際 の と ころ 、 温 度 の 高い 災 は 青色 に な り ま 
す が 、 イ メー ジ と し て は 赤色 が 自然 で す 。 

また 、 赤 色 の ほか 、 オ レン ジ 色 も 火 属 性 を 表現 する 上 で 効果 的 で す 。 


660666 4 


前 述 の と お り 、 火 は さま ざま な 表現 が で きる 属性 で す 。 火 を 連想 させ る 言葉 か ら も 多く の アイ 
デア を 得 ら れる で し ょ う 。 

た と えば 、「 灯 り 」 や 「 暖 」 と いっ た 言葉 か ら は 、 火 の 持つ 友好 的 な イメ ー ジ を 連想 で きま す 。 
イラ スト に 落と し 込め ば 、 温 か み の あ る も の に で きる の で は な いで し ょ うか 。 

「 情 熱 」 と いつ た 言葉 か ら は 力 強 さ 、「 怒 り ]」 と いっ た 言葉 か ら は 荒 々 し さ が 思 い 浮 か び ま す 。 
こち ら も な ん と な ぐ く 炊 属性 の イメ ー ジ と 合致 し ます 。 

「 太 陽 」 や 「 煙 ] と いっ た 言葉 も 火 と の 関わ り が 深い で す 。 

さら に 、「 熱 い ]「 暑 い ] な ど と いっ た 言葉 か ら 火 属性 を 連想 する こと が で きま す 。 

また 、 ギ リシア 神話 で プロ メ テ ウ ス が 人 類 に 与え た と され る 「 神 の 始 」、 こ れ に より 人 類 は さ 
ま ざ ま な 文明 や 発明 を 築い た と いう 話 が あり ます が 、 こ こ か ら 「 知 恵 ] の イメ ー ジ 、 火 の 持つ 
赤色 か ら 、「 血 ] そこ か ら 「 命 」 と いっ た 具合 に 発展 させ て いく の も 面白 いか も し れ ま せん 。 
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ざ 章 ファ ンタ ジー イラ スト に お ける 属性 


习 水 属性 


1 属性 に よっ て 広がる イラ スト の 表現 


水 は 生物 が 生き て いく た め に は 必要 不可 欠 な も の で す 。 そ の た め 、 生 命 力 の 象徴 と し て の 
イメ ー ジ が あり ます 。 ま た 、 清 涼感 や 清らか さ 、 清 純 さ な どの 落ち 着い た イメ ー ジ 、 滝 や 
波 な ど で 見 られ る 力 強 さ と 、 さ ま ざ ま な 表情 を 持つ 属性 で す 。 

火 属 性 同様 に モチ ー フ と し て は 形 の 定まら な いも の が 多い で す が 、 イ メー ジ と し て は 定着 
し て いる た め 比 較 的 イラ スト に 落と し 込み や すい で し よう 。 

左 ペ ー ジ の イメ ー ジ スケ ッ チ で は 、 滝 や 雨 、 氷 の 結晶 や つら ら な ど 、 ひ と 目 で 水 と わか る 
モチ ー フ を 描い て いま す 。 炊 属性 の モチ ー フ と 同様 に 、 描 き 方 二 つ で さま ざま な 表現 が で 
きる 属性 で す 。 

また 、 寺 山 や 氷 の 洞窟 な ど で 「 寒 さ ] を 表現 する と いう の も 効果 的 で す 。 


水 と いえ ば 、 ま ず す 初 め に 青色 を イメ ー ジ する こと と 思い ます 。 ほ か に も 水色 、 透 明 色 、 寺 
を イメ ー ジ させ る 白 な どの 冷た さ を 感 じ る 色 で 表現 する と よい で し よう 。 

生命 力 や 清らか さ を イ メー ジ さ せる 水 属性 で す が 、 紫 色 や 黒 な ど を 使用 し て 、 毒 々 し い 真 
逆 の イメ ー ジ で 描い て みる の も 面白 いか も し れ ま せん 。 

また 、 水 属性 は 、 モ チー フ や 色 が 次 属性 と 対極 に な る 場合 が 多い の で 、 そ うい っ た 部 分 を 
強調 し た 描き 方 を する の も 面白 いで し よう 。 


6666 。 。 64 


水 は 私 た ちと の 関わ り が 深く 、 あ ら ゆ る 場所 に 存在 し ます 。 関 連 性 の 深い 物 も 多い た め 、 
さま ざま な 言葉 か ら ア イデ ア を 連想 で きま す 。 

まず 、 水 は 「 気 体 ]」 か ら 「 液 体 ]「 固 体 ] へ と 変化 し ます 。 そ こ か ら 、 気体 な ら 邑 や 雲 、 
液体 な ら 川 や 滝 、 湖 や 海 な ど 、 個 体 な ら 雪 や 氷 、 つ らら 、 結 晶 、 ク リス タル と いっ た 連想 
が で きま す 。 

行動 か ら も 連想 で きま す 。「 泳 ぐ ]「 洗 う ]「 流 す 」 な ど と いう 言葉 は 水 を イメ ー ジ させ る 
行動 で す 。 

感覚 的 な と ころ で いえ ば 、「 寒 い ]「 冷 た い 」「 ク ー ル 」「 清 ら か さ 」「 清 涼感 」 な ど と いっ 
た 言葉 か ら も 落ち 着い て いた り 、 静 か な 雰囲気 の イメ ー ジ が で きま す 。 

ほか に も 「 船 」 や 「 魚 」 な ども 水 を 連想 させ ます 。 
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3 章 ファ ンタ ジー イラ スト に お ける 属性 


本 書 メ イキ ング の イラ スト に つい て 
6-1 衝 7 ラ > ト の テー マー レレ レレ ーー 


ここ で 、 本 書 メ イキ ング イラ スト が 属性 と いう テー マ を どう 活か し て いる の か を 簡単 に 解説 し て いき ます 。 


地 属性 「 天 跡 と 地 龍 」 


原 住民 が 住ん を で いる よう な 建物 で 土 臭 さ を 強 調 し た イラ スト で す 。 
モチ ー フ と し て は 、 乾 いた 地面 や 化石 な ど で 地 属性 を 表現 し て いま 
す 。 し か し 、 カ ラ カ ラ に 乾い 
て いる だ け と いう の も 気持 ち 
の よい も の で は な い の で 、 と 
ころ どこ ろ に 草木 を 、 前 景 に 
は 水 場 を 描い て いま す 。 

配色 は 、 全 体 的 に 黄色 を 基調 


風 属性 「 成 層 す る 幻 塔 」 

SF に 近い ファ ンタ ジー 感 を 意識 し た イラ スト で す 。 

浮遊 感 、 高 高度 の 大 気 の 薄 い 感 じ 、 空 特有 の スケ ー ル の 大 き さ を 表 
現し て いま す 。 さ ら に 、 雲 や 
大 気 の 揺らぎ 、 鳥 、 ド ラゴン 
な ど を 描い て 、 風 属性 の イ 
メー ジ を 強調 させ て いま す 。 
配色 は 、 全 体 的 に 緑色 を 基調 
と し まし た 。 


Y 


火 属性 「 沙 揭 罗 0 血 流 ] 

オリ エン タル 風 建築 の イラ スト で す 。 

火 属 性 の わか りや すい モチ ー フ と し て 溶岩 を 描い て いま す 。 さ ら に 、 
無造作 に 配置 され た 岩 や 木 の 
形 で 火 の 持つ 荒 々 し さ を 強 調 
し て いま す 。 

配色 は 、 赤 色 だ け で は 強 す ぎ 
て 目 に 痛い た め 、 青 や 緑 で 相 
殺し て いま す 。 た だ し 、 メ イ 


水 属性 「 瀑 心地 O 国 | 
西洋 の 城 を イメ ー ジ し た イラ スト で す 。 

火 属 性 と は 逆 に 、 荒 々 し さ の な い 落 ち 着い た 雰囲気 を 表現 し て いま 
す 。 

水 は 滝 で 直接 的 に 表現 し 、 ア 
クセ ント と し て の クリ スタ ル 
も 、 水 属性 の イメ ー ジ を 強調 
し て いま す 。 

配色 は 全体 的 に 青色 を 基調 と 
し まし た 。 


次 の 4 章 か ら そ れ ぞ れ の イラ スト の メイ キン グ に 入る こと に な り ま す が 、 い き な り 最終 完成 イメ ー ジ を 目指 し て し まう と 、 気後れ し て し ま 
うと 思い ます 。 
そこ で 、 次 ペー ジ か ら 、 ま ず は 目指 すべ き 段 階 の イラ スト を 掲載 し て いき ます 。 初め から 完 璧 に 描こ うと せ ず に 、 こ れ ら の レベ ル を 目指 し て 
み ま し ょ よう 。 
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メイ キン グ は 、P.104 か 5 P.109 まで 


1 属性 に よっ て 広がる イラ スト の 表現 


CO 


斑 の は テー で NJ 


メイ キン グ は 、P.118 か ら P.124 まで 


144 まで 
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、P.136 か 
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技法 別 メ イキ ング 


4 章 技法 別 メ イキ ング 


や Oo に に = 人 っ 
スピ ー ド ペイ ン テ ィ ン グ 
この 章 で は 、「 地 「 風 」[ 火 」「 水 」 の 属性 を テー マ と し た イラ スト を それ ぞ れ 異な る 技法 Ne ラン 
で 描い て いき ます 。 ま ず 、 地 属性 の イラ スト は 、「 ス ピー ド ベ インテ ィング 」 と いう 技法 で 描い て いき ます 。 


名 前 の と お り 、 で きる だ け 短 時 間 で 描く た め の 技 法 で す 。 イ ラス ト の どこ を 目立た せ た い の か を きち ん と 考え 、 
描き 込む 場所 を 厳選 する こと が 重要 に な っ つて きま す 。 


イメ ー ジ を 固め る | 二 -大 6 


7 
WO 2115 


1-1 往還 な ラフ を 失 く 。 ) | = : 


各 本 和 lc) 軸 カラ ー マ 
1 ~ 2 時 間 の 短 時 間 で 描く スピ ー ド ペイ ン テ ィ ン グ の 場合 、 始 め に 完成 の 
イメ ー ジ を 固め る 工程 は 非常 に 重要 で す 。 こ の 時 点 で すべ て が 決ま っ て し 4 
まう と いっ て も 過言 で は あり ませ ん 。 ス ピー ド ベ イン ティ ング に 限っ た 話 国 EE 0 


で は な く 、 こ の 作業 を 疎か に し て 作業 を 進め て し まう と 、 イ メー ジ が ほぼ や 
け て き て し まい 、 ま と まり の な い イ ラス ト に な っ て し まい ます 。 


まず は ラフ を 描き ます 。「 ど こ に 何 が ある か 」「 最 終 的 に どの よう な イラ ス 
ト に 仕上 げ る か 」 と いっ た 、 頭 の 中 で イメ ー ジ し た アイ デア は 、 実際 に 描 
いて アウ ト プ ッ ト す る こと を 心がけ まし ょ う 。 手 を 動か すこ と で 、 よ り 面 
白い アイ デア が 生ま れる こと も あり ます 。 

今回 は スピ ー ド ペイ ン テ ィ ン グ な の で 、 選 ぶ モ チー フ は 、 あ まり 正確 な 線 
や パー ス が 必要 な 物 は 避け まし た 。 な お 、 水 面 は 手軽 に イラ スト を 豪華 に 
で きる 要素 な の で 積極 的 に 使用 し て いき まし ょ う 。 


回 [ファ イル ] メニ ュー 一 [新規 ] で 新規 キャ ン バ ス を 作成 する 。 描 き 
た い イ ラス ト の 任意 の サイ ズ を 入力 する か 、「 プ リセ ッ ト 」 か ら 用 意 
され て いる サイ ズ を 選択 する 。 


回 アイ レベ ル を 決め る 。 キ ャ ン バ ス 全体 を 見 渡せ る 倍率 に し て 、 細 部 に 
は こだわ ら ず に 単純 な 線 で ラフ 描い て いく 。 


回 ラフ を 描い た レイ ヤー は 、 こ の 先 の 塗り の 工程 で 色 を な じ ま せ る た め 
に 、 合 成 モ ー ド を 「 乗 算 」 に し て お く 。 


(| の 下地 を 塗る 


| レイ (| 半 択 計 品 (Ss) 表示 (V) フィ ルター(!) 名 


下地 の 色 を 塗っ て いき ます 。 
P.48「 写 真 を 元 に 風景 イラ スト を 描く 」 の 「1-2」 に 近い 作業 で す が 、 今 回 は 短 時 間 で 描く 
こと を 意識 し た スピ ー ド ペイ ン テ ィ ン グ な の で 、 レ イヤ ー の 数 を 極力 少な くし て 描き ます 。 


日 


新規 ラス ター レイ ヤー(N) Ctr+Shift+N 


1 スピ ー ド ペイ ン テ ィ ン グ 


新規 レイ ヤー(E) 3 
新規 色調 補正 レイ ヤー(]) 4 
新規 レイ ヤー フォ ル ダ ー(O) 

レイ ヤー を 複製 (D) 

レイ ヤー を 削除 (T) 


回 「1-1」 で 描い た ラフ の 下 に 、[ レ イヤ ー] メニ ューー [新規 ラス ター レイ ヤー] で レイ ヤー 


[BIT IEEEE ET 


回 


を 新規 作成 する 。 
技 
カラ ー パ レッ ト で 、 近 景 の 影 色 の ベー ス と な る 色 を 決め る 。 法 
別 
回 で 作成 し た レイ ヤー を 、[ 編 集 ] メニ ュー [塗り つぶ し ] で 塗り つぶ す 。 画 
R:255 G:222 B:126 A 2m 0m 08 © キ 
固 で 塗っ た レイ ヤー の 上 に レイ FT の ーー ン 
ヤー を 新規 作成 、 空 に あたる 部 分 て こ 。 
を 土 属 性 の コン セプト カラ ー で あ Tm 
る 黄色 で 塗る 。 水 面 も 薄い 緑色 で 
同じ よう に 塗る 。 
100% 通常 
水面 下地 
100% 通常 
近景 下 地 
100 % 通常 
用 紙 
R:237 G:250 Bi225 
(1-3 識 と 水面 の 色 の イメ ー ジ を 固め る ) 
「 グ ラ デ ー シ ョ ン 」 ツー ル を 使用 し て 、 空 と 水面 の 色 の イメ ー ジ を 固め て いき ます 。 
「 グ ラ デ ー シ ョ ン 」 ツー ルー 「 描 画 色 か ら 透 明 色 」 を 選択 し 、 ツ ー ル プロパ ティ パレ ッ ト で グラ デー ショ ン の 設定 を する 。 空 は 下部 に な 
る ほど 遠景 に な る の で 、 空 気 遠近 法 で 薄く な る 。 水面 は 鏡 の よう に 反転 し て 空 を 映す た め 、 奥 が 遠景 の 空 を 映し て 薄く な る 。 
空 上 部 の グラ デー ショ ン 空 下部 の グラ デー ショ ン 水面 の グラ デー ショ ン 
「1-2」 で 空 、 水 面 塗 っ た レイ ヤー の LT - EC ー 
i マ 1 
上 に レイ ヤー を 新規 作成 、「 下 の レイ ヤー DEW:S ~ A 人 


で クリ ッ ピ ング | s|」 する 。 


グラ デー ショ ン の 始点 一 終点 を ドラ ッ グ 
する 。 空 の 上 部 に グラ デー ショ ン を か け 
た レイ ヤー は 、 自 然 な 色合い で 濃く する 
た め に 合成 モー ド を 「 乗 算 」 に し た 。 


100 % 通常 
Le 


| 関 品 " 
Re 
回 中 % 通常 


ラフ 


| 100% 通常 
空 が グラ デー ショ ン ( 下 〉 
100% 乗算 

較 


100% 通常 
空 下地 
100 % 通常 
区 上 E] 水面 ダラ テーション 
100% 通常 
水面 下地 
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100% 乗算 Ect) 
-| i 
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4 章 技法 別 メ イキ ング 


( 1-4 空気 吉 近 法 を 表現 する 


) 


空気 遠近 法 (P.36「1-5」 参照 ) に よる 近 景 一 遠景 に か け て の 色 の 変化 を 表現 し て いき ます 。 
ここ で は 、 合 成 モ ー ド 「 ス クリ ー ン 」 の レイ ヤー を 使用 し ます 。「 ス クリ ー ン 」 の レイ ヤー を 使う 利点 


は 2 つ あ り ま す 。 


* 重ね た レイ ヤー の 色 が 下 の レ イヤ ー の 色 よ り も 明る く な る 。 


・ 下 の レイ ヤー の 色 を 変え れ ば 、 ス クリ ー ン に 設定 し た レイ ヤー の 色 も まとめ て 変わ る 。 


この 方 法 は 、 手 軽 に 近 景 遠景 の 色 を 調整 で きる た め 、 短 時 間 で 描く スピ ー 
ド ペ イン ティ ング に 最適 で す 。 反 面 、2 章 の 模写 の と き の よ うに 距離 ご と 
に レイ ヤー を 分 け て 、 そ の 一 つ ひ と つ を 調整 し な いた め 、 細 部 の 細か い 色 
の 調整 は 難し く な り ま す 。 


回 「1-2」 で 作成 し た 近 景 の 下地 レイ ヤー の 上 に 合成 モー ド 「 ス クリ ー ン 」 
の レイ ヤー を 新規 作成 し 、「 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング | s|」 する 。 
クリ ッ ピ ング し た ら 、 陰 色 を 決め て 中 景 を 塗る 。 近 景 よ り も 薄い 色 を 
使用 する 。 


回 中 景 よ り 奥 に か け て の 遠景 を 塗る 。 中 景 と 同じ よう に 「 ス クリ ー ン 」 
の レイ ヤー 重ね 、 中 景 よ り も 薄い 陰 色 で 、 奥 を 、 さ ら に その 奥 を どん 
どん 塗っ て いく 。 空気 遠 近 法 で 、 ど ん どん 空 (大 気 ) の 色 に 近づい て 
いく の も ポイ ント 。 


mM 色分け の コツ 


ここ で の 色分け の コツ は 、2 章 5 節 「 写 真 を 元 に 風景 イラ スト を 


描く 」 の と き と 同 じ 物 に 加え 、 要 所 要 所 で 大 きく 色 の 変わ る ボ イ 
ント を 作成 する こと で す 。 骨 の ある エリ ア か ら 次 の エリ ア に 変わ 
る と き と 、 一 番 奥 と その 手前 と の 間 で 大 きく 色 を 変え て いま す 


(1- り 色 の 境目 を な じ ま せ る ) 


「1-4」 で 作成 し た 「 ス クリ ー ン 」 の 各 レ イヤ ー を ぼかし た り 塗 り 足 し た 
り し て 、 色 と 色 の 境目 を な じ ま せ ます 。 


回 「 輪 郭 柔 ら か 」 ブラ シ (P.25) を 使用 し て 、 境 目 を な じ ま せ る 。 後ろ 
か ら 光 が ぼん や り と 差し て いる イメ ー ジ 。 


回 ほか の 部 分 も 同じ よう に 境目 を な じ ま せ 、 全 体 の 完成 イメ ー ジ が 固 
まっ た 。 
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中 | 芸 イヤー| es 


ス 2 ダーン ママ 100 2 
~ 』 


100% 乗算 

ラフ 

100 % 通常 

空 グラ デー ショ ン ( 下 〉 
100% 乗算 

空 グ ラ デ ー シ ョ ン 〈 上 〉 
100 % 通常 
水面 グラ デー ショ ン 
100% スー ン 
100% 2 の ー ン 
100 % 2 リー ン 


100% 通 常 ”人 3 
图 100% 通常 ”全 3 
迄 景 下 地 3 
| 遠景 下地 1 
| 中 景 下 地 1 


空 下地 
水面 下地 
100 % スー ン 
违 景 下 地 2 
4 100 % スー ン 
中 景 下 地 2 


100 % 通常 
用 紙 


ロロ DS る Sunes 


1 スピ ー ド ペイ ン テ ィ ン グ 


ノ 質感 を 出す Mi レイ ヤー フォ ル ダ ー の 活用 
- レイ ヤー フォ ル ダ ー は 、 レ イヤ ー 自 

を まとめ て お く こ と で 管理 が し や LTY 

すく な る ほか 、 フ ォ ル ダー の 合成 回 | 国 将 地 


( 2-1 手間 を か けず に 質感 を 表現 する ) モー ド を 変え る だ け で その フォ ル ee 


ダー に 入っ て いる すべ て の レイ 
光源 を 意識 し な が ら 大 きく 光 の 当たる 部 分 を 塗り つつ 、 骨 や 土 な どの 質感 ヤー の 合成 モー ド が 変わ る と いっ 


を 出し て いき ます 。 通常 の ブラ シ を 使用 し て 一 か ら 質感 を 描い て いく と 時 た 便利 な 機能 も あり ます 
間 も か か る 上 に 、 相 応 の 技術 、 知識 、 経 験 が 要求 され ます 。 

そこ で 、 自 作 の テク スチ ャ ブラ シ を 使用 し て 手 問 を か けず に 描い て いき ま 
す 。 こ うい っ た 部 分 も デジ タル の 強み で す 。 


回 光源 は 右上 、 少 し 夕暮 れ っ ぽ い 雰 囲 気 を 出し た い の で 、 低 め の 位 置か 
ら 当 た っ て いる こと を 意識 する 。 


回 骨 や 岩 の 部 分 は 、「 メ イン で 塗り 」 ブラ シ で 塗り 、 透 明 色 の 「 テ クス チャ 
粗 め ] ブラ シ で 消す 。 地 面 は 、「 地 面 」 ブラ シ で 左右 の ブラ シス トロ ー 
ク を 意識 し て 塗る 。 


「1-4」 で 作成 し た レイ ヤー の 上 に [レイ ヤー] メニ ュー [新規 レ 
イヤ ー フ ォ ル ダ ー] で レイ ヤー フォ ル ダ ー を 作成 し 、 合 成 モー ド を 「 加 
算 」 に する 。 その 中 に レイ ヤー を 作成 し な が ら 、 骨 や 地面 に 質感 を 出 
し て いく 。 塗 りす ぎ て し まっ た 部 分 は 、 レ イヤ ー 
マス ク (P.21 「1-6」 参照) を 作成 し 、 同 じ よ 
うに テク スチ ャ 感 の ある ブラ シ で 擦る よう に 消 
し て 調整 する 。 


回 部 分 部 分 を 細か く 塗 る よう な こと は せ ず 、 大 ま 
か に 塗っ て いく 。 全 体 を 見 渡す と 不思議 と それ 
らし く 見 える 。 


(2-2 全体 の 明る さ を 調整 する 。 ) 


質感 が 出 た の は いい の で す が 、 少 し 下地 の 色 味 が 主張 し すぎ て いて 画面 全 
体 が 暗い 感じ が し まし た 。 そ こ で 、 要 所 要 所 を 明る くし 、 結 果 的 に イラ ス 
ト 全 体 を 明る くし ます 。 こ こ で も 、 そ れ と な く 光 源 の 位置 を 意識 し て お き 
ます 。 


加 「2-1」 で 作成 し た レイ ヤー フォ ル ダ ー の 上 に 合成 モー ド 「 加 算 」 の 
レイ ヤー を 新規 作成 する 。 ブ ラ シ サ イズ を 大 きく し た 「 雲 柔 」 を 使 
用 し て 、 骨 や 岩 、 家 の 光 の 当たっ つて 目立た せ た い 部 分 、 画 面 の 中 央 部 
分 に 薄め の 色 を ぼん や り と 塗っ て 明る くし 、「 に じみ ぼかし 」 で ぼかす 。 
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形 を 整え る 


(3-] 骨 の 形 を 整え る 


) 


ここ か ら 細 部 の 形 を 整え て いき ます 。 ポ イン ト は 、「 形 を 整え る 場所 を 厳選 する 」「 描 き 込 みす ぎ な い 」 こ 


と で す 。 


際限 な く 描き 込ん で いて は 時 間 が いく ら あ っ て も 足り ませ ん 。 と くに 、 ス ピー ド ペ イン ティ ング の 場合 は 、 


自分 の 描く スピ ー ド と 相談 し 、 描 き 込む 場所 や 程度 を 判断 する 必要 が あり ます 。 


また 、 全 体 的 に 細か く 描 き 込ん を で いて は 、 イ ラス ト の 見 せ た い 部 分 が 不明 確 に な っ て し まい ます 。 ど こ を 


目立た な せ た い の か を きち ん と 意識 し て 描き まし よう 。 


この イラ スト で は 、 胃 の 顔 付 近 を 一 番目 を 引く 場所 と し た い の で 、 ま ず は 、 胃 の 細部 を 重点 的 に 描い て 、 
形 を 整え ます 。 重 点 的 に と いっ て も 、 丁 寧 に 描き すぎ る より は 多少 の ラフ さ を 残 し た 方 が 周囲 と の 調和 が 


取れ ます し 、 時 間 の 短縮 に も な る の で 一 石 二 鳥 で す 。 


回 「1-1] で 作成 し た ラフ 線 や 色 を 調整 し て 、 さ ら に 塗り 
に な じ ま せ る 。 水 面 の 下地 レイ ヤー の 下 に 移動 させ 、 不 
透明 度 を 「50 ~ 60%」 程度 まで 下げ る 。 不要 な 線 は レ 
イヤ ー マ ス ク を か け て 非 表 示 に し て お く 。 


回 回 で 移動 し た ラフ の 上 に レイ ヤー フォ ル ダ ー を 作成 し 、 
その 中 に レイ ヤー を 作成 し な が ら 、 細 部 の 形 を 大 ま か に 
整え る 。「 メ イン 塗り 」 ブ ラ シ を 使用 し て 、「 ス ポイ ト 」 ツ ー 
ル で 塗る 場所 の 近く の 色 を 拾い な が ら 全体 の 色 味 が 変わ 
ら な いよ うに 気 を つけ て 描く 。 ど うし て も ラフ さ が 気 に 
な る 場所 は 、 透 明 色 の 「 メ イン 塗り 」 ブラ シ で 薄く 消し 、 
下地 と の グラ デー ショ ン に な る よう に し て な じ ま せ る 。 


(3-2 骨 の 形 を 目立た を せる  ) 


骨 の 、 光 が 当たっ て いる 部 分 を 描き 加え ます 。 

質感 を 出し た と き と 同 じ よ うに 、 右 上 の や や 低め の 位置 か ら 当 た っ 
て いる 光 を 意識 し ます 。 

な お 、 目 立た せ た い 部 分 は 、 フ チ を は つき りさ せる こと で 印象 を 強 
く で きま す が 、 あ まり フチ を は っ きり させ すぎ る ば か り だ と 嘘 っ ぽ 
く 浮 いて し まい ます 。 と ころ どこ ろ の 塗り を ぼかし た り 伸 ば し た り 
し て バラ ンス を 見 な が ら 描 きま す 。 


图 「3-1」 で 作成 し た レイ ヤー の 上 に 、 合 成 モ ー ド を [加 算 (発光 )」 
に し た レイ ヤー フォ ル ダ ー を 作成 し 、 そ の 中 に レイ ヤー を 作成 
し な が ら 光 を 描き 加え て いく 。 な お 、 レ イヤ ー フ ォ ル ダー の 不 
透明 度 は バラ ンス を 見 な が ら 調 整 する 。 


き BD 


| 国共 才 [ 100% 通常 “ 
空 ケ ラテ ーション ( 下 〉 


区 | 图 100% 生生 
| 空 ヴ ラテ デー ショ ン (上 ) 


100% 通常 
空 下地 


| 100% 通常 
| 賠 旧 肝 に oo 昌 


加 箇 ( 発 光 
ea TE 
ルイ ヤー 34 


- 回 PF* 
| me DL 


回 小 -本 apsxims2 に 
四 及 全 


回 き レ ャ - le 列記 に コ 


マ | ES 57 过 


生生 
< 画 广 和 的 可 "| 区 | 


图 | 100% 乗算 
| ウデ ー ョ バド 


100% 通常 
水面 グラ デー ショ ン 
100% 通常 
水面 下地 


| 67% 加算 
| 3 

100 % 加重 
| 图 


MM な る べく 新規 の 
レイ ヤー を 作成 する 
スピ ー ド ベイ ン テ ィ ン グ の 場合 、 
レイ ヤー を 作成 せ ず 、 一 つの レ 
イヤ ー に 描い て し まう 方 法 も あ 
り ま す が 、 私 の 場合 は な る べく 
新規 の レイ ヤー を 作成 し な が ら 
描く よう に し て いま す 。 

と くに ここ で 紹介 し て いる 透明 
色 の ブラ シ を 使用 し て な じ ま せ 
る 方 法 は 、 新 規 レ イヤ ー に 描い 
て いな いと で きま せん 。 


| | 100 % 通常 | 
空 ヴ ラ デ ー シ ジョ ン ( 下 〉 


きき DD ゃ る っ は 6 


1 スピ ー ド ペイ ン テ ィ ン グ 


回 ブラ シ は 、 濃 度 を 下げ た 「 粗 め 塗り 」 を 使用 し 、 下 の 質感 を 活 
か し な が ら 青 に 近い 光 を 描き 加え て いく 。 青 に 近い 色 に する こ 
と で 骨 の 白 さ を 強調 で き 、 さ ら に 、 ほ か と 違う 色相 に する こと 
で 目立た せる こと も で きる 。 


青 に 近い 色 を 塗る 


(、 づ づつ ハレ ーション を 追加 する ) 陸 二 = 
< tA 

さら に 骨 を 目立た せる た め に 、 ハ レー ショ ン の 効果 を 追加 し ます 。 い ご 100 Y 通常 コ 

水面 下地 | 


同属 匣 沁 光 

加 「3-2」 で 作成 し た レイ ヤー フォ ル ダ ー の 下 に 、 「 オ ー バ ー レ イ 」 [em 
の レイ ヤー を 作成 し 、「 輪 郭 柔らか 」 ブラ シ で 人 骨 付 近 に 薄く 青 re 
色 を の せる 。 中 | 贺卡 |] 
| 100 % オー バー レイ 

回 レシ 


POINT ハレ ーション el lo SS 
と くに 強く 光 が 当 た っ て いる 部 分 の 周り が ぼや けた よう に | 贺 . 鸭 六 
な る 効果 で す 。 明 る くし た い 部 分 の 周り に ハレ ーション 効 問 EE 
果 を 入れ る こと で 、 よ り 明る く 見 える と 同時 に 目 を 引く ポ | ee 

AN 一 站 加 oo に 
イン ト に な り ます 。 ii 


(3-4 骨 以 外 の 光 の 当たっ て いる 部 分 を 描く ) 


建物 や 岩 、 地 面 な ど に も 光 を 描き 加え ます 。 
描き 方 は 、 骨 と 同様 で す 。 


回 建物 や 岩 は 光源 か ら の 光 が 右 側面 に 当 
た っ て いる こと を 意識 し て 描く 。 光 の 当 
た つっ て いる 部 分 と 当たっ て いな い 部 分 の 
色 の 差 を は つっ きり と させ る こと で 立体 感 
が 強調 され る 。 


光源 は 右側 に ある の で 、 通 路 の 右側 は 影 に な る 


回 


通路 の 右側 は 、 岩 な どの 影 に な っ て いる の で 、 左 側 に の み 光 が 当たる 。 言 
われ て みれ ば 当たり 前 の こと だ が 、 意 外 と 意識 し て いな い 部 分 。 こう いっ 
た と ころ に 気 を 使う こと で 、 イ ラス ト の 説得 力 が 増す 。 


mM 青い 光 を 入れ る 理由 


全体 の テー マカ ラー が 黄色 な の で 、 補 色 の 青色 を 入れ る こと で 、 色 幅 


が 増え て 派手 に な り ま す 。 さ ら に 、 コ ント ラス ト 差 が 出 て イラ スト に 
深み が 出 ます 。 
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( づ - 明る くし て 輪郭 を 整え る 。 ) CT 


短い 時 間 の 中 で 手間 を か けず に ディ テー ル ア ッ プ させ る に は 、 物 の 輸 郭 と と で 紹介 し た 方 法 を 使え ば 、 右 側 の テン ト の 内 部 の 
を 整え る の が 効果 的 で す 。 よう に 、 も と も と 何 も な か っ た と ころ に 物 の 輸 郭 が 浮 


また 、 こ こ で 紹介 する 「 加 算 (発光 )」 レイヤー を 使用 し た 方 法 で は 、 
遠近 感 も 強調 で きる た め 一 石 二 鳥 で す 。 


( づ - 暗く し て 輪郭 を 整え る ] 


か び 上 が ら せ る こと が で きま す 。 こ の 方 法 の 利点 は 、 
輪郭 を 整え つつ 遠近 感 を 出す と と が で きる と いう の も 
あり ます が 、 物 の シル エッ ト に 手 を 加え ず に 作業 が で 
きる た め 、 も と も と あっ た 色 む ら や テク スチ ャ を 損 な 


「3-2」 で 光 を 描き 加え た レイ ヤー フォ ル ダ ー の 上 に 「 加 算 (発光 )」 わ ず に 描く こと が で きま す 。 
の レイ ヤー を 作成 し 、「 輪 郭 柔らか 」 ブラ シ を 使用 し て 、 整 えた い ces 上 | 
物 の 輪郭 の 外側 を 明る い 色 で 塗る 。 輸 郭 線 の ギリ ギリ を 塗る の で は er 本 ， 5 悪 


な く 、 少 し 奈 裕 を 持っ て 広め に 塗る の が ポイ ント 。 


ブラ シ 濃 度 を 下げ た 透明 色 の 「 輪 郭 柔 ら か ]」 ブラ シ で 、 輪 郭 線 を 残 に | に 
す よ うに 回 で 塗っ た 部 分 を 消し て いく 。 ブ ラ シ を 何 度 も か け て 、 色 

を 少し ぼかし た り 伸ばし た りす る と 、 空 気 や 光 の 揺らぎ を 表現 で き | 
る 。 1 


ほか の 部 分 に も 周 、 回 の 工程 を 繰り 返し 、 輪 郭 線 を 整え る 。 レ イヤ ー 
が 増え た ら 、 レ イヤ ー フ ォ ル ダー に まとめ て お く 。 


「3-5」 の 輪郭 を 整え る 方 法 は さま ざま な 利点 が あり ます が 、 ど うし て 
も イラ スト に 明る い 場 所 が 増え て いっ て し まう 、 と いう 欠点 も あり ます 。 
明る い 場 所 は 視線 を 集め や すい た め 、 際 限 な く 増 えて し まう と 、 目 立た 


せ た い 部 分 が 曖昧 に な っ て き て し まい ます 。 そ の た め 、「3-5」 の 方 法 
と は 逆 に 、 物 の 内 側 を 暗い 色 で 塗っ て か ら 輪 郭 を 整え る 方 法 で 、 全 体 的 
に 暗い 部 分 を 増やし な が ら 輪 郭 を 強調 し て いき ます 。 


加 


「3-5」 で 作成 し た 「 加 算 (発光 )] の レイ ヤー の 上 に 「 乗 算 」 の レ 
イヤ ー を 作成 し 、 整 えた い 輪 郭 の 内 側 を 暗め の 色 で 塗る 。 


1 スピ ー ド ペイ ン テ ィ ン グ 


回 ブラ シ 濃 度 を 下げ た 透明 色 の 「 輪 郭 柔 ら か ] ブラ シ を 何 度 も か け て 、 
不要 な 部 分 を 消し て いく 。 


回 回 、 回 の 工程 を 繰り 返し 、 全 体 的 に 輪郭 を 強調 する 。 同 時 に 、 暗 く 
影 に な つて いる 部 分 も 塗っ て いく 。 暗 い 部 分 が 増え た こと で 画面 が 
締まり 、 か つ デ ィ テ ー ル が アッ プ し た 。 こ ちら も 、 レ イヤ ー が 増え 
た ら レ イヤ ー フ ォ ル ダー に まとめ て お く 。 


( づ - / 明暗 の コン トラ スト を 調整 する ) 


「3-6」 で 全体 的 に 暗 さ が 増し た の で 、 明 る い 部 分 を 再び 加え て 明暗 の コン トラ スト を 調整 し ます 。 

また 、「3-3] で 骨 を 周り か ら 目 立た せる た め に 青く し まし た が 、 今 度 は その 青 自体 が 単調 に 思え て きた の で 、 光 が 当たっ て いる 部 分 を オレ 
ンジ 色 に し て 強調 し まし た 。 

スピ ー ド ペイ ン テ ィ ン グ は 、 初 め に イラ スト の 大 体 の イメ ー ジ を 固め る だ け で 、 細 部 まで は 詰め な いこ と が 多い た め 、 描 き 進め な が ら 計 画 に 
な いと っ さ の 判断 を 取り 入れ る こと が あり ます 。 こ うい っ た 
判断 は 経験 が も の を 言う た め 、 多 く の イ ラス ト を 見 て 何 枚 も 


イラ スト を 描き 、 自 分 の 中 の 引き 出し を 増やし て いく こと が NE 
重要 で す 。 j 芒 BE) > < 
~ Si ER 
100 % 乗算 
回 「3-6」 で 作成 し た 「 乗 算 」 の レイ ヤー の 上 に 「 加 算 ( 発 售 帳 是 | 脱衣 空 が ラ デ ーション (上 ) 
光 )」 の レイ ヤー を 作成 し 、「 輪 郭 柔 ら か 」 ブラ シ を 使用 四 
し て 光 が 当 た っ て いる 部 分 を オレ ンジ 色 に 塗る 。 薄く も 网 回 因 
や が か か っ た よう に 塗り 、 ほ や っ と し た 空気 感 を 出す 。 | 人 
回 水面 下地 
回 オレ ンジ 色 を 加え た 代わ り に 、 全 体 的 に 青色 が 足り な く 四 0 
な っ た の で 、「3-3」 で 描い た 骨 周 辺 の 青い ハレ ー シ ョ | | ， RE 
ン を 中 央 の 通路 まで 広げ る 。 オレ ンジ 色 を より 際立た せ の FE 
る 効果 も ある 。 100% 加代 発光 ) | | 
0 So 
| ゅ | | ロコ 20% 加 門 ( 発 
全体 の パラ ンス を 見 つつ 微 調整 を 行う 。 ここ で は 、「3-5」 ーー 
で 作成 し た レイ ヤー フォ ル ダ ー の 不透明 度 を 少し 下げ 这 -| 
て 、 明 る さ を 調整 し た 。 きき DB こそ 四 に 人 


地 属性 


rot) 
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4 章 技法 別 メ イキ ング 


(させ フチ に ハイ ライ ト を 入れ て 細部 を 整え る 


物 の 輪郭 と 光沢 が で きそう な 部 分 の み に 集 中 し て 、 ハ イラ イト を 措 
いて いき ます 。 こ こ で の ハイ ライ ト は 、 最 も 明る い 部 分 を 表現 する 
の と 同時 に 、 物 の シル エッ ト を 際立た せ 、 内 側 の 細か い 凹 凸 を 整理 
する た めで も あり ます 。 


回 「3-7」 の 問 で 作成 し た オレ ンジ 色 の 光 を 描い た レイ ヤー の 上 
に 「 加 算 (発光 )」 の レイ ヤー を 作成 し 、「 メ イン 塗り ]」 の ブラ 
シ サ イズ を 小さ くし て 輪郭 を フチ 取る 。 フ チ が 取れ た ら 内 側 の 
細か い 凹 凸 を 意識 し て ハイ ライ ト を 入れ て いく 。 胃 は 視線 を 集 
め た い の で 、 と くに 重点 的 に 行う 。 


前 の テン ト や 岩 に も ハイ ライ ト を 入れ る が 、 骨 より は 気持 ち 
抑え 気味 に する 。 


固 この 作業 に よっ て 、 物 の シル エッ ト が は っ きり する た め 、 イ ラ 
スト か ら 曖 昧 さ が 消 えて まとまり が 出 た こと が わか る 。 


1 スピ ー ド ペイ ン テ ィ ン グ 


描き 込む 


ーー し 4 
(4-1 全 晤 帮手 < 
ひと きわ 暗い 陰 に な る 部 分 を 追加 し て いき ます 。 
さら に 、 ほ か の 物 の 影響 に よっ て 落ち る 影 を 描い て いき ます 。 こ こ で も 、 
光源 の 方 向 を な ん と な く 意 識 し て お きま す 。 陰影 を 追加 し た ら 、 地 上 の 描 
画 は いっ た ん 置い て お きま す 。 


图 「3-8」 で 作成 し た [加 算 (発光 )」 の レイ ヤー の 上 に 「 乗 算 ]」 の レイ ヤー 
を 作成 し 、 骨 の 口 や 目 の 奥 や テン ト の 中 な ど 、 ひ と きわ 暗い 陰 に な る 
部 分 を 塗る 。 


回 同じ く 「 乗 算 」 の レイ ヤー で 、 ほ か の 物 の 影響 に よっ て 落ち る 影 も 描 
き 込 む 。 


右上 か ら の 光源 を 意識 し て 、 影 の 方 向 を 決め る 。 


(4-2 空 の 浮遊 石 を 描く ) 


空 を 描き 込ん で いき ます 。 ま ず は 、 浮 遊 石 を 描き ます 。 


四 すべ て の レイ ヤー の 一 番 上 に 「 乗 算 ] の レイ ヤー を 作成 し 、 浮 遊 石 の シル エッ 
ト を 描く 。 石 の 配置 は 、 中 央 の 岩山 を 囲う よう な 円 状 を 意識 する 。 シル エッ 
ト の 大 き さ で も 遠近 感 が 感じ られ る よう に 、 奥 行き に よる 大 小 を 意識 し て 描 
く 。 


回 回 の レイ ヤー の 上 に レイ ヤー を 作成 、「 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング | s 」 
する 。 遠 近 感 を 意識 し て 、 遠 く の 石 が 薄く 、 手 前 が 濃く な る よう に グラ デー 
ショ ン を か ける 。 


さら に 「 加 算 (発光 )]」 の レイ ヤー を クリ ッ ピ ング し て 、 明 る い 部 分 を 描き 
加え る 。 あ まり 描き すぎ る と 目立ち すぎ て し まう の で 注意 する 。 あく まで イ 
ラス ト の 主役 は 地上 で ある 点 、 浮 遊 石 は 遠く に ある 点 か ら 、 さ ら っ と し た 描 
き 込み に する こと で メリ ハリ も 出る 。 
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( 4-3 婁 を 描く ) 


浮遊 石 が 描け た ら 雲 を 描き ます 。 
中 央 の 岩山 を 囲う よう に 、 広 が り を 意識 し て 描い て いき ます 。 
雲 の 詳し い 描 き 方 は 、P.38「1-1」 も 参照 し て くだ さい 。 


回 「1-3] で 作成 し た 空 の グラ デー ショ ン の 上 に レイ ヤー を 新規 
作成 、 層 に な る よう に レイ ヤー を 重ね て 雲 を 描く 。 ブ ラ シ は 、「 雲 
柔 」 1 本 で 描く 。 下 の ほう の 明る い 色 の 雲 は 、 も や が か っ た よ 
うな 雲 を 大 ま か に 描く 。 さ ら に その 下 に 「 乗 算 」 の レイ ヤー を 
作成 し 、 若 干 暗い グレ ー で 輪郭 を フチ 取る よう に 層 を 重ね る 。 


回 上 の ほう の 暗い 色 の 雲 は 遠近 法 を 意識 し 、 手 前 の 方 が 縦 幅 が 大 
きく 、 奥 に いく に つれ どん どん 圧縮 され 横 に 長く な る よう に 描 
く 。 も ちろ ん 横幅 も 奥 に いく ほど 小さ く な る 。 

グラ デー ショ ン を か け 、 明 る い 部 分 を 描き 加え る 。 


回 上 部 に 白い 雲 を 描き 加え 、 さ ら に 層 を 増やす 。 


可 “PE 


(4-4 空 に 深み を 与え る  ) 


全体 の バラ ンス を 見 な が ら 、 空 の 色 を 調整 し て いき ます 。 大 
気 の 揺らぎ や 空 の 色合い な どの 微妙 な 変化 で も 、 手 間 が か か 
ら な い の で あれ ば 積極 的 に 手 を 加え て いき まし よう 。 


「1-3] で 空 の グラ デー ショ ン を 描い た レイ ヤー の 上 に 、 
「 オ ー バ ー レ イ 」 の レイ ヤー を 作成 し 、 う っ すら と 大 気 
の 揺らぎ を 描く 。 上 部 に は 薄い グレ ー で グラ デー ショ ン 
を 重ね 、 色 に 深み を 与え る 。 
さら に 、 浮 遊 石 が 空 に 溶け 込み すぎ て いた の で 、 浮 遊 石 


を 描い た レイ ヤー の 下 に 「 加 算 (発光 )」 の レイ ヤー を ーー る 
作成 し 、 ほ ん や り と 発光 し た よう お 効果 を 入れ る 。 また 、 < 世 
画面 全体 が 単調 な 黄色 に な っ て いた の で 、「1-2] で 作 yk 


< ft 


成 し た 空 の 下地 の 色 を [編集 ] メニ ューー [色相 ・ 彩 度 ・ 
明度 ] で 少し 緑色 に 寄せ る 。 


空 の 下地 の 色 を 「 色 相 ・ 彩 度 ・ 明 度 」 で 緑色 に 寄せ る 


仕上 げ る 


CD-1 テン ト に 継 き 目 を 入れ る ) 


1 スピ ー ド ペイ ン テ ィ ン グ 


( 5-2 植物 を 描く 


) 


テン ト に 継ぎ 目 を 入れ て 、 荒 廃し た 感じ を 強調 し ます 。 
ここ も 細か く 描 く 必 要 は な く 、 ざ っ くり と 描く だ け で ディ テー ル 
アッ プ が で きま す 。 


回 継ぎ は ぎの 線 を ざっ くり と 描き 、 境 目 で 色 を 変え る だ け で それ 
らし く 見 える 。 


地上 部 分 に 植物 を 描い て いき ます 。 


で す 。 


・ シ ル エ ッ ト で 描く 
・ 目立た な い 場 所 に 描く 


こう いっ た 植物 の シル エッ ト は 、 
細か い 描 き 込み が 必要 な く 、 そ の 
上 で 画面 の 情報 量 を 増やせ る の で 
便利 で す 。 


回 手前 に 草 を 描く 。 シ ル エ ッ ト 
と 、 ほ ん の 少し グラ デー ショ 
ン か ける 程度 に する 。 


回 奥 の ヤ シ の 木 は 、 空 気 速 近 法 
を 意識 し て ぼかす と よい 。 


(5- 差し 色 を 入れ る 


赤 の 差し 色 を 入れ て 、 画面 に 面白 み を 出し て いき ます 。 


こう いっ た 差し 色 は 作業 の 途中 で 入れ て し まう と イラ スト 全体 の バラ ンス を 


保つ の が 大 変 な の で 、 最 後 の 仕 上 げ で 入れ る よう に し ます 。 


回 池 に か か っ て いる 骨 、 テ ント の 中 、 奥 の 小屋 に 赤 の 差し 色 を 入れ る 。 


イラ スト で あま り 使 用 され て いな い 色 を ワン ボイン ト で 入れ ます 
補色 を 入れ る の と 同じ よう に 、 色 幅 が 増え て 深み が 出 ます 


ここ で 大 切な の は 以下 の 2 点 
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(5-4 水面 を 描く ) 


水面 の 描き 込み は 、 手 間 を か けず に 画面 の 情報 量 を 増やせ る 上 に 完成 度 を 一 気 に 高め られ ま 
す 。 短 時 間 で 描く スピ ー ド ペイ ン テ ィ ン グ で は と くに 有効 で す 。 

水面 へ の 映り 込み や 水 の 揺らぎ は 、 大 ま か に 描い て も それ らし く 見 える の で 、 あ まり 難し く 
考え ず に 描き まし ょ う 。 

水面 の 描き 方 は 、P.43 「4-1」 も 併せ て 参照 し て くだ さい 。 


BEPX コ CI 
回 「1-3」 で 水面 に グラ デー ショ ン を か けた レイ ヤー の 上 一 < 
に レイ ヤー を 新規 作成 、「 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング ーーーーーー ーーーー- 
|」 し 、 空 の 色 に 合わ せ て うっ すら と 緑色 を 加え る 。 還 Ee 
| a 
回 水面 の 上 に か か っ て いる 骨 を コピ ー し 、 加 の レイ ヤー の | rr 
上 に クリ ッ ピ ング する 。 [編集 ] メニ ューー [変形 ] 一 [上 二 DTE 
下 反 転 ] させ 、[ 編 集 ] メニ ュー [変形 ] 一 [自由 変形 SF 
で 水面 に 合わ せ て 変形 させ る 。 そし て 、 レイ ヤー の 人 Q 秀 | 全 小 [] 
明度 を 「40 ~ 50%」 程度 まで 下げ る 。 円 EE 
・ | 国 忆 六 
水面 に 映る で あろ う 奥 の 地面 部 分 も 、 骨 と 同じ よう に コ 人 
ピー し て 配置 する 。 透明 色 の 「 メ イン 塗り 」 ブラシ を 使 ・ Le 上 
用 し 、 手 前 か ら で う っ すら と グラ デー ショ ン に な る よう 医 _ 2GD を る RS 


に 消し て いく 。 


回 回 、 固 で コピ ー し た レイ ヤー の 上 に 「 乗 算 」 の レイ ヤー を 作成 し 、 骨 や 水面 の フチ の 段 
差 に よっ て 落ち る 影 を 加え る 。 揺 ら ぎ を 意識 し て 少し ぶれ た よう な 線 を 重ね る よう に 描 
く 。 


四 回 で 作成 し た レイ ヤー の 上 に 「 加 算 (発光 )」 の レイ ヤー を 作成 し 、 奥 か ら 手前 に か け て 
うっ すら と グラ デー ショ ン を か ける 。 さ ら に その 上 に 「 加 算 ( 発 光 )]」 の レイ ヤー を 作成 し 、 
水 と 地面 と の 接地 面 の 揺らぎ を フチ に 
明る い 線 を 引く こと で 表現 する 。 


手前 側 に は 光 の 揺らぎ を 足す 。「 加 算 
(発光 )]」 の レイ ヤー で 描い た も の を 複 
製 し 、 ぼ か し て 重ね る こと で 光っ て い 
る よう に 見 せる 。 


画像 の コピ ー は 一 度 イ ラス ト 全 体 を コピ ー し て か ら 不 要 な 部 分 を 消す 方 法 で 行い ます 。 
[レイ ヤー] メニ ュー 一 [表示 レイ ヤー の コピ ー を 結合 ] で イラ スト 全体 の コピ ー を 作 


成 し ま す 。 そ の 後 、 大 ま か に 必要 な 部 分 以外 を 消し て 、 綺 麗 に レイ ヤー マス ク を か け ま 
す 。 そ れ を 、 任 意 の 場所 に 配置 し ます 。 

必要 な 部 分 の レイ ヤー を 探し て コピ ー す る より も 、 こ の 方 法 の ほう が レイ ヤー を 探す 手 
間 が 省け る た め 、 時 間 短 縮 に つなが り ま す 。 


1 スピ ー ド ペイ ン テ ィ ン グ 


(5-5 全体 の 色調 を まとめ る ) 
全体 の 色調 に まとまり を 出し て いき ます 。 今回 は 、 合 成 モ ー ド 「 オ ー バ ー レ イ 」 | 
の レイ ヤー と 色調 補正 レイ ヤー の 「 ト ー ン カー ブ 」 を 使用 し ます 。 に 


100% オー バー ルイ 
色 较 ? 


国 100% オー バー ルイ 
色 油 2 
回 50% オー バー ルイ 
に 
100% 通常 


加 すべ て の レイ ヤー の 一 番 上 に レイ ヤー フォ ル ダ ー を 作成 し 、 そ の 中 に 「 オ ー | mr 
バー レイ 」 の レイ ヤー を 作成 する 。 中 央 付近 に は 明る い 色 、 そ の 周囲 に は テー 
暗い 色 を 塗る こと で 、 明 る い 部 分 と 暗い 部 分 を ある 程度 まとめ る こと が で き 
きる 。 よ く 見 る と 暗い 部 分 に も 少し 明る め の 水 色 の ムラ が ある が 、 こ れ は 


反射 光 に より 少し だ け 明 る く な っ て いる 部 分 に 塗っ た も の 。 


まず は 、「 オ ー バ ー レ イ 」 の レイ ヤー で 、 中 央 付近 を 明る い 部 分 、 そ の 周囲 を 
暗い 部 分 と し て まとめ て いき ます 。 


Du 合成 モー ド 「 通 財 」 


レイ ヤー フォ ル ダ ー に だ け 設 定 で きる 合成 


モー ド で す 。 フ ォ ル ダー の 中 に ある レイ ヤー Mt 
の 合成 モー ド や 色調 補正 レイ ヤー の 効果 を 、 rms に ロ 
フォ ル ダ ー の 外 に ある レイ ヤー に も 適用 で き | に 


100 % オー バー レイ 


ます 。 | m2 


60 % オー バー レイ 
色 油 1 


(5 ら 5-0 トー ンカ ー ブ で 調整 する ) 
続い て 、「 ト ー ン カー ブ 」 の 機能 で 明る い 部 分 と 暗い 部 分 の コン トラ スト を 強 
調 し て いき ます 。「 ト ー ン カー ブ 」 の 色調 補正 レイ ヤー を すべ て の レイ ヤー の 
一 番 上 に 作成 し て 、 イ ラス ト 全 体 に 補正 を か け ま す 。 色調 補正 レイ ヤー を 使え 
ば 、 あ と あと 調整 や 変更 が で きる の で お スス メ で す 。 


回 [レイ ヤー] メニ ュー 一 [新規 色調 補正 レイ ヤー] 一 [トー ンカ ー ブ ] を 
選択 する 。 表示 され た 「 ト ー ン カー ブ 」 ダイ アロ グ を 図 の よう に 設定 し 、 
画面 全体 の コン トラ スト を 強調 する 。 


[A トー ンカ ー ブ @ 


100 % オー バー レイ 
色調 4 

100 % オー バー レイ 
色調 3 


100 % オー バー レイ 
色調 2 


60 % オー バー レイ 
色調 ! 
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-/ [AZ 
CD 空 の エフ ェクト を 描く PE 
空 の エフ ェクト を 描い て 完成 させ ます 。 空 に 浮か ぶ 魔 法 陣 や 空 に 向 。 | 言 洲 中 | 打 中 線 
か っ て 伸び る 光 の 柱 は 、 イ ラス ト の スケ ー ル 感 、 フ ァ ン タ ジ ー 感 を 
一 気 に 高め る こと が で きま す 。 一 一 be 
| 一 ーー 
四 “加 形 」 ツー ル の 「 直 線 」 や 「 枯 円 」 を 使用 し て 、 魔 法 陣 の よ 一 一 一 ーー 
3 四 直接 <。 ーー om 
| 
回 回 の 図形 を 変形 させ 、 空 に 配置 する 。 さら に 周り に は エフ ェ ク | ーー sp 
ト を 描き 込む お 。 と ころ どこ ろ 薄 く 消し た り 、 ほ か し た り し て 、 | 百合 


大 気 に よ る 揺らぎ を 表現 し 、 ス ケー ル 感 を 出す 。 


固 中 央 の 山 か ら 空 に 伸び る 光 の 柱 、 岩 山 に 浮か が び 上 が る 幾何 学 的 
な 文様 を 描く 。 フ ァ ン タ ジ ー 感 が 強調 され る 。 


回 魔法 陣 、 光 の 柱 、 文 様 を 発光 させ て いく 。 手順 は 、「 風 景 イラ 
スト を ファ ンタ ジー 風 に する 」 の P.68 「5-2」、P.69 「5-3] 


も 参照 の こと 。 最 後に 人 物 を 追加 し て 完成 。 メ 


き ¢ RR 


POINT 


今回 は 図形 や エフ ェクト を 1 か ら 作 成 し ま し た 
が 、 普 段 か ら 幾 つか スト ッ ク を 作っ て お きま 
し よう 。 
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1 スピ ー ド ベイ ン テ ィ ン グ 


寒い 冬 の 朝 、 部 屋 の 窓 ガ ラス の 結 填 に 敬 い と た こと は あり ませ ん か 。 こ れ は 、 夜 の 間 に 外 気温 と 室内 の 温度 差 に よっ て 空気 
中 の 水分 が 気体 一 液体 と な っ た 結果 で す 。 そ う で す 。 空気 中 に は 目 に 見 えな い 状態 で 水分 が 「 あ る 」 の で す 。 目 に は 見 え 
な いも の 、 た と えば 空間 、 時 間 、 温 度 、 風 な ど な ど 。 こ れ ら を イラ スト に 描く こと が 、 空 気 感 を 描く と いう こと に ほか な 
り ま せん 。 

ファ ンタ ジー 風景 に お いて 、 こ の 空気 感 を 表現 する こと は と て も 重要 に な っ て きま す 。 

ここ で は ほん の 一 例 と し て 、 私 が 実践 し て いる 空気 感 の 出し 方 を 紹介 し て いき ます 。 


線 を 線 だ と 認識 させ な い 

イラ スト は 、 線 を 重ね る こと に よっ て 一 枚 の 作品 と な っ て いき ます 。 そ れ は 、 物 
の 輸 郭 で あっ た り 、 溝 で あっ た り 、 影 の 生 線 で あっ た り と さま ざま で す 。 

空気 感 を 表現 する た め に は 、 こ の 線 を 線 に 見 せな いこ と が 大 切 で す 。 

P.59 の コラ ム 「 イ ラス ト に スト ー リ ー を 持た せる 」 で も 話し た よう に 、「 見 る 人 
を いか に し て イラ スト の 世界 に 入り 込ま せる か 」 と いう こと は 、 イ ラス ト を 描く 
上 で の 永遠 の 課題 に な り ま す 。 

これ を 考え た と き に 、 イ ラス ト を 形作っ て いる 線 が 邪魔 を し ます 。 見 る 人 は 、 線 
を 線 だ と 認識 し た 瞬間 に 、 イ ラス ト を た だ の 絵 だ と 捉え て 冷め て し まい ます 。 作 
業 感 を イラ スト の 中 に 見 て し まう の で す 。 そ うな る と 、 作 品 世界 に 入り 込め ず 、 
見 る 人 の 心 に 残り に くく な り ま す 。 

そこ で 、 描 いた 線 を た だ の 線 で は な く 、 イ ラス ト を 構成 する 何かしら の 要素 に 見 
せ 、 作 業 感 を 消し て いく 必要 が あり ます 。 

線 を 描い て も 、 ぼ か し た り 、 端 を 消し た り 、 色 を 塗っ て も 単色 に 見 えて 少し グラ 
デー ショ ン を か けた り と いっ た 、 細 か い 点 に 気 を 使い ます 。 こ の 「 作 業 感 を 感じ 
させ な いよ うに する た め の ひ と 手間 ] が と て も 重要 で す 。 

こう いっ た 細か い 作 業 の 積み 重ね が 、 結 果 的 に 「 空 気 感 」 に つなが っ て いく の で す 。 


= 
文様 の 里 を 薄く 消す こと で 作業 感 を 消し て いる 
空気 を 描く 


空気 は 透明 な 物体 で す 。 目 に は 見 えま せん が 、 地 球 上 で あれ ば た いて い の 場 所 に 存在 し て いま す 。 
空気 感 の ある イラ スト を 描こ うと する と き 、 私 は この 「 空 気 その も の を 描く 」 こ と を 心がけ て いま す 。 


透明 な 物体 を 描く と いう の は 、 と て も 難し いこ と に 感じ る か も し れ ま せん が 、 テ PPE 
クニ ッ ク と し て は あり ふれ た も の で す 。 Rh 人 


た と えば 、 空 気 遠 近 法 に 見 られ る 遠景 の ば か し な ど が そう で す 。 遠く に ある も の 


ほど ぼかし て 描く の は 、 視 点 と 物 の 間 に た くさ ん の 空気 が ある こと を 表現 し て い 
る か ら で す 。 

つま り 、 表 現 を 通し て 、 結 果 的 に 「 空 気 を 描く 」 こと に な っ て いる の で す 。 

これ を 意識 する と 、 ど こ を ぼかす の か 、 ど この 色 を か すま せる の か と いっ た こと 
が 見 えて きま す 。 

この ぼかす 、 か すま せる と いっ た 表現 は 「 空 気 感 」 に な っ て いき ます 。 


空気 遠近 法 に よる 遠景 の ぼかし は 、 空 気 
を 描い て いる と 考え る と わか りや すい 
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4 章 技法 別 メ イキ ング 


a o ハーー 局 
$$ ト グ 
シル エッ トペ イン ティ ン 

風 属性 が テー マ の イラ スト を 「 シ ル エ ッ ト ペ イン ティ ング | と いう 技法 で 描い て いき ます 。 5 ヘー ンス 
物 を 線 で は な く シ ル エ ッ ト で 捉え つつ 、 個 々 の 要素 の 細か い 描 き 込 みよ り も 、 全 体 の 色 や 配置 の パラ ンス を 意識 し 
て 描い て いき まし ょ う 。 ス ピー ド ペ イン ティ ング に 近い も の が あり 、 細 か く 線 を 描く わけ で は な い の で 、 こ の 技法 
も 比較 的 短 時 間 で 描け ます 。 ま た 、 こ の イラ スト で は 、 空 の 高 さ を 表現 する た め に フカ ン の 構図 を 用 いて いま す 。 


ベー ス と な る シル エッ ト を 作成 する 
( 1-1 物 の 配置 を 決め る _ ) 


ラフ を 描き ます 。 こ れ ま で と 同様 に 、 完 成 イ メー ジ を 頭 で 考 える だ け で な く 実 際 に アウ トブ プッ 
ト し て お きま す 。 

今回 の ラフ は 「 ス ピー ド ペ イン ティ ング 」 と 違い 、 ラ フ の 線 を 完成 イラ スト に 残し ませ ん 。 あ 
くま で も 、 大 ま か な 物 の 配置 図 と し て の 役割 で す 。 

また 、 中 央 の 浮島 の 横 に は 、 ア クセ ント と し て ドラ ゴン を 配置 し ます 。 


回 「 ス ピー ド ペ イン ティ ング 」 と 同様 に 新規 キャ ン バ ス を 作成 し 、 ア イレ ベル を 決め て ラフ 
を 描く 。 今 回 の アイ レベ ル は 上 の ほう に 設定 し 、 フ カン 気味 の 構図 に し た 。 


[1-2 シル エッ ト を 作成 する 
ラフ で 描い た 物 ご と に 塗り 分 け て 、 個 々 の シル エッ ト を 作成 し ます 。 こ こ で 作成 し た シル エッ ト を 最後 まで 保ち つつ 進め る の で 、 浮 島 の 周り 
で 浮遊 し て いる 岩 な どの 細か い 部 分 まで 丁寧 に 塗り 分 
け て お きま す 。 


回 きけ ャ - Nl 民 
通常 v El 100 人 | 


な お 、 ド ラコ ゴン は 周り の 塗り 加減 な ど で 大 き さ を 決め ーー 
て いく の で 、 まだ 手 を 加え ませ ん 。 5 国 区 呈 
色 は 「 風 」 を イメ ー ジ し て 、 緑色 が 中 心 と な る 色調 で 2 ーー 
構成 し て いま す 。 ; 図 ぁ 
100 % 通常 
9 | シル エッ ト ① 
回 新規 の レイ ヤー を 作成 し 、「G ペン 」 ブラ シ で 、 人 
シル エッ ト を 塗っ て いく 。 ①~⑤ の 順番 で 浮島 の | に] W 
距離 が 遠く な っ て いく 配置 な の で 、 空 気 遠 近 法 を ot 
意識 し て 手前 の 島 ほ ど 濃い 色 で 塗り 、 奥 の 島 ほ ど | 0 
薄い 色 で 塗る 。 シル エッ ト ③ 
100% 通常 
シル エッ ト @④-1 
回 レイ ヤー は シル エッ ト ご と 、 さ ら に は 細か い パ ー Ri I 
ツ ご と に 分 ける 。 た と え は 中 央 の 島 で あれ ば 、 塔 : 間 IGOPEs 
と 島 と で レイ ヤー を 分 け て いる 。 シルエット が 作 3 9 人 
成 で きた ら 、 ラ フ は 非 表示 に し て お く 。 Ns : 地上 下地 


2 シル エッ トペ イン ティ ング 


网 立体 感 を 出す mee 


2 の ー ン ママ 100 2 


・ 居 』 自 的 
ロ | PE 
etee 
( 2-1 大 ま か な 輪 郭 と 遠近 感 を 作成 する 。 ) 二 
シル エッ トペ イン ティ ング で は 、 暗 い 色 の 上 に 明る い 色 を 塗っ て 、 物 の 輪郭 を 浮か び 上 が ゃ 上 四] 
ら せ る よう に 細部 を 描い て いき ます 。 | !0% スー 


遠近 感 5 

100 % 乗 富 

遠近 感 4 

100 % 2 リーン 
“|] 违 近 感 9 
司 49% スーン 
二] 遠近 感 2 


100% 通常 
人 Me 


に が 
店 | 地上 グラ デー ショ ン 


回 浮島 の 下 の ほ う や 、 空 、 地 上 に グラ デー ショ ン を か け て 遠近 感 
を つけ る 。 空 の グラ デー ショ ン は 、P.89「1-3」 と 同じ よう に 、 
上 の 方 が 濃く 、 下 の 方 が 薄い 色 に な る よう な グラ デー ショ ン に 
する 。 


回 P.94 0 「3-5」 と 同じ 方 法 (ここ で は 合成 モー ド 「 ス クリ ー ン 」 
の レイ ヤー を 使用 ) で 、 シ ル エ ッ ト 内 の 輪郭 を 浮か び 上 が ら せ 、 


遠近 感 を つけ る 。 「1-2] で シル エッ ト を 作成 し た レイ ヤー の er 
上 に 「 ス クリ ー ン 」 の レイ ヤー を 作成 、「 下 の レイ ヤー で クリ ッ 可 加 区 ss 天 
ピン グ | 5|」 す る 。 「 輪 郭 柔 ら か 」 ブラ シ を 使用 し て 輪郭 を 浮 < 円 時 部 
か び 上 が ら せ た い 部 分 を 明る い 色 で 塗り 、 透 明 色 の 同様 の ブラ ーー 

jal 空 下地 


シ で 輪郭 を 残す よう に 消し て いく 。 


和 ほ DD る る mS 


輪郭 を 浮か び 上 が ら せ る よう に 描い て いく 


(の - の 地上 を 描く 。 。 ) 


地上 部 分 も 「2-1」 と 同じ 方 法 で 描い て いき ます 。 


回 地上 の 山脈 を 浮か び 上 が ら せ な が ら 描 いて いく 。 空 気 遠 近 法 を 
意識 し て 、 速 くに いく ほど か すま せ て いく 。 


回 海 は 下地 を べ ベタ 塗り し 、 そ の 上 に グラ デー ショ ン を か ける だ け 
で それ らし く 見 える 。 手前 は 地上 部 分 と 比べ て 暗い 色 、 奥 は 地 
上 部 分 に 比べ て 明る い 色 に な る よう な グラ デー ショ ン に する 
と 、 地 上 部 分 と の 色 の 差 が 手前 と 奥 で 正反対 に な る た め 、 簡 単 
な 作業 で も 複雑 性 が 出る 。 
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4 章 技法 別 メ イキ ング 


[の つづ 端 を 明る くし て 立体 感 を 出す 


シル エッ ト に 立体 感 を 出し て いき ます 。 こ の 時 点 で 大 分 細か い 形 が 見 えて きま す 。 


[編集 ] メニ ュー [色調 補正 ] 一 [色相 ・ 彩 度 ・ 明 度 ] で 全体 的 に 緑色 が 
強く な る よう に 調整 する 。 空 の 色 味 を 変え る だ け で も 大 分 印象 が 変わ る 。 


「2-2」 で 遠近 感 を 出し た レイ ヤー の 上 に 「 ス クリ ー ン 」 の レイ ヤー を 作成 し 、 
「 メ イン 塗り 」 ブ ラ シ を 使用 し て 、 塔 や 山 の 端 を 明る くす る 。 端 を 明る くす 
る と 、 円 柱状 の 物体 の 回 り 込 み を 表現 で きる 。 色 と 色 の 境目 は 、「 ぼ か し 」 
ブラ シ を 使用 し て ぼかす こと で 、 曲 面 を 強調 し て いる 。 

な お 、 円柱 の 面 は 本 来 で や われ ば な め ら か な グラ デー ショ ン に な る が 、 形 が ぼ 
や け て し まう の で 、 こ こ で は グラ デー ショ ン に し て いな い 。 


レイ ヤー の 数 が 増え て きた ら 、[ レ イヤ ー] メニ ュー 一 [新規 レイ ヤー フォ 
ル ダ ー] で レイ ヤー フォ ル ダ ー を 作成 し 、 距 離 や シル エッ ト ご と で わか りや 
すい よう に レイ ヤー を まとめ て お く 。 こ の と き 、 レ イヤ ー フ ォ ル ダー に 描画 
範囲 で レイ ヤー マス ク (P.21「1-6」 参照 ) を 作成 し て お け ば 、 い つ で も 元 
に 戻せ る の で 、 思 わ ぬ ミス を 防げ る 。 


县 レイ ヤー 
通過 マ 
~ 本 站 自 
中 15% 乗算 
て bl ロ コッ 
全 ょ > コン 
全 ょ ) コン 
) コン 
る | プリ 100% 通过 
ゃ bl コ ロッ 
| トロ 語り 
の > ロロ 通夫 
100 % 通常 
に 
用 紙 
芸 品 は 5 四 六合 


を シル エッ ド ペ イジ テイ ジグ 


[2-4 光源 を 意識 し て 光 を 当て る 


大 きく 当たる 光 を 入れ て いき ます 。 A ET 
一 見 、「2-3」 か ら ガ ラリ と 変わ り 、 急 に 難し く な っ ME LE 

た よう に 見 えま す が 、 そ ん な こと は あり ませ ん 。 ーー テー ニーー 
以下 の 3 点 に 気 を つけ て 描い て み ま し ょ う 。 ”7 本 
ゃ 2 -二 是 各 本 | 

・ 光 源 を ほん や り と で も いい の で 意識 する 。 ea 

・ 近 景 に は ブラ シ サ イズ を 大 きめ に し た ブラ シ で 大 国 朗 革 

大 きく 当 た る 光 1 


ま か に 光 を 入れ る 。 
・ 遠景 に いく ほど ブラ シ サ イズ を 小さ くし 、 不 規則 
性 が 出る よう に 細か く 光 を 入れ る 。 


加 「2-3」 で 作成 し た 各 レ イヤ ー フ ォ ル ダー 内 の 一 
番 上 に 「 加 算 (発光 )] の レイ ヤー フォ ル ダ ー を 
作成 し 、 その 中 に レイ ヤー を 作成 し な が ら 光 を 描 
いて いく 。 


回 光源 は 右上 を 意識 する 。 


近 景 に は 、「 メ イン 塗り ]」 ブラ シ で 大 きく 光 を 当 
て る 。 


回 遠景 に いく ほど タッ チ が 細か く な る よう に 心がけ 
る 。 一 番 下 の 浮島 な ど は 、1 ~ 3 ピク セル くら い 
の 「 メ イン 塗り 」 ブラ シ で 描い て いる 。 ベ タ っ 
と 塗る 部 分 と 、 ち ょ ん ちょ ん と 細か ぐ く 塗る 部 分 
を 作成 し 、 不 規則 性 を 出す 。 


aa 画面 外 の 物 を 想像 させ る 


今回 、 光 の 中 に 大 きく 影 が 
入っ て いま す が 、 こ れ は 区 
源 の 方 向 を 意識 する 以外 は 
デタラメ に 入れ て いま す 。 
と の よう な 影 を 入れ る こと 


で 、「 画 面 の 外 に この 影 の 元 
に な る 何 か が が ある の で は ?」 
と イラ スト を 見 る 人 に 想像 
させ 、 画 面 の 外 に まで スケ ー 
ル 感 を 広げ る こと が で きま 
す 。 


100% 2 の ー ン 
国 立体 感 4 
国人 100% スク 

] 立体 感 3 
100% スー ン 
立体 感 2 


100 % スー ン 
图 立体 感 1 
100 % 通常 
遠近 感 1 


100 % 通常 
シル エッ ト ① 


ロロ 5 四 


合 
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4 章 技法 別 メ イキ ング 


細か い 要 素 を 描く 
(3-1 肖 島 に 酒 を 描く ) 


浮島 に 湖 を 追加 し て いき ます 。 描き 方 は 「2-2」 の 海 と 同じ で す が 、 こ こ で の 下地 の 色 や 
スケ ー ル で 、 地 和 面部 分 と の 明暗 を 手前 と 奥 で 逆転 させ て し まう と コン トラ スト が 強烈 に な 
画面 全体 の 色 の バラ ンス が 崩れ て し まい ます 。 な の で 、 う っ すら と し た グラ デー ショ 

ン を か ける 程度 に 留め て お きま す 。 


回 下地 を べ ベタ 塗り し 、 そ の 上 に レイ ヤー を 作成 
し て 、 う っ すら と グラ デー ショ ン を か ける 。 


回 揺らぎ を 追加 し て リア リティ を 出す 。 手前 側 
は [通常] の レイ ヤー、 奥 側 は 「 オ ー バ ー レ イ 」 
の レイ ヤー で 描く 。 左 右 の ブラ シ の 動き で 描 
く 。 


3-2 ブラ シ で 質感 を 表現 する 


スピ ー ド ペイ ン テ ィ ン グ の と き と 同 じ よ うに 、 自 作 の テク スチ ャ ブラ シ を 使用 し て 、 手 間 を か けず に 質 
感 を 入れ て いき ます 。 

注意 点 と し て 、「 全 体 的 に 均等 に 入れ すぎ な い 」 よ うに 心がけ ます 。 質感 を 均等 に 入れ すぎ る と の っ ペ 
り と し て し まい 、 せ っ かく 出し た 立体 感 が 損なわ れ て し まい ます 。 

また 、 基 本 的 に 暗い 場所 や 奥まっ た 場所 な ど に は 入れ な いよ うに し ます 。 


图 「2-4」 で 作成 し た 各 レ イヤ ー フ ォ ル ダー 内 の 「 加 算 ]」 の レイ ヤー フォ ル ダ ー の 上 に 、「 通 常 ] や 「 オ ー 
バー レイ 」、「 加 算 」 の レイ ヤー を 作成 し て 質感 を 入れ て いく 。 


回 浮島 に そびえ 立つ 塔 は 金属 の イメ ー ジ 。「 粗 め 塗 り 」 ブ ラ シ で タッ チ が 出る よう に に 塗り 、 さ ら に 「 テ 
クス チャ 1」 ブラシ で テク スチ ャ 感 を 加え 、 透 明 色 の 「 テ クス チャ 粗 め 」 ブラ シ で ちょ こち ょ こ 消 
すこ と で 、 古び た 金属 の 質感 を 表現 し て いく 。 均 等 に 入れ すぎ な いよ うに 注意 する 。 


岩 は 下地 の レイ ヤー に 
「 加 算 ]」 の レイ ヤー を 
クリ ッ ピ ング し 、「 メ 
イン 塗り 」 ブ ラ シ で 岩 
の 形 が 出る よう に 塗っ 
て か ら 、 透 明 色 の 「 テ 
クス チャ 粗 め ] で 消す 
こと で 質感 を 出し て い 
く 。 岩 の 描き 方 は P.42 
「3-1」 も 参照 の こと 。 


回 | きき vfpr-LeRLs 
オー バー レイ >| 
~ Si A 


100 =| 


户 下 二 = 

| 里 L ロン a 

| | 100 % 通過 
前 岩 

100 % 加算 

質感 2 

100 % オー バー ルイ 

質感 1 

le | "十 坎 吉 

53% スリー ン 

立体 感 

100% 2 名-> 

遮 近 感 


号 区 v 
ト 4 


コレ 


” 


2 シル エッ トペ イン ティ ング 


(づつ 杜 を 描く 


ここ で 全体 の 完成 イメ ー ジ や バラ ンス を 固め る た め に 、 雲 を 
描き ます 。 ス ピー ド ペ イン ティ ング の と き と は 違い 、 全 体 的 
に じわじわ と 手 を 加え つつ 、 イ メー ジ ど お り に 進ん で いる か 
を 常に 確認 し な が ら 進 め ま す 。 


回 この 雲 は 、「 雲 柔 」 ブラ シ を 使用 し て 、1 色 で 描く 一 薄 
く 消 す 一 描く 、 と いっ た 手順 を 繰り 返し て 描い て いる 。 
また 、 右 上 か ら 左下 へ と 向かう 流れ を 意識 し て 描く 。 雲 
の 描き 方 は 、P.38「1-1」 も 併せ て 参照 の こと 。 


回 雲 の 形 が 描き 終わ っ た ら 、 右 側 (光源 側 ) を 「 加 算 ( 発 
光 )」 の レイ ヤー で 明る くす る 。 


金属 の 質感 を 強調 する 
塔 の 金属 の 質感 を 強調 し て いき ます 。 こ の イラ スト の 一 番 の 
キモ で す 。 見せ場 と な る 部 分 の 質感 を リア ル に する と 、 そ れ 
に 引っ 張ら れ て 周り の 部 分 も リア ル に 見 せる (錯覚 させ る ) 
こと が で きま す 。 


回 金属 の 円 柱 は 簡単 に 質感 を 表現 で きる 。 今 回 の 場合 は 、 
「3-2」 で 質感 を 入れ た レイ ヤー の 上 に 「 加 算 (発光 )」 
レイ ヤー を 作成 し 、 中 央 に 近い 光源 側 の 部 分 に 「 輪 郭 柔 
ら か 」 ブ ラ シ を 使用 し て 光沢 を 入れ る こと で 、 リ アリ ティ 
の ある 質感 を 表現 で きる 。 
金属 の 描き 方 は 、P.46「6-1」 も 参照 の こと 。 


ます は ここ を 目指 そう ! 
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4 章 技法 別 メ イキ ング 


描き 込む 


pm = \ 
( 4-1 視線 を 集め る 場所 を 明る くす る ) 
ここ か ら 完 成 度 を 上 げ る た め に 描き 込ん で いき ます 。 

まず 、 視 点 を 集め た い 場 所 、 目 立た せ た い 場所 な ど に 明る い 色 を 塗っ て いき ま 
二 5 


四 「 加 算 ] の レイ ヤー を 作成 し 、 目 立た せ た い 部 分 に 明る い 色 を 塗っ て いく 。 
中 央 の 島 な ど は と くに 顕著 だ が 、 本 来 な ら も っ と 広範 団 に わた っ て 明る く 
な る 。 し か し 、 今 回 は シル エッ ト を 見 せる こと を 優先 し て いる た め 、 光 を 
当て る の は 見 せ 場 の 一 部 分 だ け に 留め 、 薄 く 色 を 重ね る 程度 に 抑え て いる 。 


回 中 央 の 浮島 の 都市 は 、 個 々 の 建物 の 形 を きち ん と 意識 し て 描き 込ん で いる 
わけ で は な く 、 光 の 加減 で 大 ま か な 立 体感 を 出し て いる の み 。 細 か く 描 き 
込ま な く て も 、 全 体 で 見 れ ば 違和感 な く 見 える 。 


mM 複雑 な 塗り に 錯覚 させ る 

ここ も 一 見 複雑 な 塗り に 見 えま す が 、 実際 は と て も 簡単 で す 。 

まず 、「 加 算 (発光 )」 や 「 オ ー バ ー レ イ 」 の レイ ヤー を 作成 し 、 明 る 
く な っ て いる 部 分 の み を 単色 で ベタ 塗り し ます 。 そ し て 、 と ころ どこ 
ろ を 退 明 色 の 「 輪 部 柔らか 」 ブラシ や 「 岩 壁 凸 」「 地 面 」 な どの テク ス 
チャ 感 の ある ブラ シ で 大 ま か に 消せ ば 、 下 の レイ ヤー の 質感 や 色 味 と 
の 兼ね 合い で 複雑 な 塗り に 見 えま す 。 
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2 シル エッ トペ イン ティ ング 


「4-2 地上 を 描き 込む ) 


地上 部 分 を 描き 込み ます 。 地 上 部 分 は 遠く に ある た め 、 光 や 影 を 強く 入れ すぎ る と 遠近 感 が 狂っ て し まい ます 。 
常に 全体 像 を 確認 し な が ら 色 を 決め 、 少 な い 色 幅 で 描き 込ん で いき ます 。 


回 通常 レイ ヤー や 「 乗 算 ] の レイ ヤー、「 オ ー 
バー レイ 」 の レイ ヤー を 作成 し 、 山脈 を 
意識 し て 光 と 影 を 描き 加え 、 凹 凸 を は っ 
きり と させ て いく 。「 地 面 」 ブラ シ で と 
ころ どこ ろ に 質感 を 加え て いく が 、 こ こ 
も 質感 を か け す ぎ て の っ ぺり し て し まわ 
な いよ うに 注意 する 。 


| 反射 光 を 加え る 
反射 光 を 加え て いき ます 。 光 の 当たっ て いる 場所 の 質感 を 意識 し て 描い て いき 
ます 


4 反射 光 は 、 光 源 と は 逆 の 左下 か ら 照 ら さ れ て いる イメ ー ジ 。 


回 人 金属 で ある 塔 や 建物 に は 、「 加 算 ]」 の レイ ヤー を 使用 し て 、 光 沢 が 強く 出 
る よう に 強め の 光 を 当て る 。 


固 反射 光 を 入れ る こと に よっ て 、 個 々 の シル エッ ト の 輪郭 が より 浮き 立つ 。 
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4 章 技法 別 メ イキ ング 


(4-4 要 在 描记 这 忆 


「3-3」 で 描い た 雲 の 層 を 厚く し て 、 空 に 深み を 出し て いき ます 。 
雲 の 描 き 方 は 、P.38「1-1」 も 参照 の こと 。 


回 「 雲 柔 ] ブラ シ を 使用 し て 、 奥 の 層 の 雲 を 描き 込む 。 手前 の 層 
の 雲 より も 暗い 色 で 、 遠 近 感 に よる 形 の 変化 を 意識 し て 描く 。 
手前 の 層 の 雲 が 右上 か ら 左 下 に 向かっ て 流れ て いた の で 、 こ こ 
で は 左上 か ら 右 下 に 向かう 流れ に し 、 バ ラン ス を 取る 。 


回 手前 の 雲 と 奥 の 雲 へ と つなが る 部 分 を 描き 、 空 に 複雑 性 を 出し 
て いく 。 ま た 、 地 平 線 近く に も 夕日 に 当たっ た よう な 色 の 雲 を 
配置 する こと で 、 時 間 帯 が 変わ る ほど 遠く まで 見 通せ て いる こ 
と を 表現 する 。 


回 手前 の 白い 雲 と 奥 の 黒い 雲 へ と つなが る 部 分 の 描き 方 は 、 ま ず 、 
奥 の 黒 い 雲 と 同じ 色 で 雲 を 描き 、「 加 算 ] レイ ヤー で 手前 の 層 
の 白い 雲 を 明る くす る 。 明 る くす る と き 、 一 度 赤 系 の 色 で 明る 
くし 、 さ ら に 黄色 を 使っ て 白 に 近い 色 ま で 明る くす る 。 こ うす 
る こと で 、 光 の 減衰 に よる 色相 の 変化 (空気 に よっ て 光 が 拡 散 
し て いる 感じ ) を 出す こと が で きる 。 


mM 大 気 の 揺らぎ を 描く 

スピ ー ド ベイ ン テ ィ ン グ の 「4-4」 と 同じ よう に 、 空 に うっ 
すら と 大 気 の 揺らぎ を 描き 込む こと で 、 グ ラ デ ー シ ョ ン を 
か けた だ け だ っ た 空 に 深み が 出 て 遠近 感 が 増し ます 。 

「 オ ー バ ー レ イ 」 の レイ ヤー で ラフ な ジグ ザ グ 線 を 描き 、 そ 
れ を ぼかし た り 一 部 分 を 消し た り し な が ら 揺 ら ぎ を 調整 し 
ます 。 こ の ジグ ザ グ 線 は 、 手 前 の 線 は 太く 、 奥 に いく ほど 
細く 、 前 後 の 間 隔 も 詰まっ て いく よう に 描き ます 。 


MM 


( 4-5 建物 に 文様 を 描く | 


建物 の 各部 に 文様 や ディ テー ル を 追加 し て いき ます 。 ま た 、 細 か い 
部 分 の ハイ ライ ト や 反射 光 も 適宜 描い て いき ます 。 細か い レ イヤ ー 
が 増え て きた ら 、 レ イヤ ー フ ォ ル ダー を 作成 し て まとめ て お きま 
し ょ う 。 


回 塔 の ディ テー ル は 、 切 り 込 み を 入れ る 要領 で 暗い 部 分 を 描く 。 
入れ た 切り 込み の フチ は 明る く 持 ち 上 げ る 。 


回 文様 は 全体 に びっ し り 描く より も 、 光 (逆光 も 含む お) が 当たっ 
て いる 部 分 だ け を ピン ポイ ント に 描く と よい 。 全 体 的 に 描き す 
ぎる と 、 元 の 構造 の 立体 感 が 損なわ れ て し まう 。 


固 光源 か ら の 光 が 当 た る 部 分 に は 「 加 算 (発光 )」、 反 射 光 の 当 た 
る 部 分 に は 「 乗 算 」 の レイ ヤー を 使用 し て 、 下 の 色 を 活か し た 
まま 自然 な 色合い で 文様 を 描く 。 細 か い 文様 を 描く こと で 、 相 
対 的 に 建物 の 大 き さ が 強調 され る 。 


ea 
"| | 関 人 な 
| 関 計 な 
| 較 財 な 
|® | 国 


に 100 % 加 邊 (発光 ) 
| 木 デ ィ テ ー ル 1 

| 100% 通常 

悦 | | ] 反射 光 2 

攻 100 % 加 門 (発光 ) 
| 反射 光 1 


kl| 図 中 直 
ディ テー ル 1 

に 100% 加 筐 ( 発 … 
ハイ ライ ト 3 

le 100% 加 筐 ( 発 … 

| ハイ ライ ト 2 


le 100 % 加重 (発光 ) 
| ハイ ライ ト 1 

| 100 % 乗算 

二 文様 1 


、 100% 
e| ， ロ 才 和 7 
外 


雲 。 DD を る 回 


T 100% 通過 < 
| 四 | vw@yv Pe 
| 。 100% 通 
2 マウ 模样 、 区 


2 シル エッ トペ イン ティ ング 


ア | 


和枝 様 は 光 が 当 た っ て いる 部 分 の み 描く | 
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( 4-0 島 の 周り を た だ よう 雲 を 描く ) 


島 の 周り に た だ よう 雲 を 追加 し 、 空 気 感 、 フ ァ ン タ ジ ー っ ぽ さ を 強調 し て いき ます 。 
雲 の 描き 方 は 、P.38「1-1」 も 併せ て 参照 し て くだ さい 。 


回 中 央 の 浮島 の 塔 を 中 心 に 円 を 描く よう な 雲 を 描く 。 雲 に ほか と は 違う 動き を 出す こと で 視 
線 を 集め る と 同時 に 、 島 に 渦巻 く 風 の 力 の よう な も の も 感じ させ る こと が で きる 。 


回 雲 を 全体 的 に 描き 加え た 。 島 と 島 の 間 に 雲 を 挟む こと に よっ て 、 島 の 
前 後 感 を わか りや すぐ する 効果 も ある 。 


固 雲 の 色 が 単調 だ っ た た め 、 う っ すら と 色 を つけ て いく 。 場所 に よっ て 
は 太陽 の 光 も 当て て いく 。 あ まり や りす ぎる と 画面 が うる さく な る の 
で 注意 する 。 
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2 シル エッ トペ イン ティ ング 


仕上 げ 


(5-1 ドラ ゴン を 描く ) 
ここ か ら 仕 上 げ の 作業 に 入り ます 。 

全体 的 な 塗り が 完了 し 、 大 体 の 完成 形 が 見 えた の で 、「1-1」 の ラ 
フ の 段階 で 想定 し て いた ドラ ゴン を 描い て いき ます 。 


回 単色 の ベタ 塗り で 、 ド ラゴン の シル エッ ト を 作成 する 。 


回 光源 を 意識 し て 色 を の せ て いく 。 ド ラゴン の 質感 ( 鱗 っ ぽ さ ) 
を 表現 し つつ 、「 加 算 (発光 )」 の レイ ヤー で ハイ ライ ト も 入れ る 。 


光源 と は 逆 方 向 か ら 反射 光 を 入れ る 。 
回 周り の 色 を 調整 し 、 ド ラゴン の シル エッ ト を 浮か び 上 が ら せ る 。 


ドラ ゴン 自身 も 「 オ ー バ ー レ イ 」 の レイ ヤー を 使用 し て 、 少 し 
明る くす る 。 


( 5-2 鳥 、 人 間 の シル エッ ト を 加え る ) 
鳥 、 旅 を する 人 物 の シル エッ ト を 加え て いき ます 。 

最後 に に 、 す べ て の レイ ヤー の 一 番 上 に 「 オ ー バ ー レ イ 」 や 「 ス クリ ー 
ン 」 の レイ ヤー を 作成 し て 、 全 体 の 色 味 を 調整 し て 完成 で す 。 


图 鳥 の シル エッ ト も と ころ どこ ろ に 加え て いく 。 こ れ は 、「 鳥 」 
ブラ シ を 使用 し て 描く 。 


回 人 物 の シル エッ ト を 追加 する 。 全 体 の バラ ンス を 確認 し 、「 オ ー 
バー レイ 」 の レイ ヤー を 使用 し て 色調 を 調整 、 遠 近 感 を 強め た 
か っ た の で 、 奥 は 全体 的 に 「 ス クリ ー ン 」 の レイ ヤー で 色 味 を 
薄く し て 完成 。 
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4 章 技法 別 メ イキ ング 


本 書 メ イキ ング の イラ スト も それ ぞ れ 見 る 人 の 視線 を どの 1 きき NU ia 


よう に 誘導 し た い の か を 考え て 描い て いま す 。 P.70 の コ し 
ラム 「 視 線 誘導 」 と 併せ て 、 ど の よう な 点 に 注意 し て いる ‘0 
の か を 見 て いき まし ょ う 。 


地 属性 X ス ピー ド ペ イン ティ ング 

初め に し 、 イ ラス ト の 抜け 感 を 意識 し て 奥 へ と 抜け る ライ ン 
を 設定 し て いま す (青色 の ライ ン )。 こ れ に より 、 奥 行き 
を すっ と 認識 で きま す 。 

さら に 、 ら せん 状 の 視線 誘導 を 意識 し て 要素 を 配置 し て い 
ます (赤色 の ライ ン )。 

イラ スト の 一 番目 を 引く で あろ う 空 の エフ ェクト を 起点 
に 、 反 時 計 回 り に 目 を 引き そう な 要素 を 配置 し 、 描 き 込 み 
の 具合 や 明る さ な ど を 変え て いま す 。 


風 属性 々 シル エッ トペ イン ティ ング 

画面 奥 へ の 抜け 感 と いう 点 で は 、 も と も と か な り の 広い ス 
ケー ル の 空間 を 描い て いる の で 、 ど こ か ら で も 可能 に な っ 
て いま す 。 そ の 中 で 浮島 の 配置 を 調整 し て や り 、 一 番 抜 け 
や すそ うな 場所 を 用 意 し て いま す (青色 の ライ ン )。 

この 青色 の ライ ン の ルー ト 上 に は 、 ア クセ ント と な る ドラ 
ゴン を 配置 し て いま す 。 

また 、 人 間 は 意識 し て イラ スト を 見 た 際 に 、 手 前 の 物 か ら 
順に 道筋 を 辿 ろ うと する こと が 多い た め 、 そ れ を 狙っ つた 浮 
島 の 配置 に し て いま す 。 手前 の 島 か ら 次 の 距離 の 島 、 そ の 
次 の 距離 の 島 、 と いう ルー ト を つなげ て いく と らせん 状 に 
な り ま す (赤色 の ライ ン )。 

らせん 状 の ライ ン は 、 視 線 を スム ー ズ か つつ 長い 距離 を 辿 ら 
せま す 。 こ の 距離 が 画面 の スケ ー ル 感 を アッ プ さ せ 、「 イ 
ラス ト の 世界 に 入り 込む ] と いう 状況 を 作り 出す こと に な 
り ま す 。 

この ルー ト を あちら こち ら に 散ら ば せ て し まう と 、 視 線 誘 
導 の 距離 は 稼げ ます が 、 見 る 側が 疲れ て し まい 最後 まで 
辿っ て くれ ませ ん 。 
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火 属 性 X メ テク スチ ャ ペイ ン テ ィ ン グ 

この イラ スト は 洞窟 内 な の で 画面 奥 へ の 抜け 感 は あり ませ 
ん 。 そ の 代わ り 、 上 部 を 大 きく 開け させ 、 そ こ に 向かっ て 
中 央 か ら 一 直線 に 何 も な い ル ー ト を 設定 する こと で 抜け 感 
を 出し て いま す (青色 の ライ ン )。 

橋 を ジグ ザ グ に か ける こと で 視線 を 動か す 距離 も 稼い で い 
ます (赤色 の ライ ン )。 

ー 部 分 で も 橋 を 描く こと で 、 画 面 外 に も 橋 が あり 、 鬼 立 し 
て いる よう に 見 える 建物 に も 行く 方 法 が ある の だ と 想像 で 
きる よう に し て いま す 。 こ の よう に し て イラ スト の 物語 性 
の よう な も の を 盛り 上 げ ま す 。 


水 属性 X パ ー ス ペイ ン テ ィ ン グ 

左下 部 の 城 へ の 入り ロー 右側 の 道 一 中 央 の 橋 ー ジ グ ザ グ に 
配置 され た クリ スタ ル を 辿っ て 空 へ と 抜け て いく よう な 視 
線 誘導 を 意識 し て いま す 。 視線 を 動か す た め の 長い 距離 を 
稼げ る 上 、 イ ラス ト の 世界 を 冒険 する こと を 想定 し た ライ 
ン で す (青色 の ライ ン )。 

また 、 水 の 流れ を 人 は 意識 する も の で す 。 

この イラ スト で は 、 橋 の か か っ て いる 中 央 に と くに 視線 を 
集め た い の で 、 上 部 の 滝 の 生 線 を 起点 と し て 、 下 に スト ン 
と 真っ すぐ 落ち る 滝 を 1 本 描い て いま す (赤色 の ライ ン )。 


2 シル コ 


F ッ トペ イン ティ ング 
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ト 章 技法 別 メ イキ ング 


a Oo 网- 所 3 5 ) hr 
テク スチ ャ ペイ ン テ ィ ン グ 33 
火 属 性 が テー マ の イラ スト で す 。 テ クス チャ 素材 を 活用 し た 技法 で 描い て いき ます 。 

完成 イラ スト は か な り 描 き 込 ん で いる よう に 見 えま す が 、 実際 は 自分 で 質感 を 描く 必要 が な い の で 見 た 目 より 短 
い 時 間 で 描け ます 。 さ ら に 、 イ ラス ト に 説得 力も 出 ま す 。 テ クス チャ 素材 の 貼り 込み は パズル の よう な 感じ で 当 
て は め て いき ます 。 こ ご の 配置 の バラ ンス は 、 少 し ほか と は 異な る テク ニッ ク を 要求 され ます 。 


詳細 な ラフ を 描く 


( アイ レベ ル を 決め る | 
完成 イメ ー ジ を 固め る た め に ラフ を 描き ます 。 今回 は 建造 物 が 多く 、 入 
り 組 ん で いる の で 、 ス ピー ド ペ イン ティ ング や シル エッ トペ イン ティ ン 


グ の と きよ り も 細か く 描 き 込み ます 。 
まず は 、 こ れ ま で と 同様 に アイ レベ ル を 設定 し まし ょ う 。 


回 新規 キャ ン バ ス を 作成 し 、 ア イレ ベル を 決め る 。 今 回 の アイ レベ ル 
は 下 の 方 に 設定 し 、 ア オリ 気味 の 構図 に し た 。 
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3 テク スチ ャ ペイ ン テ ィ ン グ 


1-2 9 に 異な る パー ス を 組み 合わ せ て 描く ) 


今回 、 パ ー ス が 複雑 な 物 は あま り 描か ず に 、 シ ンプ ル な 箱 状 の 
建造 物 を 何 個 も 配置 する こと で イラ スト を 構成 し て いき ます 。 
か っ ちり と し た 正確 な パー ス 線 は 引か ず 、 建 造物 を すべ て 微妙 
に 違う パー ス で ずら し て 配置 する こと で 、 パ ー ス の 狂い を 感じ 
させ ず に 正しい パー ス で ある と 錯覚 させ て いま す 。 

2 点 透 視 や 3 点 透 視 と いっ た パー ス を 正確 に 引い た イラ スト は 
どう し て も 難易 度 が 高く な っ て し まい ます が 、 こ うし た 工夫 一 
つ で 、 見 る 人 に 違和感 を 与え な い イ ラス ト に で きま す 。 

た だ し 、 こ の イラ スト は アオ リ 構 図 に な っ て いる の が キモ な の 
で 、 上 下 感 だ け は 丁寧 に つけ て いき ます 。 


AT 1 
IAN ! P SS 
SS 


NN 


YY > レー 

N Pa) 

\\ に ま 
(2 


回 きき r- eA 


回 微 九 に パー ス の ずれ た 箱 型 の 通常 J 100 = \ 
建造 物 を 何 個 も 描く 。 図 中 の 人 】 
青い 線 は 、 各 建造 物 の 大 ま か |” に マ クー 4 | 
な パー ス を 示し た も の 。 1 区 


| 
ジー 


100% 通常 


較 | 橘 2 
こ wi 
回 建造 物 が 多く 、 重 な っ て くる > 国 WR 
部 分 も 多い の で 、 レ イヤ ー を ゃ 
分 ける と 描き や すい 。 に ] 回 sz 
52% 通常 
ルイ ヤー 1 
Le 


の 見 せ 方 を 変化 させ て い らん = バー ス を 作成 せ ず と も 簡単 に アオ リ の 構図 に 見 せる こと 
し た アイ し か 上 に 配置 され た 物 に な れ ば な る ほど 、 下 面 を 見 せる よう に 描き ます 
橋 を 例 に と 
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4 章 技法 別 メ イキ ング 


色 の ベー ス を る [AE 
通常 マ 100 
Ly ky 
sa 
(2-1 細か < 塗り 分 ける ) eb 
通 | 
空気 遠近 法 を 意識 し て 距離 ご と に ベー ス の 色 を 塗り 分 け て いき ます 。 こ こ で 塗っ た 色 が 陰 色 の ベー ゃ 
ス に な り ま す 。 、 100% 通常 
Od 時 eS ia 号 | | 近 县 2 
この イラ スト の テー マカ ラー は 赤 な の で す が 、 溶 害 が その 色 を 担う こと に な る の で 、 逆 に それ 以外 10 軍 
の 部 分 に は 緑色 や 青色 を 使用 し て いま す 。 そ うす る こと で イラ スト 全体 の 色 味 が 複雑 に な り 、 深 み | | ， 加 近景 3 
が 出 ま す 。 っ | LK 通 
た だ し 、 あ くま で 強調 する べき 色 は 赤色 な の で 、 ほ か の 色 は 彩 度 を 抑え て いま す 。 局 | 100% 通 
中 景 2 
全 yr 固 100 % 通常 
国 距離 ご と に 細か く レ イヤ ー フ ォ ル ダー を 作成 し 、 そ の 中 に レイ ヤー を 作成 し な が ら 色 を 塗っ て ーー ュー 
いく 。 スピ ー ド ペイ ン テ ィ ン グ の と き と 違 い 、 距 離 ご と に 色 を 決め て 塗っ て いく た め 、 色 や ディ 四 | し 品 必 昌 1 
テー ル の 細か い 調 整 が 可能 と な る 。 ? og 
0 トカ bk ロ LN 通常 
回 近 景 は 、 空 気 遠近 法 を 意識 し て 、 濃 い 色 を 使用 する 。 
| 100% 通常 
遠景 4 
回 中 景 一 遠 景 と な る に し た が っ て 、 薄 い 色 に な っ て いく 。 ま た 、 組 一 緑色 と な る よう な 色相 の 変 四 | a MT 
化 を 強め に 出し て いる 。 s la oo 通常 
100% 通常 
回 レイ ヤー が 重なっ て 隠れ て し まう よう な 部 分 は 、 き ちん と 線 に 沿っ て 塗り 分 ける 必要 は な い 。 一 用 抵 
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_ と 線 を な じ ま せ る 


ラフ の 線 を 「2-1」 の 塗り に な じ ま せ て いき ます 。 
な お 、 今 回 は 線 も 距離 ご と に 細か く 調 整 が で きる よう に し て いき ます 。 


3 ラフ の レイ ヤー フォ ル ダ ー を 選択 し 、[ レ イヤ ー] メニ ュー [選択 


中 の レイ ヤー を 結合 ] で ラフ の レイ ヤー を 結合 する 。 


回 線 の 色 を 明る い グ レー に 変更 する 。 ラフ レイ ヤー を 選択 し た 状態 で 、 
[編集 ] メニ ュー [ 線 の 色 を 描画 色 に 変更 ] を 選択 し て 塗り つぶ す 。 


加 [レイ ヤー] メニ ューー [レイ ヤー を 複製 ] で 、 回 で 色 を 変更 し た ラ 


フレ イヤ ー を 複製 し 、「2-1」 で 作成 し た 下地 の レイ ヤー の 上 に それ ぞ れ 配置 、「 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ン 
グ す る | s |」 する 。 合成 モー ド を 「 乗 算 」 に し 、 距 離 ご と に 不透明 度 や 色 を 調整 し て 線 を な じ ま せる 。 複製 


し た レイ ヤー で 、 各 距離 と 関係 の な い 線 画 部 分 は 消し て お く 。 


文様 を 入れ る 


岩肌 の と ころ どこ ろ に 幾何 学 的 な 文様 を 入れ 
て いき ます 。 P.60 の 2 章 6 節 「 風 景 イ ラス ト 
を ファ ンタ ジー 風 に する 」 で も 解説 し た よう 
に 、 幾 何 学 的 な 文様 を 取り 入れ る こと で ファ 
ンタ ジー らし さ が 増 し ます 。 


「2-2」 で 作成 し た ラフ の 上 に レイ ヤー を 
作成 し 、 幾 何 学 的 な 文様 を 描く 。 溶 震 の 
色 と 同 じ に し 、 岩 の 晶 裂 か ら あ ふれ 出す 
力 の よう な も の を 感じ させ る 。 


回 全体 の バラ ンス を 見 な が ら 各 距離 に 溶岩 
を 追加 し て いく 。 


テク スチ ャ ペイ ン テ ィ ン グ 
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物 の 輪郭 を 整え 、 遠 近 感 を 出し て いき ます 。 重なり合っ た 建造 物 の 個々 の 輪郭 が 見 
えて きま す 。 


技法 別 ペ メイ キン グ 


立体 感 を 出す 


大 ま か な 輸 郭 と 遠近 感 を 作成 する 


P.94 の スピ ー ド ペイ ン テ ィ ン グ 「3-5」 と 同様 の 方 法 で 、 物 の 輪郭 を 浮か び 
上 が ら せ 、 遠 近 感 を つけ る 。 木 が 密集 し て いる 部 分 な ど は 、 こ の 方 法 で は っ き 
り と し た 輪郭 が 浮か び 上 が っ て くる 。 


上 部 の メイ ン と な る 建造 物 付 近 に は 、 溶 震 に よっ て 下 か ら 照 ら さ れ て いる 表現 
を 描き 加え る 。 下地 の 上 に 通常 の レイ ヤー を 作成 し 、「 メ イン 塗り ]」 ブラ シ を 使 
用 し て 溶岩 の 色 で ベタ 塗り を する 。 その 後 、 
透明 色 の 「 テ クス チャ 粗 め 」 で 消し て それ 
らし く 見 せ て いる 。 自 然 に 考え る な ら 上 部 
の 建造 物 以 外 の 部 分 、 と くに 暗く な っ て い 
る 下部 も 大 きく 照ら され て いる は ず だ が 、 
そう する と 赤い 部 分 が 増え すぎ て 「2-1」 
で 意識 し た 色 味 の ギャ ッ プ が 損なわ れ て し 
まう と 考え 、 抑 えて いる 。 


この イラ スト の 自然 光 は 、 右 上 や や 奥 か ら 
を 想定 し て いる 。 その た め 、 物 の 手前 の 面 
は 陰 に な る 。 下 地 の 上 に 「 乗 算 」 の レイ ヤー 
を 作成 し 、 自 然 な 色合い で 暗く し て いく 。 
空 と 重なる 最上 部 は 、 と くに 暗く し て いる 。 


テク スチ ャ ペイ ン テ ィ ン グ 


溶岩 に 光 を 加え る 一 
溶岩 に 色 味 を 増やし て いき ます 。 TT TE 一 = 
深 岩 池 よ り 下 か ら 照ら され て いる 、 と いう の が この イラ スト < コ mm 
の ライ ティ ング の キモ な の で 、 溶岩 の 細か い 部 位 ご と に 、 下 a 
の 方 が 黄色 く 光 る よう な 色合い に し て いま す 。 逆 に 、 上 部 は 四国 本 
少し 暗く し ます 。 こ れ で 、 溶 震 か ら 発する 光 が 強 調 され ます 。 > し っ 軒 * 

90 % 加 租 ( 発 光 ) 
四 溶 震 の 下地 レイ ヤー の 上 に 「 加 算 (発光 )」 の レイ ヤー | に ee 
を 作成 し 、 下 か ら の 光 を 意識 し て 、 明 る い 色 を 塗っ て い | | 1 関 弱 2 
く 。 さらに 、「 乗 算 」 の レイ ヤー を 作成 し 、 上 部 を 少し | 国富 交 
暗く する 。 ブ ラ シ は 「 輪 郭 柔らか 」 を 使用 し て いる 。 cs | [于 和 
| ラフ の コピ ー 5 っ 
き 。 DD を を 回 に 全 


質感 を 出す 


建造 物 に 質感 を 出し て いき ます 。 


上 部 中 央 の 建物 は 、 明 る い 色 を 塗っ て 目立た せる 。 「2-1」 で 塗っ 
た 色 の 下地 の 上 に 「 加 算 (発光 )」 の レイ ヤー を 作成 し て 「 メ 
イン 塗り 」 ブラ シ で 色 を ベタ 塗り する 。 


1 と は 逆 に 、 鳥 居 や 中 央 の 柱 の よう な 赤い 部 分 以外 は 、 目 立た 
な いよ うな 色 に 抑え て いる 。「 乗 算 ]」 や 「 オ ー バ ー レ イ 」 の レ 
イヤ ー を 使用 する 。 


全体 で 見 る と 、 大 分 色 の メリ ハリ が 出 て きた こと が わか る 。 
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テク スチ ヤ を 貼 つ て 一 気 に 完 成 度 を 高め る 


明る い 部 分 に テク スチ ャ を 貼る 


撮影 し た 写真 素材 を 加工 し 、 テ クス チャ と し て 貼っ つて いき ます 。 こ の イラ 
スト で 最も 重要 な 工程 に な り ま す 。 

簡単 に 質感 や ディ テー ル を アッ プ す る こと が で き 、 完 成 度 が 一 気 に 高 まる 
た め 、 覚 えて お いて 損 は な い テ クニ ッ ク で す 。 

テク スチ ャ を 貼る 上 で の ポイ ント は 以下 の 2 つ に 分 け て 貼る こと で す 。 


明る い 部 分 に 貼る 
暗い 部 分 に 貼る 


貼る 順番 に 決ま り は あり ませ ん が 、 現 時 点 で 暗い 色 の 物 が 多い の で 、 わ か 
りや すさ の た め に 明る い 部 分 か ら 貼 つ て いき ます 。 
な お 、 テ クス チャ の 詳し い 貼 り 方 は 、 次 ペー ジ の [POINT を 参照 くだ さい 。 


各 フ ォ ル ダー の 中 の 「2-2」 で 塗り に な じ ま せ た ラフ の 上 に 、「 加 算 ( 発 
光 )」 の レイ ヤー フォ ル ダ ー を 作成 する 。 そ の 中 に レイ ヤー を 作成 し 
な が ら 、 建 造物 や 岩肌 の 強く 光 が 当 た る 部 分 、 出 っ 張 つ て いる 部 分 な 
ど に テク スチ ャ を 貼 つ て いく 。 


暗い 部 分 に テク スチ ャ を 貼る 


次 に 、 明 る い 部 分 に 貼っ た テク スチ ャ を 損なわ な いよ うに 暗い 部 分 に も テ 
クス チャ を 貼っ つて いき ます 。 

この テク スチ ャ を 貼る 作業 は 、 単 調 な 作業 を 時 間 を か け て 繰り 返し 行う 大 
事 な 部 分 で す 。 根 気 強 く 行い まし よう 。 


「4-1」 で 作成 し た レイ ヤー フォ ル ダ ー の 下 に 「 乗 算 」 の レイ ヤー フォ 
ル ダ ー を 作成 し 、 そ の 中 に レイ ヤー を 作成 し な が ら 、 建 造物 や 岩肌 の 
下面 や 影 に な る 部 分 に テク スチ ャ を 貼っ て いく 。 


ghM テク スチ ャ の 貼り 方 
の 素材 の 撮影 


右 図 が 今回 の テク スチ ャ の 元 に な っ た 写真 で す 。 ス マー ト フ ォ ン の カメ ラ 機 能 で 撮り まし た 。 
テク スチ ャ と し て 使用 する 写真 に は きち ん と し た も の は 必要 な い の で 、 ど の よう な カメ ラ で 


も 問題 あり ませ ん 。 


と の 写真 の 場合 、 ブ レ て いた り 、 指 が 写っ て し まっ て いる の は ワザ と で は な い の で す が 、 結 


果 的 に シャ ー プ さ が な く な っ て よい 素材 に な り ま し た 。 


@⑧ 1 つ 目 の テク スチ ャ を 作成 


今回 は 元 と な る 写真 か ら 、 暗 い 部 分 と 明る い 部 分 に 貼る 2 種類 の テク スチ ャ を 作成 し て い 


ます 。 
まず 、 暗 い 部 分 に 貼る テク スチ ャ の 作成 方 法 を 解説 し ます 。 


加 元 に な っ た 写真 を CLIP STUDIO 


PAINT PRO に 読み 込み 、[ 編 集 ] メ 
ニュ ーー [色調 補正 ] 一 [色相 ・ 彩 度 ・ 
明度 ] を 選択 する 。 彩 度 の 値 を 「-100]」 
に し 、 グ レー に する 。 


色相 ・ 彩 度 ・ 明 度 [<] 
| る OK 
キャ ン セル 
-00 = アフ 6 の 


す 


3③ テク スチ ャ ペイ ン テ ィ ン グ 


[編集 ] メニ ューー [色調 補正 ] 一 [レベル 補 正 ] で コン トラ スト を 調整 し 、 白 黒 を は っ 


きり させ る 。 


レベ ル 補 正 


[編集 ] メニ ュー [輝度 を 透明 度 に 変換 ] で 白 部 分 を 透明 化す る 。 透 明 化し た ら 任意 


の 名 前 を つけ て 保存 し 、 暗 い 部 分 に 貼る テク スチ ャ の 完成 。 


還 (E) | レイ ヤー(L) 選択 (S) 表示 (V) 
图 放り Ctr+Z 


切り 取り (T) oursx 
高度 な 計り っ ぷ し (1). 
線 の 色 を 指 画 色 に 変更 (H) 


和 曳 を 表 材 と し て 登録 (E).… 


レイ ヤー を テン プレー ト 杯 材 と し て 登録 (L).…… 
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4 章 技法 別 メ イキ ング 


2 つ 目 の テク スチ ャ を 作成 


明る い 部 分 に 貼る テク スチ ャ を 作成 し て いき ます 。「 1 つ 目 の テク スチ ャ を 作成 ] の 岡 、 還 の 工程 まで は 同様 で す 。 


加 「@ 1 つ 目 の テク スチ ャ を 作成 」 の 操 ーー 
2 に コン トラ スト (C)- 
回 、 国 の 工程 まで を 行い 、[ 編 集 ] 7 色相- 肛 -明度 (H)。 CrU 
a Sg 
反転 ] で 白 と 黒 の 色 を 反転 させ る 。 : ミカ VE 
SR ドー トー ジー カズ T) 
カラ ー バ ラン ス (B) 
2 値 化 (N) 
グラ テー ショ ンマ ッ プ (G) 


[編集 ] 二 了 一 [适度 丰 透 明度 人 变换 ] で 白 部 分 を 透明 化す 。 同 EC IE 
る 。 透明 化し た ら 、 レ イヤ ー パ レッ ト で レイ ヤー を 選択 し 、[ 編 | 泊 > 

集 ] メニ ューー 【[ 線 の 色 を 措 画 色 に 変更 ] を 選択 し て 明る い 色 | 一 自国 - 
に 変更 する 。 こ ちら も 任意 の 名 前 を つけ て 保存 し 、 明 る い 部 分 |" フ 上 ye 


に 貼る テク スチ ャ の 完成 。 
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@ 暗い 部 分 に テク スチ ャ を 貼る 


岩 の シ ル エ ッ ト を 例 に 、 作 成 し た テク スチ ャ を 貼っ て いき ます 。 

明る い 部 分 と 暗い 部 分 、 テ クス チャ を 貼る 順番 に 決ま り は あり ませ ん 。 こ こ 
で は メイ キン グ と は 逆 に 、 影 や へ こん だ り し て 暗く な っ て いる 部 分 か ら 貼 っ 
て いま す 。 イ ラス ト に 暗い 物 が 多い 場合 は 明る い 部 分 か ら 貼 つた り 、 そ ん な 
に 目立た な を せ た く な い 場 所 、 テ クス チャ を 貼る こと に よっ て うる さく な っ て し 
まう 場合 な ど は 、 明 る い 部 分 だ け で 済ま せる 場合 も あり ます 。 イ ラス ト 全 体 
の パラ ンス を 見 て 決め て いき まし ょ う 。 


天 | 全 レイ ヤー| ess 
加 今回 | クス チャ を 貼っ て いく 岩 の シ ル エ ッ 通常 。 マ 100 < 
ト 。 = 全 让 合作 


ば BE er 
所 閉 ら 「 
回 「⑲ 1 つ 目 の テク スチ ャ を 作成 ] で 作成 し | ーー 
た テク スチ ャ を 、[ フ ァイル ] メニ ューー[ 読 | 用 
み 込 み ] 一 [画像 ] で 読み 込む 。 読 み 込ん 
だ テク スチ ャ は 、 ラ スタ ライ ズ し な いと 細 
か い 編 集 が で き な い た め 、[ 編 集 ] メニ ュー 
一 [ラス タラ イズ ] を 選択 する 。 ラ スタ ラ 
イズ し た ら 、[ 編 集 ] メニ ューー [変形 ] 一 
[自由 変形 ] で 変形 、 回 転 させ て 岩 の シ ル エ ッ 
ト に 重ね る 。 
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3 テク スチ ャ ペイ ン テ ィ ン グ 


テク スチ ャ を 重ね た ら 、 岩 の シ ル エ ッ ト の レイ ヤー に 「 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング [| s|」 する 。 ま た 、 バラ ンス を 見 て 、 
テク スチ ャ 自体 の 色 味 を 調整 する 。 


と の まま だ と の っ ぺり と し て 立体 感 が な い の で 、 テ クス チャ の 端 を 消し た り 、 塗 りつ ぶし た り し て リズ ム を つけ る 。 イ ラ 
スト 内 で あま り 視 線 が 集まら な い 部 分 な ど は この 程度 の 処理 で も 十分 だ が 、 逆 に 視線 が 集まる 部 分 は テク スチ ャ 感 が 強 す 
ぎ て 浮い て し まう の で 、 さ ら に 加工 を 続け る 。 


芸 レイ ヤー [eA 技 
通 | = 100 2 人 
< 固 』 仙 9 に 
100 % 通常 
較 | テカ ス チャ 素材 1 二 
100 % 通常 9 
回 四 | ング 
可 100 % 通常 グ 
Le 
明る い 部 分 に テク スチ ャ を 貼る 
光 が 当 た る 、 出 っ 張る な ど し て 明る く な っ て いる 部 分 に 、「 夫 2 つ 目 の テク スチ ャ を 作成 」 で 作成 し た テク スチ ャ を 貼っ て い 
きま す 。 
回 暗い 部 分 と 同様 の 手順 で テク スチ ャ を 貼る 。 明 る さ を 強 調 さ せ た い 場合 な ど は 、 合 成 モ ー ド を 「 加 算 (発光 )」 に する 。 
テク スチ ャ の 貼り 方 は 以上 に な り ま す が 、 視 線 の 集まる 部 分 や テク スチ ャ が 周り か ら 浮 いて し まっ て いる よう な 場合 は 、 ブ ラ 
シ で 陰影 や 光 を 描き 込ん だ り 、 反 射 光 を 入れ た り し て 、 さ ら に 描き 込ん で いき ます 。 
貼 
火 属性 
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技法 別 メ イキ ング 


押さ 込む 


ここ か ら 、 下 の 溶 岩 池 か ら の 光源 と は 別に 、 上 部 の 光源 を 意識 し て 光 を 入れ て いき ます 。 
自然 光 は 、 洞 窟 上 部 の 穴 か ら 差 し 込ん で き て いま す 。 


回 自然 光 は 、 右 上 や や 奥 か ら 差し 込ん で いる 。 


回 距離 ご と の レイ ヤー フォ ル ダ ー の 中 に 「 加 算 (発光 )」 の レイ ヤー フォ ル ダ ー を 作 
成 し 、 そ の 中 に レイ ヤー を 作成 し な が ら 明 る くし て いく 。 ま ず は 、 光 が 大 きく 当 た 
る 面 を 塗っ て いく 。 
また 、 同 時 に 落ち 影 を 入れ て いく 。 沙 ち 影 の 位置 に よっ て 、 鳥 居 と 後ろ の 建造 物 と 
の 距離 が わか る 。 


EE- ゴ PP22P っ | 
通常 100 < 
了 Sih 
| 100% 通 整 
トロ 趟 县 3 
100 % 通常 
人 
> MM 
@ DOK 加重 (発光 ) 


100% 通常 
"js 


| 100 % 5 
里 上 ロロ 二 


テカ スチ ャ (明る (1 
、/ ルコ Og 
100% 乗 富 
= | 
又 pi 四 及 全 
鳥居 を 描き 込む 


上 部 で 目 を 引く で あろ う 鳥 居 部 分 は 、 丁 寧 に 描き 込み ます 。 


回 鳥居 の 漆 の よう な テカ テカ し た 質感 を 表現 する た め に 、 
光 を 強く 反射 させ て いく 。「 メ イン 塗り 」 ブラ シ で 大 げ 
さ な く らい 明る くし た ら 、 単 調 さ を 抑え る た め に 「 テ ク 
スチ ャ 粗 め 」 な どの ほん の 少し だ け テ クス チャ 感 の ある 
透明 色 の ブラ シ で うっ すら と 消し て いく 。 
さら に 、 フ チ に は 強め の ハイ ライ ト を 入れ る 。 
E 4 
习 な お 、 光 と 陰影 の 
関係 は 、 図 の よう 
な 感じ に な る 。 


| 光 が 当 た 


テク スチ ャ ペイ ン テ ィ ン グ 


_- つ ピン ポイ ント で 明る くす る 


「5-1」「5-2」 と 同じ 工程 で ほか の 部 分 に も 光 を 入れ て いき ます 。 前 述 の 
よう に 、 上 の 穴 の 右上 か ら 光 が 差し 込ん で き て いる の で 、 下 に いく ほど に 
光 が 減 衰 し 、 当 た る 面積 が 少な く な る よう に 塗っ て いき ます 。 た だ し 、 左 
下 の 建 造物 は 下部 に お ける 視点 の 集中 する 部 分 な の で 、 少 し 大 げ さ に 明る 
くし て いき ます 。 


回 溶岩 池 か ら の 光 と 日 の 光 が 届 く 部 分 、 そ れ 以 外 の 洞窟 の よう な 暗 さ の 
コン トラ スト が この イラ スト の キモ の 一 つ な の で 、 光 の 当たる 部 分 だ 
け を 大 げ さ な くら い 明 る くし 、 そ れ 以 
外 に は 一 切手 を 加え な い の が ポイ ン 
ト 。 


回 場所 に よっ て は 光 の 色 を 変化 させ 、 複 
雑 性 を 出す 。 


遠近 感 を 強調 する 


近 景 一 遠景 の 遠近 感 を 強調 し て いき ます 。 ま た 、 視 線 が 中 央 に 集中 する よう に 目立た せ て いき ます 。 


遠景 の レイ ヤー フォ ル ダ ー の 上 に 「 ス クリ ー ン 」 の レイ ヤー を 作成 し 、 緑 色 、 茶 色 で 塗り つぶ す 。 境目 は 「 ぼ ほか し 」 ブラシ で ぼかし を 入 
れる 。 こ れ で 、 近 景 一 遠景 の 色 の 差 が 強調 され 、 さ ら に 遠景 が 薄く な る こと で 遠近 感 が 強調 され る 。 


中 央 に 近い 溶岩 ほど 明る くし 、 画 面 両端 部 分 の 溶岩 は 明る さ を 抑 える 。 
これ で 、 中 央 に 視線 を 集め る こと が で きる 。 
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技法 別 メ イキ ング 


-9 暗い (温度 が 低い ) 部 分 を 描く 


ここ か ら 、 溶 岩 (マグ マ ) を 描き 込ん で いき ます 。 
溶 震 を 描く 際 の ポイ ント は 、 暗 い (温度 の 低い 部 
分 ) と 明る い (温度 が 高い 部 分 ) を きち ん と 分 け 
て 描く こと で す 。 ま ず は 、 暗 い 部 分 を 描き ます 。 


回 暗い と いう こと は 温度 が 低い と いう こと で も 
あり 、 そ の 部 分 は 少し だ け 固 形 に な っ て いる 
と いう こと を 意識 し て 形 を 作っ て いく 。 下地 
の 溶岩 の 色 の 上 に 「 乗 算 」 の レイ ヤー を 作成 
し 、「 メ イン 塗り ]」 ブラ シ で 暗い 色 に な る よ 
うに 描い て いく 。 大 小さ ま ざ ま な 固形 物 が 模 
様 の よう に 連なっ て いる イメ ー ジ 。 


で 描い た 暗い 部 分 の 一 部 を さら に 暗く す 
る 。 温度 差 に よる 色合い の 違い を 強調 する 狙 
い が あ る 。 


明る い (温度 が 高い ) 部 分 を 描く 


次 に 、 明 る い 部 分 を 描き 込み ます 。 


避 「5-5」 で 作成 し た 暗い 部 分 の 上 に 「 加 算 (発光 )」 
の レイ ヤー を 作成 し 、「 メ イン 塗り 」 ブラ シ 使 
用 し て 、 下 地 の 色 より も 明る く な る よう に 塗っ 
て いく 。 地面 と 接地 し て いる フチ の 部 分 は 大 き 
く 塗 り 、 真 ん 中 の 暗く な っ て いる 部 分 は 細か い 
晶 裂 を イメ ー ジ し て 描い て いく 。 
また 、 明 る い 部 分 も 温度 差 に よる 色合い の 違い 
を 強調 する た め に 、 一 部 を さら に 明る くす る 。 
「 加 算 (発光 )] レイ ヤー を 重ね 、 黄 色 に 寄せ る 
こと で 発熱 し て いる 感じ を 出し て いく 。 
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"溶岩 の 質感 を 強調 する ) 


溶岩 独特 の 質感 を 強調 し て いき ます 。 


全体 の パラ ンス を 見 て さら に 明る い 場 所 を 作成 する 。 溶 震 は い 
わ ば 半 固 形 の 物質 な の で 、 そ れ を 意識 し た ぬる っ と し た 感じ の 
テカ リ を 加え る 。 「5-6」 で 作成 し た 明る い 部 分 の 上 に 「 ス クリ ー 
ン 」 の レイ ヤー を 作成 し 、 白色 の 「 メ イン 塗り ]」 ブラ シ で うっ 
すら と 塗り 、 レ イヤ ー の 不透明 度 を 調整 する 。 薄 い 膜 を か ける 
よう な イメ ー ジ 。 


回 「5-5」 で 作成 し た 暗い 部 分 の 
上 に レイ ヤー を 作成 し 、 暗 い ( 温 
度 が 低い ) 部 分 の 一 部 が 岩 に 
戻っ て いる 感じ を 出す た め に 、 
その 部 分 に 灰色 を 塗る 。 


すべ て の 溶岩 を 描き 込む 


近 景 以外 の 溶岩 も 描き 込ん で いき ます 。 
「5-4」~「5-7」 の 工程 で すべ て の 溶岩 を 描き 込む 。 


近 景 の 溶 震 の 暗い 部 分 は 斑点 状 に 描い て いる 。 


固 遠近 感 を 出す た め に 遠景 に いく に つれ て 斑点 は 小さ くし て いく 。 最も 
遠く な る 部 分 は 、「 テ クス チャ 1」「 岩 壁 凸 」 ブラ シ を 組み 合わ せ て 塗 
り 、 つ ぶつ ぶ の テク スチ ャ に する こ 
と で その 細か さ を 表 現し て いる 。 
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_ 〇 - 溶岩 の 照り 返し を 描く 
溶 震 の 付近 の 物 に 、 照 り 返し を 描き 込ん で いき ます 。 


質感 を 残し つつ 、 各 部 に 「 加 算 (発光 )」 レイ ヤー を 作 
成 し て 照り 返し を 描き 込む 。 


回 中 央 付近 は 明る く な る よう に 描く 。 


視線 を 集め に くい 両端 の 部 分 は 明る く な りす ぎ な いよ う 
に 描く 。 


ゃ 
つ 「 り 細部 を 描き 込む 
ここ は 純粋 に 描き 込ん で いる だ け な の で 、 と くに 変わ っ た テク ニッ 
ク を 使用 し て いま せん 。 ポ イン ト は 「 乗 算 」 レイ ヤー を 使用 し て 描 
き 込む こと で 、 元 の 色合い か ら 逸 脱し な いよ うに する こと で す 。 


回 中 央 上 部 の 建築 物 は 、「 乗 算 」 レイ ヤー を 使用 し て じっくり と 
描き 込む 。 
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C | | 溶岩 を より 強く 発光 させ る ) 


溶岩 が まだ 暗い よう な 気 が し た の で 、 発 光 さ せ て いき ま 
す 。 


回 発光 させ た い 溶 岩 の レ イヤ ー フ ォ ル ダ を [レイ ヤー] 
メニ ューー [表示 レイ ヤー の コピ ー を 結合 ] で 複製 、 
結合 する 。 合 成 モ ー ド を 「 加 算 (発光 )」 に し た 後 、 
[フィ ルター] メニ ュー 一 [ぼかし ] で ぼかす 。 さ 
ら に 、 レ イヤ ー の 不透明 度 を 下げ て 調整 し て いく 。 
物 の 発光 の させ 方 は 、P.68 一 69 の 2 章 6 節 「5-2] 
「5-3」 も 併せ て 参照 の こと 。 


( 口 -| 遠近 感 を 調整 する 


遠近 感 に よる ボケ 感 を 出す た め に 遠景 の 輪郭 を ば や っ と 明る くし て いき ます 。 


回 加 距 離 ご と の レイ ヤー フォ ル ダ ー の 一 番 上 に 「 ス クリ ー ン 」 の レイ ヤー を 作成 
し 、「 輪 郭 柔 ら か 」 の よう な ボケ 感 の ある ブラ シ で 、 各 距離 の 境目 を ぼかす よ 
うに 塗っ て いく 。 


回 


この 時 点 で 空 に 雲 を 描く 。 雲 の 描き 方 は 、P.38「1-1」 も 併せ て 参照 の こと 。 
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上 げ 


火の粉 を 描く 


いよ いよ 仕上 げ の 作業 と な り ま す 。 イ ラス ト 全 体 に 火の粉 を 散ら し て いき ます 。 
その 後 、 全 体 の 色 味 を 調整 し て いき ます 。 


すべ て の レイ ヤー の 一 番 上 に 、 
「 加 算 (発光 )] の レイ ヤー を 作 
成 し 、 サ イズ の 小さ い ブ ラ シ で 
火の粉 を 散ら す 。 描 き 終わ っ た 
ら 、 レ イヤ ー を 「[ レ イヤー] メ 
ニュ ーー [レイ ヤー を 複製 ] で 
複製 し 、 下 に 位置 する ほう の レ 
イヤ ー を [フィ ルター] メニ ュー 
ー [ぼかし ] で ぼかす 。 

火の粉 が 発光 し た よう に な る 。 


フィ ルター を か け て 完成 


最後 に 人 物 の シル エッ ト を 描き 、 こ の イラ スト の キモ で ある テク ス 
チャ 感 を 強調 し て いき ます 。 テ クス チャ の 強調 に は 、「 シ ャ ー プ ( 強 )」 
の フィ ルター を 使用 し ます 。 普段 は イラ スト が トゲ トゲ し く な っ て 
し まい 、 ス ケー ル 感 が 損なわ れる た め 、 風 景 画 で は 使用 し な い フ ィ 
ルター で す が 、 今 回 は テク スチ ャ 感 が 大 切な の で 、 そ れ を 強調 する 
意味 で 使用 し まし た 。 


[レイ ヤー] メニ ュー [表示 レイ ヤー の コピ ー を 結合 ] を 選 
択 し 、 すべ て の レイ ヤー を 結合 する 。 結合 し た レイ ヤー を 選択 
し た 状態 で 、[ フ ィ ル ター] 一 [シャープ] 一 [シャ ー プ ( 強 )] 
を 実行 、 テ クス チャ 感 を 強調 する 。 こ れ で 完成 。 


必 胞 态 = >7>k2(w) ヘル プ (H) 
ほか し (B) 。 b NM4 コ 昔 画 ~ 
シャ ー プ (S) 上 アン シャ ー プ マス ク (U り ).… 
効果 (E) 2 シャ ー プ (5) 
変形 (T) , | シャー プ き )(O) 

指 画 (D) 2 
線画 修正 () 
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発想 の 源 京 


ファ ンタ ジー と 一 口 に 言い ます が 、 そ の すべ て が 起 像 の 産物 な わけ で は あり ませ ん 。 

むし ろ 現 実に ある 物 、 か つて あっ た 物 に ちょ っ と し た アク セン ト を 加え る こと で こそ 、「 説 得 力 」 の ある 幻想 が 生ま れ ま す 。 

で は 、 そ うい っ た ファ ンタ ジー イラ スト を 描く た め の 発想 の 源泉 は どこ に ある の で し よう か 。 

まず 、 モ チー フ の 基盤 と な る も の は 日 常 の いた る と ころ に ある の で 、 と に か く < 実際 に 触れ て みる こと で す 。 4 キ 
た と えば 、 城 や 神社 な ど に 足 を 運ん で 直接 見 学 し た り 、 写真 を 撮っ た り 、 スケ ッ 扩 
チ し た り し て み ま し ょ う 。 別 
道ばた や 公園 な ど に 生え て いる 自然 物 は 、 触 れ ら れる 機会 も 多い の で 、 常 に 上 

観察 する よう に し まし よう 。 

この と き 、 た だ 見 る だ け で は な く 、 草 で あれ ば 根 も と で あっ た り 、 描 いて い 
て イメ ー ジ し に ぐい 部 分 を 重点 的 に 観察 する よう に し ます 。 直接 手 で 触れ られ 
る の で あれ ば 、 手触り や 質感 を 確認 し て お く こと も 大 切 で す 。 

また 、 普 段 か ら イ ラス ト を 描い て いて 疑問 に 感じ た こと を まとめ た 「 わ か ら な 
いも の リス ト 」 を 作成 し て お く の も よい で し ょ う 。 

そし て 、 こ れ ら 現実 に ある も の か ら 連 起 、 変化 させ る こと で 、 フ ァ ン タ ジ ー 
イラ スト を 描い て いき ます 。 

た だ し 、 こ の 変化 も 、 何 も な いと ころ か ら 想 像 し た の で は な か な か 画 白 いも 
の に は な り ませ ん 。 

写真 資料 や 書籍 で 、 世 界 の 奇妙 な も の 、 身 近 に な いも の を た く ざ ん 見 て 、 自 
分 の 中 の 引き 出し を 増やし て いき ます 。 

マン ガ 、 ア ニ メ 、 ゲ ー ム 、 映画 、 絵 画 な どの 作品 に 触れ る こと 

も 大 切 で す 。 

そし て 、 頭 の 中 で これ ら の モチ ー フ や イメ ー ジ 同士 が 混ざる こ 

と で 、 新た な 門 像 の 世界 が 生ま れ て くる の で す 。 


-一 上 


させ ユ メ 


た と えば 、4 章 3 節 の メイ キン グイ ラス ト は 、 鳥 居 に 中 華 らし 
い 意匠 を 組み 合わ せ て 現実 に は な い フ ァ ン タ ジ ー 感 を 出し て い 
ます 。 


4 章 4 節 の イラ スト は 、 
建物 の 形 は スタ ンダ ー ド 
な 城 で す が 、 あ えて 滝 つ 
ぼ の 中 に 建て る こと で 、 
ファ ンタ ジー 感 を 出し て 
いま す 。 

建物 の 合間 に 大 きく 目 立 
つ ク リス タル も 現実 離れ 
し て いる 光景 と いえ ます 。 
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o o ーー 2 / 
透視 図法 (パー ス ) を 使用 し て 、 水 属性 が テー マ の イラ スト を 描い て いき ます 。 透视 四 法 在 ジィ 
使用 する こと で 、 ほ か の イラ スト より も 構図 な ど に ある 程度 の 厳密 さ が 求め られ ます が 、 あ まり 意識 し すぎ て も 


イラ スト の 印象 が 固く な つて し まう の で と ら わ れ す ぎ る こと は あり ませ ん 。 透視 図法 は 、 き ちん と 習得 する こと で 
イラ スト に 安定 感 と 高い 完成 度 が 備わり ます 。 ま た 、 建 築 物 が 描き や すい と いう 特徴 も あり ます 。 


且 目 バー ス を 作成 し て ラフ を 描く 
| 1-1 イメ ー ジ スケ ッ チ を する 


今回 の イラ スト は 、 建 物 が 多く 、 と て も 入り 組ん だ イラ スト に な っ て いま す 。 な お か つ 、 パ ー ス 
を 作成 し て 、 線 画 を 描い た 上 で 色 を 塗っ て いく の で 、 テ クス チャ ペイ ン テ ィ ン グ の と き 以 上 に 詳 
細 な ラフ を 描い て いく 必要 が あり ます 。 

し か し 、 い き な り パー ス を 作成 し て ラフ を 描き 始め る と な る と 、 わ けが わか ら な く な っ て し まう 
の で 、 ま ず は パー ス を 一 切 無視 し て 、 イ メー ジス ケッ チ を し ます 。 


回 細か いこ と は 抜き に し て 頭 の 中 の イメ ー ジ を スケ ッ チ する 。 色 や 建物 の 位置 な どの 大 ま か な 
イメ ー ジ が 掴め る レベ ル で よい 。「 水 」 が テー マ の イラ スト な の で 、 青 色 を テー マカ ラー に 
し て いる 。 


| ] 2 近 景 の バー ス を 作成 する 3 


イメ ー ジ スケ ッ チ を ベー ス に し て 、 近 景 と 中 景 の 建物 を 描く た め の パ ー ス を 作成 し て いき ます 。 
パー ス は 突き 詰め る と と ん で も な く 難 し く な る の で 、 で きる 限り わか りや すい パー ス の み を 使用 
し て 描い て いき ます 。 

今回 は 、 近 景 と 中 景 の 2 種類 の パー ス を 作成 し ます 。 パ ー ス を 2 種類 作成 し た の は 、 画 面 に リ 
ズム を つけ る た めで も あり ます が 、 今 回 の よう に 人 工 的 な 建物 と 自然 地形 と が 混在 し て いる イラ 
スト の 場合 一 つ だ け の パー ス で 描く と 物 の 並び が 無機 質 に な りす ぎ て 違和感 が 出 て し まう た め 、 
それ を 解消 する た めで も あり ます 。 

また 、 パ ー ス は 、 作 業 を 進め て いく うち に 増え て いく こと が あり ます が 、 イ ラス ト を 描き 始め る 
段階 で は 一 つか 二 つ 程 度 に 抑え 、 な る べく ゴチ ャ ゴチャ し すぎ な いよ うに し まし ょ う 。 


加 イメ ー ジ スケ ッ チ の レイ ヤー の 不透明 度 を 下げ て 見 や すく し 、「 パ ー ス 定規 」 を 使用 し て 2 
点 透 視 図法 で 近 景 の パー ス を 作成 する 。 ア イレ ベル は 、 画面 中 央 より や や 下 に 設定 する 。 な 
お 、 パ ー フ 定規 の 使い 方 は P.22「1-8」 参照 の こと 。 
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(1-3 近 景 の ラフ を 描く 


「1-2」 で 作成 し た パー ス に し た が っ て 、 近 景 の 建物 の ラフ を 描い 
て いき ます 。 


回 建物 の 正面 側 は 紫色 の パー ス 線 、 右 側面 は 緑色 の パー ス 線 に し 
た が っ て 描い て いく 。 


回 筒 状 の 建物 も 、 ま ず は 立方 体 を 意識 し て 描く 。 


1 A 

(LI-4 中 景 の パー ス を 作成 する 。 ) 器 還 語 促 有 Z252 
中 景 の パー ス も 近 景 と 同じ よう に 2 点 透 視 図法 で 作成 し て いき ます 。 トー 多 LE ec 
中 景 の パー ス は 、 左 側 の 消失 点 が 画面 内 に 入っ て いま す が 、 こ の よう な 場 きり 7 2 网 中 

合 、 消 失点 同士 を 結ぶ 空間 の 外側 (この イラ スト で は 左側 ) の 部 分 が パー | ルオ 4 
ス ど お り に 描い て も 違和感 が 出 て し まう 場合 が あり ます 。 な の で 、 そ れ を 
隠す よう に 近 景 の 建物 を 配置 し て いま す 。 

この よう に 画面 内 に 消失 点 を 入れ て し まう と 違和感 な く 処理 する の が 難し 
く な る の で す が 、 今 回 は 2 種類 の パー ス に 緩急 を つけ る た め に 、 あ えて 
入れ まし た 。 


回 左側 の 消失 点 は 画面 内 、 右 側 の 消失 点 は 画面 外 に ある 。 アイ レベ ル は 、 
近 景 の パー ス と 同じ 高 さ に 設定 する 。 


イラ スト 内 


イレ ベル る 
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4 章 技法 別 メ イキ ング 


(1-5 中 景 の ラフ を 描く  ) 


近 景 が 描け た ら 、「1-3」 で 作成 し た パー ス に し た が っ て 、 
中 景 の ラフ を 描い て いき ます 。 

土 や 岩 、 木 な どの 自然 部 分 は イメ ー ジ スケ ッ チ の も の で 十分 
と 判断 し 、 こ の 段階 で は 手 を 入れ て いま せん 。 


回 建物 や 橋 の 正面 側 は オレ ンジ 色 の パー ス 線 、 左 側面 は 青 
色 の パー ス 線 に し た が っ て 描い て いく 。 


mM 建物 を 描く 際 の ポイ ント 


建物 を 描く 際 の ボ イ 上 の 階 に いく ほど オ # 
1 これ を 意識 し て 


ント で す が 


ンス さ で 建物 の 印象 を 深め る 手 
画面 中 央 の 建物 の 上 層 階 部 


意図 的 に 出し て し 
線 が そこ で 一 度 止ま る た め 
れ ま す 


\ ま す 。 ご これ に より 
イラ スト 全体 に リス 


イイ 


側 は オレ ンジ 色 の パー ス 線 に 


TT 


4 パー スペ イン ティ ング 


「 ] -0 中 暴 に パー ス を 追加 し て 橋 を 描く ) 
ここ で 、 画 面 に さら に リズ ム が 欲し く な っ た の で 、 中 景 の 上 部 に 橋 を 追加 
し て いき ます 。 橋 を 描く た め に 、 新 た に パー ス を 作成 し まし た 。 


加 これ まで と 同じ よう に 、2 点 透視 図法 を 使っ て パー ス を 増やし て し ま 
うと や や こし く な る の で 、1 点 透視 図法 で パー ス を 作成 する 。 ここ で 
も 、 ア イレ ベル は 他 の パー ス と 同じ に する 。 


橋 の 正面 側 は 水平 に 、 左 側面 は 赤色 の パー ス 線 に し た が っ て 描い て い 


左側 面 は 赤色 の パー ス 線 に し た が う 


| ] -/ 遠景 の パー ス を 作成 し て 建物 を 描く ) 
遠景 を 描く た め の パ ー ス を 作成 し て いき ます が 、 こ こま で ほか と 離れ た 遠 
景 の 場合 パー ス に し た が っ て 描く こと に よっ て イラ スト が 固く な っ て し 
まう 可能 性 が あり ます 。 パ ー ス を 作成 し な く て も 違和感 な く 描 ける よう に 
な っ て きた ら 、 こ こ は あ えて 引か な いと いう の も 一 つの 手 で す 。 

も ちろ ん 、 慣 れ な いう ち は パ ー ス を 作成 し て 描き まし ょ よう 。 


回 2 点 透 視 図法 で パー ス を 描く 。 左右 の 消失 点 は 画面 外 に な る 。 画 面 の 
か な り 上 に な る の で わか り づ らい か も し れ な い が 、 こ れ も ア イレ ベル 
は ほか の パー ス と 同じ 。 


4 章 技法 別 メ イキ ング 


線画 を 作成 する 
(2 1 ラフ の 線 を 回 える 。  ) 


今回 は ラフ か ら さ ら に 一 歩 進ん だ 線画 を 作成 し て いき ます 。 

この イラ スト の 建物 に は 石造 り に よる ラフ さ が 欲 し か っ た の で 、 ラ 
フ の 線 を 追加 、 整 える 方 法 で 進め て いき ます 。 線 に 適度 な ラフ さ が 
残り 、 味 が 出 ます 。 

な お 、 ラ フ さ を 残し て 描く と いう こと は 、 雑 に 描く と いう こと で は 
あり ませ ん 。 細かい パー ツ が 多い の で 、 丁 寧 に 根気 強く 描き まし よ 
う 。 


四 “1GAyj を 使用 し て 、 ラ フ の 株 を 活か し ar 
つつ 、 線 を 描き 足し た り 、 消 し な が ら 描 き レン マタ ンマ タン ベジ ミョン ベク ルン 
直す こと で 線画 を 作成 する 。 パー ス も と き ド HT P= 
どき 表示 させ 、 大 きく ズレ な いよ うに 気 を 


つけ て 描く 。 


FT 


(の 自然 物 を 細部 まで 描く 。。ーーーー©«©«©“© 


木 や 草 、 地 面 や 岩場 な どの 自然 物 は 、 ラ フ の 段階 で は 詳細 まで 描い て いま せん で し た 。 
ここ で 、 イ メー ジス ケッ チ を ベー ス に し て 細部 まで 描い て いき ます 。 


加 イメ ー ジ スケ ッ チ し た レイ ヤー の 不透明 度 を 下げ て 見 や すく し 、 自 然 物 の 線画 を 描い て い 
く 。 建 物 以上 に ラフ さ を 残 し て 描く こと を 心がけ る 。 な お 、 木 の 詳し い 描き 方 は 、P.39「2-1」 
P.40 「2-2] も 参照 の こと 。 


1 


| 


| 


4 
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4 パー スペ イン ティ ング 


| づ 下 離 ご と に レイ ヤー を 分 ける ) 


線画 は 、 距離 や パー ツ ご と に 細か く 分 け て 描き まし ょ う 。 と くに 、 建物 が 重なっ て し まう よう な 部 分 は 、 
まず は 重なっ て し まう 部 分 を 含め た 全体 像 を 描い て し まい 、 レ イヤ ー マ ス ク (P.21「1-6」) を 作成 し 
て 重なる 部 分 を 非 表 示す る 方 法 が 描き や すく お スス メ で す 。 


また 、 今 後 、 色 塗り や 調整 等 で レイ ヤー 数 が か な り 増え て くる こと に な る の で 、 テ クス チャ ベイ ン テ ィ EEZzzar っ IE 
ぁ me で こ 通常 マ | ossam 本 | 100 2 
ング の と き と 同 様 に 、 距離 ご と に 細か く レ イヤ ー フ ォ ル ダー を 作成 し て お きま し ょ う 。 レイヤー フォル ge # 0 euPEI 区 
ダー を 作成 し て お け ば 、 レ イヤ ー の 管理 が し や すく な り 、 混 乱 を 防げ ます 。 | | hn 9 技 
回国 法 
国 建物 が 重なる 部 分 は 、 ま ず は 全体 を 普通 に 描き 、 描 き 終わ っ た ら レ イヤ ー マ ス ク を 作成 し て 重なる Eh 一 別 
部 分 を 非 表示 に し て お く 。 | 1 PR メ 
Are lv 中 景 1 
100% 通 
ha 回 誤記 の 
图 100% 通常 。 
| 木 (線画 ) 1 
| ーー 100% 通常 
賠 ep 
| 国 出 夺 志 100 % 通常 
| | | 本 2 
a 和 
| | [100% 通常 
ルコ マツ | | 中 上 4 
a 
| 画 再 40% 通常 
| イジ スチ 
千 ロロ 札 Pp きち 


回 距離 ご と に レイ ヤー フォ ル ダ ー を 作成 し 、 細 か く 分 け て お く 。 
今後 、 こ の 中 に レイ ヤー を 作成 し な が ら 色 塗り や ディ テー ル の 
描き 込み を 行っ て いく 。 


線画 が 完成 し た 状態 。 こ の レベ ル の 描き 込み で 線画 を 作成 する 
の は な か な か 骨 が 折れ る が 、 要 は 根気 の 問題 な の で じっくり と 
行う 。 


Du 線画 を 1 か ら 描く 場合 


今回 は ラフ の 線 を 整え る よう な 描き 方 で 線画 を 作成 し まし 


た 。 し か し 、 都 会 の ビ ピノ どの きっ ちり と し た 線 が 欲し 


い 場 合 は の 【 一 の 上 に 新規 の レイ ヤー を 作成 し 
それ を ガイ らら て いま す 。 ど ちら の 方 
去 が 正解 < よね る 状況 に 応じ て 方 法 を 変 
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4 章 技法 別 メ イキ ング 


色 の ベー ス を 作成 する 


| づ - | 花色 を 決め る ] 


スピ ー ド ペイ ン テ ィ ン グ や テク スチ ャ ペイ ン テ ィ ン グ の と き と 同 じ よ うに 、 下 地 の 89 Gtae 2255 007 G143 Gi7e 
B:168 B:0 B:255 B:93 B:131 B:97 


色 を 塗っ て いき ます 。 ま ず は 、 陰 色 の ベー ス を 決め て いき ます 。 


回 「2-3] で 作成 し た 各 距 離 ご と の 線画 の 下 に レイ ヤー を 作成 し 、 下 地 を 塗っ て 
いく 。 今回 は 線画 に 治っ て 丁寧 に 塗り 分 け て いく の で 、 ま ず は 塗り 残し が わか 
りや すい よう に 目立つ 色 で 塗る 。 


回 塗り 残し が な いこ と を 確認 し た ら 、 空 気 遠 
近 法 を 意識 し つつ 、 加 の 色 を ベー ス と な る 
陰 色 に 調整 し て いく 。 色 は 、 彩 度 と 明度 の 
バラ ンス で 細か い 部 分 が 変わ っ て 見 えて く 
る の で 、 色 調 補正 な どの 数 値 に 頼ら な いよ 
うに する 。 [編集 ] メニ ュー [ 線 の 色 を 
描画 色 に 変更 ] で 色 を 視認 し な が ら 塗り つ 
ぶし て いく 。 塗 りつ ぶし た ら 、 線画 の レイ 
ヤー の 合成 モー ド を 「 乗 算 ]」 に 変え 、 陰 色 

の レイ ヤー に 「 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ン 

グ | |」 し て お く 。 


Gi:28 Gi:47 Gi50 
B:55 B:73 B:83 


(3-2 各 パ ー ツ の 固有 色 と な る 色 を 塗る ) 府 。 EEC 


~ si A 
T 100% 通 常 。 

ゃ マタ 前 县 1 

ET 


B:110 B:77 


陰 色 の ベー ス が 決ま っ た ら 、 各 パー ツ ご と の 固有 色 
を 塗っ て いき ます 。 固 有色 は 、 自 然 光 が 当たる こと 
で で きる 、 極 端 に 明る くも な く 、 暗 くも な っ て いな 
いそ の も の の 色 で す が 、 こ の 時 点 で は 光源 を 一 切 考 
慮 せ ず ベタ で 塗っ て いき ます 。 


上 


回 各 距 離 の レイ ヤー フォ ル ダ ー 内 に 、 パ ー ツ 塗り 
分 け 用 の レイ ヤー フォ ル ダ ー を 作成 、「3-1」 
で 作成 し た 陰 色 の レイ ヤー に 「 下 の レイ ヤー で 
クリ ッ ピ ング | |」 する 。 レ イヤ ー フ ォ ル ダー 
内 に レイ ヤー を 作成 し な が ら 、 建 物 や 地面 、 岩 
場 な どの パー ツ ご と に 塗っ て いく 。 こ の 時 点 で 
は べ ベタ タ 塗り で 陰 色 を 隠し て し まっ て 構わ な い 。 


FFPIFIFTW 


Ri128 

Gi 41 

B:51 5 ea 的 
R:127 影 色 ベ ー ス 
G:131 i = 
B:139 倒 ロロ 区 コ 介 


パー スペ イン ティ ング 


立体 感 を 出す 


陰 を つけ る 


「3-2] で 塗っ た 各 パ ー ツ の 色 を 質感 の ある 透明 色 の ブラ シ で 消し 
て いき ます 。 す る と 、 消 し た 部 分 に 「3-1」 で 塗っ た 陰 色 が 表示 され 、 
いい 感じ に 陰 が つい て いき ます 。 今回 の よう な 入り 組ん で いる イラ 
スト の 場合 、 丁 寧 に 陰 を 塗っ て いく より も 簡単 に 質感 を 出し つつ 陰 
を つけ る こと が で きま す 。 


回 透明 色 の 「 テ クス チャ 粗 め ] や 「 テ クス チャ 1」 と いっ た ブラ 
シ で 、「3-2」 で 塗っ た 部 分 を 消し て いく 。 質感 と 陰 を 同時 に 
つけ る こと が で きる 。 


させ ユメ 


回 遠景 の 山 は 、 テ クス チャ を 貼っ て 明る い 部 分 を 表現 し て いる 。 
テク スチ ャ の 貼り 方 は P.125 の POINT を 参照 の こと 。 


回 全体 的 に 陰 を つけ た 状態 。 画面 の 両端 や 中 一 遠景 を 重点 的 に 消 
し て いく こと で 、 そ の 部 分 が 暗く な り 、 結 果 、 中 央 部 分 や 近 景 
が 明る く な つて 目立つ 。 


143 


章 技法 別 メ イキ ング 


_ 遠近 感 を 強調 する 


色 の 境目 を ば ぼかし て な じ ま せ る こと で 遠近 感 を 強調 し ます 。 


回 線画 の 上 に 「 ス クリ ー ン 」 の レイ ヤー を 作成 し 、「 輪 郭 柔らか 」 
ブラ シ で 色 の 境目 を ば か し て いく 。 遠景 に いく ほど 強く ぼかす 
こと で 、 遠 近 感 が 強調 され る 。 


Al A EE 
1 = 100 全 
~ 加 站) 自 的 

609% 通常 

ゃ | ルコ 史 2 


。 100% 通常 
ルオ 11 


全 

100% 又 功 一 > 
"二 se | 
に 


、、100% 乗 寛 
| 口 秩 


100% 通 * 
| | ha 
100% 通常 本 
陰 色 ベー ス 
、 100% 通常 
ルー 中 県 2 


に "a 10 通常 


® ya 从 通常 


本 | a 1 100.% 通常 


き DD. sar 


) 光源 を 意識 し て 光 を 当て る 


右上 か ら の 光源 を 意識 し て 、 明 る く な る 部 分 を ざっ くり と 描い て い 
きま す 。 


回 線画 の 下 に 「 加 算 (発光 )」 の レイ ヤー 
フォ ル ダ ー を 作成 し 、 そ の 中 に レイ 
ヤー を 作成 し な が ら 光 を 当て て い 
く 。 右 上 か ら の 光源 を 意識 する 。 


回 シル エッ トペ イン ティ ング の と き と 
同じ よう に 、 画 面 外 の 物 の 影響 に よ 
る 影 も 入れ る こと で 、 イ ラス ト の ス 
ケー ル 感 を 広げ る 。 
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[4 -4 光 に 深み を 出す 


光 の 周囲 を 処理 し まし た 。 目 の 錯覚 に より 、 明 る い 部 分 と 暗い 部 分 が ある と 、 境 
目 の 暗 い 部 分 が 、 よ り 暗 く 見 える こと が あり ます 。 こ の 錯覚 を イラ スト に 表現 し 
て いき ます 。 


「3-1」 で 光 を 描い た レイ ヤー の サム ネイ ル を 「[(Ct)+ ク リッ ク 」 (Mac の 場 
合 : 園 + ク リッ ク ) で 選択 する 。 する と 、 選 択 範囲 が 作成 され る 。 


[選択 範囲 ] メニュ ーー [選択 範囲 を 拡張 ] を 選択 、 表 示さ れ た ダイ アロ グ 
に 数 値 を 入力 し 、 選 択 範囲 を 拡張 する (拡張 する サイ ズ は 場所 や 画面 サイ ズ 
に よっ て 変わ っ て くる が 、 こ の イラ スト で は 2px ~ 5px くら い )。 


光 の レイ ヤー フォ ル ダ ー の 下 に レイ ヤー を 作成 し 、 拡 張 し た 選択 範 団 を オレ 
ンジ 色 で 塗り つぶ す 。「3-2」 で 作成 し た パー ツ の レイ ヤー フォ ル ダ ー に ク 
リッ ピン グ し 、 レ イヤ ー の 不透明 度 を 「50%」 程度 まで 下げ る 。 


選択 範囲 を 解除 し 、[ フ ィ ル ター] メニ ューー[ ほ ぼかし] 一 [ガウス ぼかし] 
を 選択 する 。 表 示さ れ た ダイ アロ グ で 数 値 を 入力 (ここ で は 、「100」) し 、 
固 で 塗り つぶ し た 範囲 を ぼかす 。 


再度 「3-1」 で 光 を 描い た レイ ヤー の サム ネイ ル を (Ci)+ ク リッ ク 」 で 選 
択 す る 。 回 で ぼかし た レイ ヤー を 、 作 成 し た 選択 範囲 で 消去 する 。 


全体 的 に 光 の 調整 が 終わ っ た 状態 。 光 に 深み と 趣 が 出る 。 


回 きき ャ - [本 


通常 四 100 2 
~ S# 自生 
上 
s | トロ 時 
ゃ | | トン ED | 
四 下 河 吕 
四 可 拘束 
局 (m+ クリ ッ ク | 
陰 色 ベー ス 
el lo 100% 通常 
IB| 選択 範囲 を 拡張 
撤 県 帳 W 5 » px 
拡張 タイ プ : 
民代 


[CE 有 


通常 に mm 50 こ 
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4 パー スペ イン ティ ング 
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「 4-5 物 の 影 を 描く 


物 の 影響 に よっ て で きる 影 を 追加 し て いき ます 。 


加 「3-2] で 作成 し た レイ ヤー の 上 に 「 乗 算 」 の レイ ヤー を 作成 し 、 物 の 影響 に よっ て で 
きる 影 を 描く 。 立 体感 が 強調 され る 。 


回 影 の 濃 さ や 深 さ に よっ て 、 溝 や 凹凸 の 具合 、 影 の 元 に な る 物 の 高 さや 距離 を 表現 で きる 。 


「 4-6 画 語 端 や 中 一 遠景 の コン トラ スト を 調整 する 
ある 程度 全体 の 完成 イメ ー ジ が 見 えて きた の で 、 こ こ で 明暗 の コ 
ント ラス ト を 強調 し て いき ます 。 


加 も と も と 明る い 部 分 は 「 ス クリ ー ン 」、 暗 い 部 分 は 「 乗 算 」 
の レイ ヤー を 重ね て 、 明 暗 の コン トラ スト を 強調 する よう に 
塗っ て いく 。 こ の と き 、 画 面 端 や 中 一 遠景 は 、 近 景 や 視線 を 
集め る 部 分 に 比べ て 暗 さ を 強く 出す 。 こ れ は 次 の 「4-7」 の 
工程 の た め の 布 石 で も ある 。 
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/| - / 空気 感 を 出し つつ な じ ま せ る 


線 や 色 が 周囲 か ら 浮 いて し まっ て いる 部 分 を な じ ま せ て いき ます 。 
ここ で 行う 方 法 を 使用 すれ ば 、 た だ 単純 に な じ ま せ る だ け で な く 、 
空気 感 を 表現 で きる た め 一 石 二 鳥 で す 。 


回 物 の 輪郭 の 端 や 「4-6」 で 暗 さ を 強 調 し た 部 分 を 、「 ス クリ ー ン 」 
の レイ ヤー を 使用 し 、 水 色 の 「 輪 郭 柔 ら か 」] ブラ シ で 薄め て 、「 ぼ 
か し 」 ブ ラ シ で ぼかす 。 


回 「4-6」 の 工程 と 併せ て 、 全 体 的 に 気 に な る と ころ を 調整 し て 
いく 。 明暗 の コン トラ スト を 損なわ な いま ま 、 空 気 感 を 出し つ 
つ 浮 いて いた 部 分 を 自然 に を な じ ま せ る こと が で きる 。 


人 章 技法 別 メ イキ ング 


描き 込む 


| ] 質 馬 を 追加 し て 目立た せる ) 


ここ か ら 、 細 部 を 細か く 描 き 込ん で いき ます 。 

まず 、 質 感 の 強い ブラ シ で の 描き 込み や テク スチ ャ を 貼 
り 込 むこ と で 、 各 部 の 質感 を 強調 し て いき ます 。 
「4-6」「4-7」 の 部 分 と は 逆 に 、 画 面 の 近 景 や 中 央 に 近 
い 部 分 を 重点 的 に 処理 し て いま す 。 各部 位 の 情報 量 が 増 
える の で 、 イ ラス ト を 見 る 側 の 視線 を 集め る こと が で き 
ます 。 


四 石造 り の 建物 や 岩場 は 、 テ クス チャ を 貼る こと で 質 
感 を 出し て いく 。 テ クス チャ の 貼り 方 は P.125 の 
POINT を 参照 の こと 。 


地面 は 質感 の 強い 「 地 面 」 ブラ シ な ど で 描 き 込 む 。 
左右 の ブラ シス トロ ー ク が ポイ ント 。 
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( り - の 本 在 描 < ) 


イラ スト の 名 部 に 邑 を 描い て いき ます 。 
霧 は それ ほど 手間 を か けず に 描く こと が で き 、 描 くだ け で 下記 の よう に さま ざま な 効果 が あり ます 。 


・ 画面 を に ぎ や か に する 。 

・ 遠近 感 の 強調 。 

・ 空気 感 の 強調 。 

・ 水 の 多い ロケ ーション を 説明 する 。 


と くに 今回 の よう な 水 を テー マ と し た イラ ス 
ト で は 積極 的 に 描い て いき まし よう 。 


各 距 離 の レイ ヤー フォ ル ダ ー の 上 に 有 霧 用 
の レイ ヤー フォ ル ダ ー を 作成 し 、 そ の 中 
に 「 通 常 ]」 や 「 ス クリ ー ン 」、「 加 算 ]」 の 
レイ ヤー を 作成 し な が ら 、 う っ すら と 立 
ち 込 め る 唆 を 描い て いく 。 描 き 方 は 基本 
的 に 雲 と 同様 に 「 雲 柔 」 ブラ シ 1 本 で 
描い て いく 。 雲 の 詳し い 描き 方 は 、 P.38 
「1-1」 参照 の こと 。 


(ーー 演 

( り - つ 滝 を 描く 

イラ スト の テー マ 「 水 」 を 直接 的 に 表現 し て いる 部 分 で 
ある 滝 を ダイ ナミ ッ ク に 描い て いき ます 。 ど の よう な 
ルー ト を 辿っ て 画面 上 部 か ら 中 央 に 向かっ て 水 が 流れ て 
いく の か 、 見 えな い 部 分 も きち ん と 意識 し て 描き まし ょ 
う 。 


回 遠景 の レイ ヤー フォ ル ダ ー 内 に 「 ス クリ ー ン 」 の レ 
イヤ ー フ ォ ル ダー を 作成 し 、 そ の 中 に レイ ヤー を 作 
成 し な が ら 流 れる 水 の ベ ー ス を 描く 。 こ こ で は 「 滝 ] 
ブラ シ で 、「⑦① 真 っ すぐ に 下 に 向かっ て 流れ て いる 
部 分 」「② 途 中 で 霧 散 し て いる 部 分 」「③ 乱 れ て 無 作 
為 に 流れ て いる 部 分 」 の 大 きく 3 種類 の 流れ を 描 
いて 変化 を つけ て いる 。 
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回 で 滝 を 描い た それ ぞ れ の レイ 
ヤー の 上 に 、「 加 算 (発光 )] の 
レイ ヤー を クリ ッ ピ ング し 、 光 
が 当たっ て 明る く な っ て いる 部 
分 を 塗る 。 さ ら に 、 滝 の フチ や 
岩 と の 接地 面 の な どの 流れ が 急 
に 変わ る 部 分 を 重点 的 に ハイ ラ 
イト を 描き 加え る 。 

逆 に 、「 乗 算 」 の レイ ヤー で 暗 
く な る 部 分 を 明る い 部 分 と の 対 
比 で 描く が 、 あ まり 大 げ さ に 暗 
くし な いよ うに 気 を つけ る 。 


細か い 飛 洲 を 加え る 。 こ うい っ た 細か い 部 分 に も 気 を 使う こと 
で イラ スト に リズ ム が 生ま れ 、 リ アリ ティ が ぐっ と 増す 。 


ほか の 滝 も 同様 に 描き 込む 。 空 気 遠 近 法 を 意識 し て 、 近 景 に な 
る ほど 明暗 の コン トラ スト が 強く な る よう に 心がけ る 。 


滝 全体 を 見 る と 図 の よう な 感じ に な る 。 建物 に 隠れ て 見 えな い 
部 分 の 流れ も 整合 性 が 取れ る よう に 描く 。 


4 パー スペ イン ティ ング 


_ 
5-4 水面 を 描く 
中 央 や や 下 に 位置 する 水面 を 描き ます 。 描 き 方 は 、P.43 「4-1」 も 併せ て 参照 く 
だ さい 。 


3 「 加 算 (発光 )] の レイ ヤー を 作成 し 、 水 面 が 揺らい で 明る く な る 部 分 を 描く 。 
細く シャ ー プ な 感じ で 波打つ よう に 描く 。 横 方 向 の ブラ シス トロ ー ク が ポイ 
ント 。 


回 の 上 に 「 乗 算 」 の レイ ヤー を 作成 し 、 暗 い 部 分 を 描き 加え て 明暗 の コン ト 
ラス ト を 強調 する 。 暗 い 部 分 は 明る い 部 分 と は 逆 に 、 ぼ や け て 大 雑 把 な 感じ 
に 描く 。 


避 橋脚 に よる 照り 返し を 描く 。 回 で 作成 し た レイ ヤー に 、「 加 算 (発光 )」 の レ 
イヤ ー を クリ ッ ピ ング し 、 照 り 返 し に な る 部 分 の み 強 調 す る よう に 描く 。 


回 滝 と 水面 が 描き 終わ っ た 状態 。 
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CD-D クリ スタ ル を 描く 


) 


各 建 物 に 設置 され て いる クリ スタ ル を 描き ます 。「 こ の クリ スタ ル は 何 な の か ?」「 ど うし て 浮い て いる の か ?」「 都 市 機能 を 支え て いる 魔法 
燃料 ?」 な ど 、 イ ラス ト を 見 る 側 の さま ざま な 想像 力 を か きた て る こと が で きる 要素 が クリ スタ ル で す 。 


回 線 の 色 を 明る い 黄 色 に 塗り 替え る 。 


回 下地 の 上 に 「 加 算 (発光 )」 の レイ ヤー 
を 作成 し 、「 岩 壁 凹 ] ブラシ を 使用 し 
て 質感 を 出し て いく 。 最終 的 に ハイ ラ 
イト で ツヤ ツヤ させ る の で 、 あ る 程度 
ざら ざら で も 構わ な い 。 
さら に 、 上 面 の 光 の 当たっ て いる 部 分 
を 描く 。 つ いつ い 側 面 の ハイ ライ ト も 
一 緒 に 描き た く な る が 、 こ の 時 点 で 上 
面 の 色 と 側面 の 色 を 同じ に し て し まう 
と 立体 感 が 出 な い の で 、 ま ず は 明る さ 
を 抑え た 色 で 上 面 だ け を 描く 。 


图 光 を 強く 反射 する 表面 部 分 に 比べ て 中 
央 部 分 は 暗く し て いく 。 ま た 、 下 部 に 
な る ほど 薄く な る よう な グラ デー ショ 
ン を か け 、 上 部 と の 明る さ の 違い を 出 
す 。 
この と き 、 線 画 の 下 に 「 乗 算 ] レイ ヤー 
を 作成 し て 塗る の が ポイ ント 。 


回 回 の 上 に レイ ヤー を 作 


成 し 、 下 部 や 光源 と は 逆 
方 向 か ら の 反射 光 を 描 
く 。 合成 モー ド は 使用 せ 
ず に うっ すら と 水色 を 
入れ た 。 


ここ で ハイ ライ ト を 描く 。「 加 
算 (発光 )」 の レイ ヤー を 一 番 
上 に 作成 し 、 強 い 反射 を 表現 す 
る た め に 白 に 近い 色 に な る よう 
に 描く 。 


目 の 上 に 「 加 算 (発光 )] の レ 
イヤ ー を 作成 し 、「 輸 郭 柔 ら か 」 
ブラ シ を 使用 し て 輪郭 を 薄く オ 
レン ジ 色 で ぼかす こと で 、 ぼ ん 
や り と 発光 させ る 。 ク リス タル 
自体 を 発光 させ る こと で 超常 的 
な 力 を 感じ させ る 。 


回 ほか の クリ スタ ル も 同じ よう に 描 
いて いく 。 こ こ で も 空気 遠近 法 を 
意識 し 、 遠 景 に な る ほど 色 が 薄く 
な る よう に し て いる 。 た だ し 、 発 
光 し て いる 物体 な の で 、 最 低 限 同 
じ 色 に 見 える 程度 に は 変化 を 抑え 
て いる 。 


パー スペ イン ティ ング 


0 空 を 描く 


空 に 雲 を 描き 込ん で いき ます 。 描き 方 は 、 P.38「1-1」 や P.61 一 P.62「1-1」 一 「1-4」、 P.98 「4-3]、 P.112 「4-4」 も 併せ て 参照 くだ さい 。 


団 さま ざま な パー ス が 混在 し て いる イラ スト な の で 、 こ れ 以 上 複雑 に な ら な いよ うに シン プル に 中 央 に まとまる よう な 流れ で 描く 。 


ハイ ライ ト を 描き 加え る 


各部 に ハイ ライ ト を 描き 加え て いき ます 。 ハ イラ イト を 入れ 
る こと に よっ て イラ スト の 立体 感 、 物 の 形 が 強調 され ます 。 
な お 、 ハ イラ イト を 入れ る 際 は 質感 を 強調 する こと も 意識 し 
まし ょ う 。 


回 「 メ イン 塗り 」 ブラ シ で 建物 の 質感 を 強調 し つつ ハイ ラ 
イト を 入れ て いく 。 フ チ に も 重点 的 に 入れ る こと で 立体 
感 や 物 の 形 も 強調 され る 。 手 を 症 没 さ せる よう に 線 を 引 
く と 、 ガ タ ガ タ に な っ つて 質感 が 出る 。 


| フチ に ハイ ライ ト を 
| 入れ て 形 を 強調 
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計上 け 


C6-1 株 を 描く ) 


建物 を 飾る 旗 を 描き 込み ます 。 図柄 を 用 意 し 、 テ クス チャ を 貼る の と 同じ 要領 で 貼 つ て いき ます 。 今回 描い た 旗 は メタ リッ ク な 質感 を イメ ー 
ジ し て お り 、 こう いっ た 質感 の 物 は 描い て いる と 気持 ちい い の で す が 、 あま りや りす ぎる と 画面 か ら 浮い て し まう の で 注意 し て 描き まし ょ う 。 


加 別 フ ァイル て 図柄 を 用 意 する 。 AI 
は | 3 
回 P.125 の POINT の テク スチ ャ を 貼る の と 同じ 要領 は 13) 
で 回 の 図柄 を 読み 込み 、 変形 させ て 配置 する 。 さ ら + ボド 
に 、 上 か ら 下 に 向かっ て 軽く グラ デー ショ ン を か け aB3 
て お く 。 は | > 
は | 
固 メタ リッ ク な 質感 は 、 決 まっ た 手順 で 毎回 描い て い RD 
る と ひど く 単 調 に な っ て し まう 。 cap3 
その た め 、 今回 は 回 で か けた グラ デー ショ ン を 元 に WN 
試行 錯誤 し て 描い て いく 。 シ ワ を 描き 入れ 、 グ ラ デ ー NK 
ショ ン の 色 味 を 調整 し て いく こと で 完成 させ た 。 ペペ 
oF 
SVM 


0 ノ 全体 を 調整 し て 完成 


ひと と お り 描き 終わ っ て みる と 、 テ ー マ カ ラー で ある 阿 ミ つこ 9 


青色 が 弱い よう な 気 が し まし た 。 そ こ で 、「 オ ー バ ー デン - 1 マミ 
レイ 」 の レイ ヤー を 重ね て 全体 の 色 味 を 調整 し て いき |s レ トゥ 問い 円 
ます 。 已 100% オー バー 


色調 整 
色 味 が 調整 で きた ら 、 鳥 や 人 物 の シル エッ ト を 描き 入 。 | 。 oe 
れ て 完成 で す 。 is か 


に 
色調 整 3 


四 すべ て の レイ ヤー の 一 番 上 に 、 色 調整 用 の 「 オ ー 


バー レイ | の レイ ヤー フォ ル タ ダー を 作成 する 。 イ ラ 
スト 全体 の 青色 を 強調 する よう に 色 を 塗っ て いく 。 


回 鳥 を 描き 入れ る 。 鳥 は こう いっ た イラ スト で は 加 
える だ け で 空気 感 を 強調 で きる モチ ー フ な の で 、 
積極 的 に 取り 入れ る 。 


旅 を する キャ ラク ター の シル エッ ト を 描き 入れ て 
完成 。 


根気 と モチ ベー ショ ン 


イラ スト を 描く 作業 は 、 覚 えて し まえ ば 誰 で も で きる 技術 
の 組み 合わ せ で は あり ます が 、 完 成 度 の 高い イラ スト に 仕 
上 げ る た め に は 、 ど うし て も 手間 の か か る 部 分 も 出 て きま 
す 。 

た と えば 、 テ クス チャ 画像 の 貼り 込み に 関し て いえ ば 、 画 
像 を 貼る と いう た だ それ だ け の 単純 な 作業 で す が 、 実 際 に 
や つっ て みる と 手数 が 多く 、 級 密 な 作業 で も あり ます 。 
こう し た 細か な 作業 を 積み 重ね 、 一 つの イラ スト を 描き 上 
げ る に は 技術 だ け で な く 、 根 気 が 必 要 に な っ て くる の で す 。 
以下 で は 、 こ の 根気 を 持続 させ 、 イ ラス ト に 対す る モチ ベー 
ショ ン を 保つ コツ を 紹介 し ます 。 


まず は 手 を 動か す 

前 述 の と お り 、 単 純 な 作業 の 積み 重ね で イラ スト は で き て 
いま す 。 

や る 前 か ら 「 自 分 に は 描け な い 」 と 諦め る よう な こと は せ 
ず 、 ま ず は 手 を 動か し て 描い て み ま し よう 。 

実際 に 手 を 動か すこ と で 、 見 えて くる も の も あり ます 。 
また 、 風 景 イ ラス ト の 場合 、 一 部 の 作業 が 失敗 し て も 、 全 
体 で 見 れ ば 砦 細 な こと で す 。 一 部 分 だ け を 完璧 に し よう と 
し て いる と 、 途 中 で 投げ 出し た く な っ て し まう こと も ある 
で し ょ う 。 

失敗 を 恐れ ず 、 完 璧 を 目指 さ ず 、 ど ん どん 手 を 動か し て 思 
うま ま に 描 いて み ま し よう 。 


得意 な 技術 を 見 つけ る 

自分 の 得意 な 技術 を 一 つ 見 つけ て お く の も 、 モ チ ベ ー シ ョ 
ン を 維持 する た め に 重要 な こと で す 。「 好 き な 作 業 ] と 言 
い 換え て も いい か も し れ ま せん 。 好き な 作業 は 得意 な 作業 
と な りや すぐ く 、 相 乗 的 に モチ ベー ショ ン を 高め られ ます 。 
私 の 場合 、 ハイ ライ ト を 入れ る の が 最も 好き な 作業 で す 。 
好き な 作業 が 決ま っ て いる と 、 そ の 作業 に 向かっ つて モチ 
ベー ショ ン が 続く た め 、 結 果 的 に そこ まで の 工程 を 頑張 る 
こと が で きま す 。 


4 パー スペ イン ティ ング 


テク スチ ャ の 貼り 込み は 単純 な 作業 だ が 、 手 数 が 多く 、 纏 密 な 作業 


目標 を 先 に 描く 

迷い は モチ ベー ショ ン を 維持 する 上 で 一 番 の 天敵 で す 。 考 
えて いる 状態 は それ だ け エ ネル ギー を 消費 する た め 、 ど こ 
か で 疲れ て モチ ベー ショ ン が 続か な く な っ て し まい ます 。 
イラ スト を 描く の に 慣れ て くれ ば 、 描 き 始 め る 前 に ある 程 
度 の 完成 イメ ー ジ を 思い 浮か べ る こと が で きる の で す が 、 
最初 の うち は 難し いも の 。 

そこ で 、 ま すず 一 部 分 を 先 に 完成 させ て し まい 、 そ こ を 指標 
に し て 全体 を 描き 込ん で いく 方 法 も 、 モ チ ベ ー シ ョ ン を 維 
持 す る 上 で は 効果 的 で す 。 

この 方 法 を 取る と 、 具 体 的 な 完成 イメ ー ジ が 常に 見 えて い 
る た め 、 そ こ に 向かっ て 描く こと が で きま す 。 迷い が 少な 
く な り 、 結 果 、 モ チ ベ ー シ ョ ン の 維持 に つなが り ま す 。 
慣れ て いな いう ち は こ の 描き 方 を する の も よい で す が 、 最 
終 的 に は 画面 全体 の バラ ンス を 意識 し て 描け り る よう に し ま 
し ょ う 。 


人 处 章 
技 


月 


-一 上 


させ ユメ 
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4 章 技法 別 メ イキ ング 


技法 の 集大成 


ここ まで 、 4 つの 技法 に 分 けた メイ キン グ を 見 て 
きま し た 。 最後 に ここ まで の 技術 の 集大成 と し て 、 本 書 カ バー イラ スト の 制作 の 流れ を 見 て いき ます 。 風 景 イ ラス 
ト を 描く こと に 慣れ て きた ら 、 こ の よう な スケ ー ル 感 の ある イラ スト に も 挑戦 し て み て くだ さい 。 基本 は 同じ で す 。 


イメ ー ジ スケ ッ チ ー 距 離 ご と の 下塗り 


( 1-1 イメ ー ジ スケ ッ チ を 元 に 線画 を 描く 
これ まで と 同様 に スケ ッ チ を 描い て イメ ー ジ を 固め ます 。 

構図 構築 を 考え る に あたっ て 、 中 央 や や 左側 の 何 も な い 大 き な 空 間 を 中 心 に 、 物 を 
配置 し まし た 。 こ の 空間 を 取り 巻く よう に 水面 、 大 樹 、 左 や や 下 に ある 橋 、 メ イン 
へ の 道筋 と な る 根っこ 、 と いっ た 
要素 を 配置 し て いま す 。 

イラ スト の メイ ン と な る の は 奥 
の 大 樹 な の で す が 、 ス ケー ル 感 を 
出す た め に 、 あ えて 先 に 「 何 も な 
い 空 間 ]」 と いう も の を 設定 し 、 そ 
こ か ら 構 図 を 決め て いま す 。 


P.136 「 パ ー ス ペイ ン テ ィ ン グ 」 の と き と 同 様 に 、 イ メー ジス ケッ チ を 元 に 建築 物 
の 線画 を 描き 起こ し て いき ます 。 


图 円 柱 系 の 物 が 多い た め 、 あ えて 透視 図法 は 使用 し な い が 、 ア イレ ベル だ け は き 
ちん と 意識 する 。 


回 遠景 に な る ほど 線画 の 線 を 細く し て いる の も 遠近 感 を 出す 上 で の ポイ ント 。 


(1-2 距離 ご と に 下塗り を する ) 
陰 色 の ベー ス と な る 色 で 下塗り を し ます 。 な お 、 葉 の シル エッ ト は 、「 葉 」 
ブラ シ を 使用 し ます 。 


加 レイ ヤー を 分 け て 、 近 景 一 遠景 に 向かっ て 薄く 、 彩 度 が 低く な る よう 
に 塗っ て いく 。 写真 を 元 に 風景 イラ スト を 描く 「1-2 (P.48)]」、 ス ピー 
ド ペ イン ティ ング 「1-2 (P.89)」 一 「1-4 (P.90)]、 シ ル エ ッ ト ペ 
イン ティ ング 「1-2 (P.104)」、 テ クス チャ ペイ ン テ ィ ン グ 「2-1 
(P.120)」、 パー スペ イン ティ ング 「3-1 (P.142)」 も 参照 の こと 。 


5 技法 の 集大成 


立体 感 を 出す 一 反射 光 ・ ハ イラ イト 


( の - ] 立体 感 を 出す ) 


物 の 立体 感 を 出し て いき ます 。 


图 「 ス クリ ー ン 」 の レイ ヤー を 使用 し て 、 物 の 輪郭 を 浮か び 上 が 
ら せ て いく 。 ス ピー ド ペ イン ティ ング 「3-5 (P.94)」]、 シ ル エ ッ 
トペ イン ティ ング 「2-1 (P.105)」 「2-3 (P.106)」、 テ クス チャ 
ペイ ン テ ィ ン グ 「3-1 (P.122)」 も 参照 の こと 。 


( 2-2 大 きく 当たる 光 を 入れ る ) 


3 種類 の 光 (P.30) の 一 つ 目 「 大 きく 当 
た る 光 」 を 入れ て いき ます 。 こ の と き 塗 っ 
た 色 が 物 の 固有 色 (極端 に 明る くも な く 、 
影 に も な っ て いな いそ の も も の 色 ) と な り 
ます 。 


回 テク スチ ャ 感 の 強い ブラ シ な ど を 使用 
し メイ ン と な る 部 分 を 中 心 に 光 を 当て 
て いく 。 


[の - づ 反射 光 ・ ハ イラ イト を 入れ る ) 


3 種類 の 光 の 残り 2 つ 「 反 射 光 」 と 「 ハ イラ イト 」 を 入れ て いき ます 。 


图 ハイ ライ ト は 入れ すぎ る と 画面 が うる さく な っ て し まう の て で 気 
を つけ る 。 反射 光 の 入れ 方 は 、 写 真 を 元 に 風景 イラ スト を 描く 
「2-6 (P.55)」、 シル エッ トペ イン ティ ング 「4-3 (P.111)」、 
ハイ ライ ト の 入れ 方 は 、 写 真 を 元 に 風景 イラ スト を 描く 「2-7 

(P.55)」、 ス ピー ド ペ イン ティ ング 「3-8 (P.96)」、 パ ー ス ペ 

イン ティ ング 「5-7 (P.153)」 も 参照 の こと 。 
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描き 込み ~ 仕 上 げ 
(3-1 水面 を 描く ) 


ここ か ら 、 細 か く 描 き 込 ん で いき ます 。 


回 水面 を 描く 。 水 面 の 反射 も 同時 に 描く 。 風景 イラ スト 定番 アイ 
テム の 描き 方 「4-1 (P.43)]、 ス ピー ド ペ イン ティ ング [5-4 
(P.100)]、 パ ー ス ペイ ン テ ィ ン グ 「5-4 (P.151)」 も 参照 の 
こと 。 


( づ - の 空 を 描く ) 


ほか と 同じ よう に 空 を 描い て いき ます 。 


回 雲 は 「 雲 柔 」「 雲 硬 ] の ブラ シ を 使用 し て 、 層 を 重ね て 描く 。 
風景 イラ スト 定番 アイ テム の 描き 方 「1-1 (P.38)」、 写 真 を 元 
に 風景 イラ スト を 描く 「3-4 (P.57)」、 風 景 イ ラス ト を ファ ン 
タ ジ ー 風 に する 「1-2 (P.61)」 一 「1-4 (P.62)」、 ス ピー ド 
ペイ ン テ ィ ン グ 「4-3 (P.98)]、 シ ル エ ッ ト ペ イン ティ ング 「3-3 
(P.109)」「4-4 (P.112)」 も 参照 の こと 。 


(3- づ 空気 感 を 加え て 仕上 げ る ) 


細か い 部 分 を 描き 込み 、 仕 上 げ て いき ます 。 


加 と ころ どこ ろ に 蛍 の よう な 光 を 描 
く 。 空 気 感 が 強調 され る 。 


回 木漏れ日 を 描く 。 これ も 最初 の 構 
図 で 設定 し た 何 も な い 空 間 を 邪魔 
し な いよ うに 描く 。 こ れ で 完成 。 


あと が き 


ここ まで お 読み いた だ き あ り が と う ご ざ いま し た 。 
いか が で し た で し ょ うか 。 
正直 赤裸々 に 解説 し すぎ て 、 商 売 敵 を 増やし て し まう の で は な いか と ヒヤ ヒヤ し て いま す 。 


本 書 を 作る に あたっ て 、 自 分 の 技術 や 手順 を 徹底 的 に 整理 し 、 文 面 に 起こ す 作業 を し た の で す が 、 そ の お 
際 で 自分 の 画 力 も 上 が っ た よう に 感じ ます 。 つ まり 効果 は て き 面 と いう こと で す 。 


か な り の ポリ ュー ム 、 密 度 に な つて いま す の で 、1 回 読ん だ だ け で は すべ て を 理解 する こと は 難し いか も 
し れ ま せん 。 

で きれ ば 実際 に 風景 イラ スト を 描き な が ら 段 階 に 合わ せ て 読み 進め て いた だ ける と よい か と 思い ます 。 
ゲー ム の 説明 書 も プレ イ し な が ら の ほう が わか りや すい の と 一 緒 で す ! 


それ で は 最後 に な り ま し た が 、 本 書 の 制作 に あたっ て お 世話 に な っ た 

ホビ ー ジ ャ パン の 谷村 様 、 久 松 様 、 

共著 の 角 丸 様 、 

素晴らし い デ ザイ ン に 仕上 げ て いた だ いた デザ イナ ー の 広田 様 、 

そし て 編集 か ら 書 面 構成 まで すべ て を 担当 し て いた だ いた レミ ッ ク の 難波 様 、 
ほか 関わ っ て いた だ いた すべ て の 方 々 に 感謝 の 意 を 表し 締め させ て いた だ きま す 。 
あり が と う ご ざ いま し た 。 
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